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学修について	

	

	 本校では，１学年から諸君を「学生」と呼んでいます．それは諸君を，学業においても日常生活において

も，自律的に自己管理ができる人であると期待しているからです．『学生便覧』の有明工業高等専門学校学則

および教育課程の内容を理解した上で，この『授業要目（シラバス）』を熟読し，学生らしく主体的に学習に

取り組んでください．	

	 本校の教育理念および学習・教育到達目標についても，その内容を理解しなければなりません．とくに，

学習・教育到達目標は，諸君が本校で学ぶ学習の目標を，また卒業（あるいは修了）時に身につけておくべ

き能力を簡潔にまとめたものです．繰り返し読んでいつでも言えるようにするとともに，目標を達成するた

めの学習ができているかどうか，常に自分自身の学習状況を振り返る習慣を身につけてください．	

	

	 履修科目には必修科目と選択科目があります．必修科目は必ず修得しなければならない科目です．選択科

目には単独開講と並列開講の種別があります．単独開講選択科目は全学生に修得してほしい科目で，並列開

講選択科目は自分の興味や将来の進路などを考慮して選択できる科目です．その他に授業外科目もあります。

たとえば，『学生便覧』に記した技能審査による資格なども，所定の手続きを経た後に単位として認定します．

在学中にさまざまな資格試験に挑戦してください．	

	 それぞれの科目は系統的に深く関連しています。『授業要目（シラバス）』の中の「科目系統図」をみて，

履修科目の位置づけを理解してください．低学年の基礎科目から理解を積み上げていかないと高学年の関連

科目を理解できません．低学年から基礎学力をつけなければならないのは，そのためです．	

	 『学生便覧』の教育課程に記した進級・卒業の要件は，それを満たす最低限の要件を示したものです．諸

君が将来活躍する「世界」を広げるために，また余裕をもって進級・卒業するために，修得単位数は最低限

ではなく多めに設定してください．就職や進学の際には，どのような科目をどのような成績評価で修得した

かが問われます．低学年からできるだけ多くの科目（の単位）を高い評価で修得するよう努めてください．	

	

	 これからは学歴よりも諸君ひとり一人の学力，言い換えれば，在学中に身につけた能力が評価される時代

になります．向上心をもち，自分の学習・生活状況を自己点検し，不十分なところは絶えず改善していくよ

う心がけてください．	

	 社会から求められるのは，卒業時点での学力・能力です．全学生が学修の意義や到達目標を把握し，日々

の学習計画を立て，主体的に勉学に励み，成果を上げることを期待しています．	
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有明高専の教育理念と学習・教育到達目標	
	

	 有明高専では，「幅広い工学基礎と豊かな教養を基盤に，創造性・多様性・学際性・国際性に富む実践的な

高度技術者の育成をめざす」ことを教育理念としています．	

	 １・２学年においては，多くの一般科目を学習することで自然科学の基礎と国際的な視野を養い，さまざ

まな視点から物事を考える姿勢を育みます．また，一連の工学基礎科目の学習と混合学級制による他学科の

学生との交流を通して，工学や技術に対する動機付けを行うとともに，創造性・学際性・多様性を培います．	

	 ３・４・５学年においては，工学に不可欠な自然科学を修得し，専門科目の学習と並行して多くの実験・

実習，設計製図，卒業研究等に取り組むことによって，専門性と創造性を育みます．また，実験・実習や卒

業研究等の発表会，および人文科目の学習を通して，コミュニケーション能力やプレゼンテーション能力を

育成します．	

	 専攻科においては，高度な自然科学を学ぶとともに国際的に活躍するために発展的な人文科学を修得しま

す．また，全専攻に共通した科目の学習を通して学際的な専門性を育むとともに，３・４・５学年で学び培

われた専門性や創造性をさらに深め，発展させます．さらに，技術と人・自然・社会との調和を図るために，

技術者倫理の涵養を目指します．	

	 このような教育を通して教育理念を実現するために，以下の学習・教育到達目標を掲げています．	

	

	

（Ａ）豊かな教養と国際性	

	

(A-1)	考察力	 地球的視野から物事を多面的に理解できること．	

	

(A-2)	倫理観	 社会や自然の中での技術の役割を理解し，技術者としての責任を自覚できること．	

	

(A-3)	コミュニケーション能力	 適切かつ円滑に読解・表現ができること．	

	

（Ｂ）専門知識と学際性	

	

(B-1)	基礎知識	 専門分野の基礎となる内容を理解していること．	

	

(B-2)	専門知識	 専門分野の内容を理解していること．	

	

(B-3)	実践力	 実験・実習等の内容を理解・実行・考察できること．	

	

(B-4)	学際的知識	 様々な分野の知識と技術を理解し，複合的に活用するための視野を持っていること．	

	

（Ｃ）創造性とデザイン能力	

	

(C-1)	課題探究力	 自ら課題を発見し，その本質を理解できること．	

	

(C-2)	課題解決力	 身につけた教養と実践力を活用し，課題を解決できること．	
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「複合生産システム工学」プログラム	
	

有明工業高等専門学校は「深く専門の学芸を教授し，職業に必要な能力を育成すること」を目的として設

置され（学校教育法70条の2），5年間の一貫教育の特色を生かした｢くさび型｣カリキュラムによって多くの実

践的技術者の育成を行なってきました．	

しかし，近年の産業界の情勢は大きく変化し，産業の国際化，融合･複合化が進みつつあり，技術者教育に

は工学の専門知識と学際的知識を総合した判断力と問題解決能力，および創造性と国際性に富んだ技術者の

育成が求められています．このような状況の中で，平成13年度に本校に専攻科が設置されました．	

これに伴い，本科4年次から専攻科2年次までを一貫した技術者教育プログラムとし，社会のさまざまな要

請にこたえられる技術者教育を行なっています．	

一般に技術者とは，数理科学および自然科学の知識を駆使し，社会や環境に対する影響を予見しながら資

源と自然力を活用し，経済活動の担い手として人類の利益と安全に貢献するハード･ソフトの人工物やシステ

ムを研究･開発･製造･運用･維持する専門職業人のことを言いますが，技術が急速に進歩し複合化している現

在では専門分野のみならず，他の専門分野との境界領域についても責任を持たなければなりません．	

また，構築，製作された｢もの｣が安全であること，さらには｢もの｣が社会や自然環境と共存できることに

まで責任を負うことが技術者には求められています．	

このような背景と本校の｢幅広い工学基礎と豊かな教養を基盤に，創造性･多様性･学際性･国際性に富む実

践的な高度技術者の育成をめざす｣という教育理念を踏まえ，本校では本科4年次から専攻科2年次までの4年

間に相当する学習・教育に対して，一貫した一つの教育プログラムとして｢複合生産システム工学｣プログラ

ム（以下，本プログラムという）を設定しています．	

本プログラムでは，工業生産活動（機械，電気，電子情報，物質，建築）における諸課題を自ら発掘し，

多角的な視点から解決するため，ものづくりに重点をおき，工学の専門知識と学際・複合的知識を総合した

判断力と問題解決能力を備えた技術者の育成を目指しています．さらにはこれらの教育を通じて，人々に優

しく，自然と共存できる技術の開発に携わり，環境問題･食糧問題･エネルギー問題など今日的な諸課題につ

いて柔軟に対応できる技術者を育成することを目的としています．	

このような技術者を育成するために，先に示した学習・教育到達目標を掲げています．ただし，「複合生産

システム工学」プログラムの履修対象者は本科 4 年次～専攻科 2 年次までの学生ですが，本プログラムの最

終的な履修者は専攻科に入学した学生とします．	

なお，本校の「複合生産システム工学」プログラムは，平成16年度にJABEEから認定されております．	JABEE

認定制度についての詳細はhttp://www.jabee.org/を参照してください．	
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シラバスの記載事項について	

	

	 シラバスは，各授業の内容などを記載したものですが，単にそれらを寄せ集めただけではありません．	

	 本校は高専であり技術者を育成する学校です．学生諸君が技術者として新たな社会の一員になるためには，

卒業時までに身につけておくべき能力などを明示した「学習・教育到達目標」を設定し，諸君がその到達目

標を達成できるような教育を行う必要があります．そして，学習・教育到達目標を達成できるような教育（学

生が技術者に必要な能力を身につけられるような教育）を行うためには，目標と関係する科目を効果的に配

置する必要があります（これが教育課程（カリキュラム）の編成です）．	

	 つまり，「この科目はカリキュラムの中でどのような位置づけにあるのか」，「この科目の到達目標を達成で

きたかどうかの判定（評価）はどのように行われるのか」，「どのような科目を修得すれば，どの学習・教育

到達目標が達成できるのか」など，各授業の内容だけでなく，カリキュラム編成の趣旨に沿って作成された

ものがシラバスです．	

	 シラバスは，本校の教育全体と関わりをもった内容が記載された冊子です．本校の教育理念を体現するよ

うな技術者になるために，シラバスを活用してください．	

	

	 次のア）からカ）までの項目は，各科目のページに記載されている項目自体の意味内容を説明しています．

参考にしてください．	

	

	

ア)	 科目基礎情報	

①	 科目番号…	 各科目の番号です．Z は各学年全体に共通する科目です．M,E,I,C,A はそれぞれの学科

（2学年から 5 学年）で開講される専門科目です。	

②	 科目区分…「必修」・「選択」の種別です．	

③	 授業形式…「授業」・「演習」・「実験」の種別です．	

④	 単位数…修得できる単位数および「履修単位」・「学修単位」の種別を記載しています．	

「履修単位」は，1単位につき 30	コマの授業をさします．	

「学修単位」は，1単位につき	45	コマの学習を必要とします．授業が	n	コマ行われると，	45-n	コ

マの自学自習を必要とします．たとえば，「学修単位(15/45)」の	科目は，1 単位につき，15	コマの

授業が行われ，30	コマの自学自習を必要とします．授業時間はもちろん，時間外も計画的に学習に

励んでください。	

⑤	 開設学科…対象学科を記載しています．1 学年は新しい創造工学科，2 学年以上は従来の機械工学科・

電気工学科・電子情報工学科・物質工学科・建築学科となります．また，「全学科」は 2 学年から 5

学年までの各学年の全クラスをさします．	

⑥	 対象学年…対象学年を記載しています．	

⑦	 開設期…「通年」・「前期」・「後期」の種別です．	

⑧	 週時限数…90 分授業を規準として，１週間に実施される授業の回数を記載しています．	

⑨	 教科書╱教材…使用する教科書，参考書等を記載しています．	

⑩	 担当者…授業を担当する教員名を記載しています．複数の教員で担当する科目もあります．	

イ)	 到達目標と評価（ルーブリック）	

「到達目標」には「（当該）科目の到達目標」を記載しています．	

「ルーブリック」とは「科目の到達目標」に対して，学生自身がどのような「行動特性」（○○するこ
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とができる）をとれば，どの評価が得られるかを明示したものです．つまり，学生が（自学自習を含め）

授業を受けた後に「○○することができる」ようになったレベルに応じて，「優・良・可・不可」など

の成績評価の目安が示されていると思ってください．	

ウ)	 学科の到達目標項目との関係	

当該科目が学校の「学習・教育到達目標」（Ａ−1〜Ｃ−2）のどれと関係しているかを記載しています．

科目により，複数の学習・教育到達目標と関係しているものもあります．	

学習・教育到達目標と「主体的（密接）に」関係する場合には「◎」，「付随的に」関係する場合には「○」

の記号を記し，関係性を示しています．	

Ａ-1 からＣ-2 の横にある(a)から(i)は JABEE の目標です．それぞれの目標は下に示しています．	

エ)	 教育方法等	

①	 概要…授業の概要を記載しています．	

②	 授業の進め方と授業内容・方法…授業の進め方や内容・方法について具体的に記載しています．	

③	 注意点…当該科目を受講する際に前提となる知識などを記載しています．	

オ)	 授業計画	

週ごとに授業内容・方法の計画を示し，そこでの到達目標を記載しています．	

カ)	 評価割合	

当該科目での総合評価を，どのような割合にもとづいて行うかを記載しています．	

「ポートフォリオ」とは，小テスト・レポート・成果品などをさしています．	

	

JABEEの(a)から(i)の説明	

（a）地球的視点から多面的に物事を考える能力とその素養	

（b）技術が社会や自然に及ぼす影響や効果、及び技術者が社会に対して負っている責任に関する理解	

（c）数学及び自然科学に関する知識とそれらを応用する能力	

（d）当該分野において必要とされる専門的知識とそれらを応用する能力	

（e）種々の科学、技術及び情報を活用して社会の要求を解決するためのデザイン能力	

（f）論理的な記述力、口頭発表力、討議等のコミュニケーション能力	

（g）自主的、継続的に学習する能力	

（h）与えられた制約の下で計画的に仕事を進め、まとめる能力	

（i）チームで仕事をするための能力	

	

	

 

 

 



1年 2年 3年 4年 5年
文学Ⅰ 3 3
文学Ⅱ 2 2
基礎解析学 4 4
解析学Ⅰ 4 4
解析学Ⅱ 3 3
基礎物理学 5 2 3
化学Ⅰ 3 3
化学Ⅱ 2 2

保�体 保健体育 5 3 2
英語Ⅰ 5 3 2
英語Ⅱ 6 3 3

42 21 18 3 0 0
文学Ⅲ 2 2
日本語コミュニケーションⅠ 1 1
地理学 2 2
歴史学 2 2
社会学 2 2
政治学・経済学 1 1
基礎数学Ⅰ 2 2
基礎数学Ⅱ 1 1
代数・幾何 3 2 1
数学特講 1 1
数学演習 1 1

理�科 生�物 1 1
保健体育 2 2
体育実技 2 1 1
音�楽 1 1
美�術 1 1
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝA 3 3
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝB 2 2
英�語 4 2 2
英会話 1 1
英語演習Ⅰ 1 1

36 6 8 13 6 3
日本語コミュニケーションⅡ 1 1
文学特講 1 1
社会科学Ⅰ 1 1
社会科学Ⅱ 1 1
環境科学Ⅰ 1 1
環境科学Ⅱ 1 1
人間科学Ⅰ 1 1
人間科学Ⅱ 1 1
英語演習Ⅱ 1 1
英語演習Ⅲ 1 1
第二外国語Ⅰ 1 1
第二外国語Ⅱ 1 1
複素関数論 1 1
ベクトル解析 1 1
フ−リエ解析 1 1
統計学 1 1

�    小�計 16 0 0 0 6 10
94 27 26 16 12 13
82 27 26 16 7 6

ボランティア活動 1
小�計 1

開設単位数
修得可能単位数

授業外科目
1

並
�

列
�

開
�

講

国�語

数�学
（前期開設科目）

この中から
1科目選択

選

択

単
�

独
�

開
�

講

国�語

社�会

芸�術

外国語

小  計

必

修

国�語

この中から
3科目選択

社�会

外国語

授��業��科��目 単位数

数�学

保�体

学年別配当
備��考

数�学

理�科

外国語

小  計

教育課程表

一般科目（各学科共通）



1年 2年 3年 4年 5年
工学基礎Ⅰ 1 1
工学基礎Ⅱ 1 1
工学基礎Ⅲ 2 2
情報処理基礎 2 2
応用物理学Ⅰ 3 3
応用数学Ⅰ 2 2
応用数学Ⅱ 2 2
設計製図 2 2
分析化学 2 2
無機化学 3 3
有機化学Ⅰ 2 2
有機化学Ⅱ 2 2
物理化学Ⅰ 2 2  
物理化学Ⅱ 4 4
物理化学Ⅲ 1 1
生物化学 2 2
化学工学Ⅰ 2 2
化学工学Ⅱ 2 2
分析化学実験 2 2
無機化学実験 2 2
有機化学実験 2 2
物理化学実験 2 2
機器分析実験 2 2
反応工学実験 1 1
物質工学実験 2 1 1
生物反応工学実験 1 1
生物工学実験 2 1 1

12 3 9
62 6 6 16 21 13

情報処理 2 1 1
工業英語 2 1 1
応用物理学Ⅱ 1 1
電気工学基礎 2 2
機械工学基礎 2 2
品質管理 1 1

専門基礎 物質工学基礎演習 1 1
機器分析学 2 2
生物工学基礎 1 1
材料工学基礎 1 1
環境化学 1 1
高分子化学 1 1
物理化学特論 1 1
分析化学特論 1 1
化学工学特論 1 1
食品工学 1 1
生物資源工学 1 1
エネルギー工学 1 1

23 1 2 2 3 15
機能材料工学Ⅰ 2 2 15H+30H/単位

機能材料工学Ⅱ 2 2 15H+30H/単位

プロセス工学 2 2 15H+30H/単位

反応工学 2 2 15H+30H/単位

物質工学演習 2 2 30H+15H/単位

生体触媒工学 2 2 15H+30H/単位

生物工学 2 2 15H+30H/単位

微生物工学 2 2 15H+30H/単位

生体高分子工学 2 2 15H+30H/単位

生物工学演習 2 2 30H+15H/単位

10 0 0 0 4 6
95 7 8 18 28 34
93 7 8 18 28 32

学外実習 1(2)
課題研究 1
特別講義 1
小  計 3(4)

※備考欄での「aH+bH/単位」の表記は4・5年における学修単位で、1単位につきa時間の授業とb時間の自学が含まれることを意味します。

開設単位数
授業外科目を除く

修得可能単位数

授業外科目

1(2)
1

1

小�計

物質ｺｰｽ
このうち

から3科目
以上選択

生物ｺｰｽ
このうち

から3科目
以上選択

小  計

30H+15H/単位
30H+15H/単位

専門展開
15H+30H/単位

専門展開
30H+15H/単位

このうちから
6科目選択

卒業研究
小  計

選

択

単
 

独
 

開
 

講

工学基礎

30H+15H/単位
30H+15H/単位
30H+15H/単位
30H+15H/単位

15H+30H/単位

専門基礎実験
45H/単位
45H/単位

物質ｺｰｽ 実�験 45H/単位
物質ｺｰｽ・生物ｺｰｽの

いずれかを選択生物ｺｰｽ 実�験

必

修

共
�
 
 

通

工学基礎

30H+15H/単位
30H+15H/単位

専門基礎

30H+15H/単位

15H+30H/単位
30H+15H/単位

30H+15H/単位

授��業��科��目 単位数
学 年 別 配 当

備��考

教育課程表

物質工学科



平
成
2
8
年
度
　
科
目
系
統
図
　
物
質
工
学
科
・
応
用
物
質
工
学
専
攻

◎
必
修

◎
選
択

○
必
修

○
選
択

学
習
・
教
育

到
達
目
標

本
科
１
年

本
科
２
年

本
科
３
年

本
科
４
年
前
期

本
科
４
年
後
期

本
科
５
年
前
期

本
科
５
年
後
期

専
攻
科
１
年
前
期

専
攻
科
１
年
後
期

専
攻
科
２
年
前
期

専
攻
科
２
年
後
期

文
学
Ⅰ

文
学
Ⅱ

文
学
Ⅲ

日
本
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ⅰ

日
本
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ⅱ

文
学
特
講

日
本
語
の
表
現
技
法

地
理
学

社
会
学

政
治
学
・
経
済
学

社
会
科
学
Ⅰ

社
会
科
学
Ⅱ

地
球
環
境
と
人
間

地
域
特
性
と
人
間
生
活

歴
史
学

環
境
科
学
Ⅰ

環
境
科
学
Ⅱ

人
間
科
学
Ⅰ

人
間
科
学
Ⅱ

技
術
者
倫
理

英
語
Ⅰ

英
語
Ⅰ

英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ａ
英
語

英
語

英
語

英
語

英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ⅰ

英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ⅱ

英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ⅲ

英
語
Ⅱ

英
語
Ⅱ

英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ｂ
英
語
演
習
Ⅰ

英
語
演
習
Ⅰ

英
語
演
習
Ⅲ

科
学
技
術
英
語

英
会
話

英
語
演
習
Ⅱ

第
二
外
国
語
Ⅰ
第
二
外
国
語
Ⅱ

化
学
Ⅰ

化
学
Ⅱ

生
物

音
楽

美
術

保
健
体
育

保
健
体
育

保
健
体
育

体
育
実
技

体
育
実
技

体
育
実
技

体
育
実
技

地
域
協
働
特
論
地
域
協
働
特
論
地
域
協
働
特
論
地
域
協
働
特
論

地
理
学

社
会
学

環
境
科
学
Ⅰ

環
境
科
学
Ⅱ

現
代
化
学

地
球
環
境
と
人
間
環
境
科
学

人
間
科
学
Ⅰ

人
間
科
学
Ⅱ

技
術
者
倫
理

環
境
調
整
学

工
学
基
礎
Ⅰ

環
境
工
学

環
境
生
物
工
学

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

文
学
Ⅰ

文
学
Ⅱ

文
学
Ⅲ

日
本
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ⅰ

日
本
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ⅱ

文
学
特
講

日
本
語
の
表
現
技
法

英
語
Ⅰ

英
語
Ⅰ

英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ａ
英
語

英
語

英
語

英
語

英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ⅰ

英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ⅱ

英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ⅲ

英
語
Ⅱ

英
語
Ⅱ

英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ｂ
英
語
演
習
Ⅰ

英
語
演
習
Ⅰ

英
語
演
習
Ⅲ

科
学
技
術
英
語

工
業
英
語

英
会
話

英
語
演
習
Ⅱ

工
業
英
語

応
用
物
質
工
学
技
術
演
習

応
用
物
質
工
学
技
術
演
習

第
二
外
国
語
Ⅰ
第
二
外
国
語
Ⅱ

卒
業
研
究

卒
業
研
究

応
用
物
質
工
学
特
別
研
究
Ⅰ

応
用
物
質
工
学
特
別
研
究
Ⅰ

応
用
物
質
工
学
特
別
研
究
Ⅱ

応
用
物
質
工
学
特
別
研
究
Ⅱ

機
能
材
料
工
学
Ⅱ

創
造
設
計
合
同
演
習

学
外
実
習

学
外
実
習

学
外
実
習

学
外
実
習

特
別
実
習
Ⅰ

特
別
実
習
Ⅰ

特
別
実
習
Ⅱ

特
別
実
習
Ⅱ

特
別
実
習
Ⅱ

特
別
実
習
Ⅱ

地
域
協
働
演
習
Ⅰ

地
域
協
働
演
習
Ⅰ

地
域
協
働
演
習
Ⅰ

地
域
協
働
演
習
Ⅰ

地
域
協
働
演
習
Ⅱ

地
域
協
働
演
習
Ⅱ

地
域
協
働
演
習
Ⅱ

地
域
協
働
演
習
Ⅱ

A
-
1

考
察
力

A
-
2

倫
理
観

A
-
3

コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン

能
力



学
習
・
教
育

到
達
目
標

本
科
１
年

本
科
２
年

本
科
３
年

本
科
４
年
前
期

本
科
４
年
後
期

本
科
５
年
前
期

本
科
５
年
後
期

専
攻
科
１
年
前
期

専
攻
科
１
年
後
期

専
攻
科
２
年
前
期

専
攻
科
２
年
後
期

基
礎
解
析
学

解
析
学
Ⅰ

解
析
学
Ⅱ

数
学
演
習

数
学
演
習

複
素
関
数
論

応
用
解
析
Ⅰ

応
用
数
理
Ⅰ

応
用
数
理
Ⅱ

基
礎
数
学
Ⅰ

代
数
・
幾
何

数
学
特
講

応
用
数
学
Ⅰ

応
用
数
学
Ⅰ

ベ
ク
ト
ル
解
析

応
用
解
析
Ⅱ

基
礎
数
学
Ⅱ

代
数
・
幾
何

応
用
数
学
Ⅱ

応
用
数
学
Ⅱ

フ
ー
リ
エ
解
析

現
代
化
学

現
代
物
理

環
境
科
学

化
学
Ⅰ

化
学
Ⅱ

統
計
学

実
用
情
報
処
理
工
業
基
礎
力
学
環
境
調
整
学

材
料
科
学

基
礎
物
理
学

基
礎
物
理
学

応
用
物
理
学
Ⅰ
応
用
物
理
学
Ⅱ

環
境
工
学

工
学
基
礎
Ⅰ

工
学
基
礎
Ⅲ

品
質
管
理

設
備
設
計

工
学
基
礎
Ⅱ

情
報
シ
ス
テ
ム

情
報
処
理
基
礎
情
報
処
理

情
報
処
理

設
計
製
図

工
業
英
語

物
質
工
学
基
礎
演
習

分
析
化
学

無
機
化
学

化
学
工
学
Ⅰ

化
学
工
学
Ⅰ

化
学
工
学
Ⅱ

反
応
工
学

無
機
材
料
化
学
環
境
生
物
工
学

有
機
化
学
Ⅰ

物
理
化
学
Ⅰ

生
物
化
学

生
物
工
学
基
礎

材
料
工
学
基
礎
プ
ロ
セ
ス
工
学

機
能
材
料
工
学
Ⅰ

環
境
化
学

卒
業
研
究

卒
業
研
究

卒
業
研
究

応
用
物
質
工
学
特
別
研
究
Ⅰ

応
用
物
質
工
学
特
別
研
究
Ⅰ

応
用
物
質
工
学
特
別
研
究
Ⅱ

応
用
物
質
工
学
特
別
研
究
Ⅱ

応
用
物
質
工
学
特
別
演
習

応
用
物
質
工
学
特
別
演
習

工
業
英
語

応
用
物
質
工
学
技
術
演
習

応
用
物
質
工
学
技
術
演
習

有
機
化
学
Ⅱ

有
機
化
学
Ⅱ

物
理
化
学
Ⅱ

物
理
化
学
Ⅱ

物
理
化
学
Ⅲ

応
用
分
析
化
学
応
用
物
理
化
学
無
機
構
造
化
学
遺
伝
子
工
学

機
器
分
析
学

有
機
合
成
化
学

分
子
構
造
解
析
学
応
用
化
学
工
学

機
能
材
料
工
学
Ⅱ

生
体
触
媒
工
学
生
物
工
学

生
体
高
分
子
工
学
微
生
物
工
学

分
析
化
学
特
論
高
分
子
化
学

化
学
工
学
特
論
物
理
化
学
特
論

食
品
工
学

生
物
資
源
工
学

エ
ネ
ル
ギ
ー
工
学

学
外
実
習

学
外
実
習

学
外
実
習

学
外
実
習

特
別
実
習
Ⅰ

特
別
実
習
Ⅰ

特
別
実
習
Ⅱ

特
別
実
習
Ⅱ

特
別
実
習
Ⅱ

特
別
実
習
Ⅱ

卒
業
研
究

卒
業
研
究

応
用
物
質
工
学
特
別
研
究
Ⅰ

応
用
物
質
工
学
特
別
研
究
Ⅰ

応
用
物
質
工
学
特
別
研
究
Ⅱ

応
用
物
質
工
学
特
別
研
究
Ⅱ

合
同
特
別
実
験

分
析
化
学
実
験

無
機
化
学
実
験

物
理
化
学
実
験

機
器
分
析
実
験

応
用
物
質
工
学
特
別
実
験
Ⅰ

応
用
物
質
工
学
特
別
実
験
Ⅱ

有
機
化
学
実
験

物
質
工
学
実
験

反
応
工
学
実
験

物
質
工
学
実
験

生
物
工
学
実
験

生
物
反
応
工
学
実
験

生
物
工
学
実
験

物
質
工
学
演
習
物
質
工
学
演
習

生
物
工
学
演
習
生
物
工
学
演
習

地
域
協
働
演
習
Ⅰ

地
域
協
働
演
習
Ⅰ

地
域
協
働
演
習
Ⅰ

地
域
協
働
演
習
Ⅰ

地
域
協
働
演
習
Ⅱ

地
域
協
働
演
習
Ⅱ

地
域
協
働
演
習
Ⅱ

地
域
協
働
演
習
Ⅱ

B
-
1

基
礎
知

識 B
-
2

専
門
知

識 B
-
3

実
践
力



学
習
・
教
育

到
達
目
標

本
科
１
年

本
科
２
年

本
科
３
年

本
科
４
年
前
期

本
科
４
年
後
期

本
科
５
年
前
期

本
科
５
年
後
期

専
攻
科
１
年
前
期

専
攻
科
１
年
後
期

専
攻
科
２
年
前
期

専
攻
科
２
年
後
期

工
学
基
礎
Ⅲ

品
質
管
理

合
同
特
別
実
験

環
境
科
学

創
造
設
計
合
同
演
習
環
境
調
整
学

環
境
工
学

実
用
情
報
処
理
工
業
基
礎
力
学
設
備
設
計

材
料
科
学

電
気
工
学
基
礎
電
気
工
学
基
礎

機
械
シ
ス
テ
ム
要
素

電
気
電
子
工
学
概
論
熱
力
学
概
論

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
概
論

機
械
工
学
基
礎
機
械
工
学
基
礎
情
報
シ
ス
テ
ム

建
築
生
産
シ
ス
テ
ム
工
学
分
子
生
物
学

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

化
学
工
学
Ⅰ

化
学
工
学
Ⅰ

化
学
工
学
Ⅱ

反
応
工
学

機
器
分
析
学

プ
ロ
セ
ス
工
学

機
能
材
料
工
学
Ⅰ

機
能
材
料
工
学
Ⅱ

地
域
協
働
演
習
Ⅰ

地
域
協
働
演
習
Ⅰ

地
域
協
働
演
習
Ⅰ

地
域
協
働
演
習
Ⅰ

環
境
化
学

地
域
協
働
演
習
Ⅱ

地
域
協
働
演
習
Ⅱ

地
域
協
働
演
習
Ⅱ

地
域
協
働
演
習
Ⅱ

地
域
協
働
特
論
地
域
協
働
特
論
地
域
協
働
特
論
地
域
協
働
特
論

基
礎
物
理
学

基
礎
物
理
学

現
代
物
理

卒
業
研
究

卒
業
研
究

応
用
物
質
工
学
特
別
研
究
Ⅰ

応
用
物
質
工
学
特
別
研
究
Ⅰ

応
用
物
質
工
学
特
別
研
究
Ⅱ

応
用
物
質
工
学
特
別
研
究
Ⅱ

創
造
設
計
合
同
演
習

学
外
実
習

学
外
実
習

学
外
実
習

学
外
実
習

特
別
実
習
Ⅰ

特
別
実
習
Ⅰ

特
別
実
習
Ⅱ

特
別
実
習
Ⅱ

特
別
実
習
Ⅱ

特
別
実
習
Ⅱ

地
域
協
働
演
習
Ⅰ

地
域
協
働
演
習
Ⅰ

地
域
協
働
演
習
Ⅰ

地
域
協
働
演
習
Ⅰ

課
題
研
究

課
題
研
究

課
題
研
究

課
題
研
究

課
題
研
究

地
域
協
働
演
習
Ⅱ

地
域
協
働
演
習
Ⅱ

地
域
協
働
演
習
Ⅱ

地
域
協
働
演
習
Ⅱ

卒
業
研
究

卒
業
研
究

応
用
物
質
工
学
特
別
研
究
Ⅰ

応
用
物
質
工
学
特
別
研
究
Ⅰ

応
用
物
質
工
学
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＜＜一般科目＞＞	
	

	

[単独開講選択科目]	
体育実技	 	 	 ････････････････ 		1	
英語	 	 									 ････････････････ 		4	
	

[並列開講選択科目]	
	 …次の各群の中からそれぞれ 1 科目選択可能	
文学特講（１群）	 	 ････････････････ 		8	
社会科学Ⅱ（２群）  ････････････････ 	11	
環境科学Ⅱ（２群）	 	 ････････････････ 	14	
人間科学Ⅱ（２群）	 	 ････････････････ 	17		
英語演習Ⅲ（１群）					 ････････････････ 	20		
第二外国語Ⅱ（２群）			 ････････････････ 	23	
複素関数論（３群）					 ････････････････ 	26	
ベクトル解析（３群）							 ････････････････ 	30	
フーリエ解析（３群）							 ････････････････ 	33	
統計学（３群）	 							 ････････････････ 	37	
	

	
[授業外科目]	
ボランティア活動							 ････････････････ 	40		

		

 

＜＜専門科目＞＞	
	

	

[必修科目]	

物理化学Ⅲ						 	 ････････････････  43	
化学工学Ⅱ						 	 ････････････････  47	
物質工学実験（物質コース）			 ････････････････  49	
生物工学実験（生物コース）				････････････････  52	
卒業研究							 	 ････････････････  56	
	

[単独開講選択科目]	

情報処理		 	 	 ････････････････  61	
工業英語	 			 						 ････････････････ 	64	
電気工学基礎	 	 								････････････････  67	
機械工学基礎								 	 ････････････････		70	

品質管理	 	 								････････････････		75	

	

	

	

	

	

	

	

	

	



 

 

[並列開講選択科目]	

	 …次の科目群から６科目を選択	

環境化学	 	 			 ････････････････		78	

高分子化学					 			 ････････････････  81	
物理化学特論								 	 ････････････････  84	
分析化学特論	 				 	 ････････････････  87	
化学工学特論			 	 ････････････････  90	
食品工学							 	 ････････････････  93	
生物資源工学							 	 ････････････････		96	

エネルギー工学							 	 ････････････････		99	

	

[コース別選択科目]	

（物質コース）	

機能材料工学Ⅱ		 	 ････････････････	102	

反応工学	 			 						 ････････････････	105	

物質工学演習	 	 								････････････････	108	

	

（生物コース）	

微生物工学								 	 ････････････････	112	

生体高分子工学	 								････････････････	115	

生物工学演習	 	 	 ････････････････	120	

	

[授業外科目]	

学外実習	 	 							 ････････････････	123	

課題研究	 	 							 ････････････････	126	

	



教科名 体育実技 

 
科目基礎情報 

科目番号 5Z001 科目区分 選択 

授業形式 授業 単位数 １（履修単位） 

開設学科 機械工学科・物質工学科 対象学年 ５ 

開設期 後期 週時限数 １ 

教科書／教材 最新スポーツルール（大修館書店） 

担当者 塚本 邦重 

 
到達目標 

１．体力・運動能力の現状を把握することができる。 

２．互いに協力し合い、運動に参加できること。 
３．自己の能力に応じて、運動の技能や体力を身につけることができること。 
４．安全に留意して行動できること。 

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベル

の目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ 体力・運動能力の現状

を把握し、高いレベル

の体力・運動能力を発

揮することができる。 

体力・運動能力の現

状を把握することが

できる。 

体力・運動能力の現状

を把握することがで

きない。 

評価項目２ 互いに協力し合い、主

体的に運動に参加で

きること。 

互いに協力し合い、

運動に参加できるこ

と。 

互いに協力し合い、運

動に参加できない。 

評価項目３ 総合的な運動の技能

や体力を身につける

ことができること。 

基本的な運動の技能

や体力を身につける

ことができること。 

基本的な運動の技能

や体力を身につける

ことができない。 

評価項目４ 安全に留意し率先し

て行動できること。 

安全に留意して行動

できること。 

安全に留意して行動

できない。 

 
学科の到達目標項目との関係 

○A-1(a)：地球的視野から物事を多面的に理解できること． 
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教育方法等 

概要 運動を行うことにより、運動することの楽しさや喜びの実感、運動に必要

なルールや技能の習得及び体力の向上を図る。主体的に運動に取り組む姿

勢や、生涯を通じて運動に親しむ態度を育てる。 

授業の進め方と 

授業内容・方法 
実技中心に進めていく。 

注意点 スポーツの理解度テスト 70％、新体力テスト 30％の比率で総合的に評価

する。 

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

後期 

 

1 週 シラバス説明 
新体力テスト 

シラバスの確認と、体力・運動能力の現状を確

認することができる。 

2 週 新体力テスト 体力・運動能力の現状を確認することができ

る。 

3 週 新体力テスト 結果を分析して、現在の体力・運動能力を確認

することができる。 

4 週 ゴルフ 
（雨天時バドミントン） 

ゴルフの基本的なルールを理解してウッドク

ラブの技能を習得することができる。 
（バドミントンの基本的なルールを理解して

サービス、ストローク、スマッシュ等の技能を

習得することができる。） 

5 週 ゴルフ 
（雨天時バドミントン） 

アイアンクラブ、ウエッジ等の技能を習得する

ことができる。 
（サービス、ストローク、スマッシュ等の技能

を習得することができる。） 

6 週 ゴルフ 
（雨天時バドミントン） 

アイアンクラブ、ウエッジ等の技能を習得する

ことができる。 
（サービス、ストローク、スマッシュ等の技能

を習得することができる。） 

7 週 ゴルフ 
（雨天時バドミントン） 

互いに協力し、ゲームを実践できる。 
（互いに協力し、ゲームを実践できる。） 

8 週 ゴルフ 
（雨天時バドミントン） 

互いに協力し、ゲームを実践できる。 
（互いに協力し、ゲームを実践できる。） 

9 週 テニス（雨天時卓球） テニスの基本的なルールを理解してサービス、

ストローク、スマッシュ等の技能を習得するこ
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とができる。 
（卓球の基本的なルールを理解してサービス、

レシーブ、スマッシュ等の技能を習得すること

ができる。） 

10 週 テニス（雨天時卓球） サービス、ストローク、スマッシュ等の技能を

習得することができる。 
（サービス、レシーブ、スマッシュ等の技能を

習得することができる。） 

11 週 テニス（雨天時卓球） 互いに協力し、ゲームを実践できる。 
（互いに協力し、ゲームを実践できる。） 

12 週 テニス（雨天時卓球） 互いに協力し、ゲームを実践できる。 
（互いに協力し、ゲームを実践できる。） 

13 週 テニス（雨天時卓球） 互いに協力し、ゲームを実践できる。 
（互いに協力し、ゲームを実践できる。） 

14 週 テニス（雨天時卓球） 互いに協力し、ゲームを実践できる。 
（互いに協力し、ゲームを実践できる。） 

15 週 スポーツの理解度テスト 

 
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合 70 30     100 

基礎的能力 70      70 

専門的能力        

分野横断的能力  30     30 

 
 

3



教科名 English (ⱥㄒ) 
 
 

科目基礎情報  

科目番号 5Z002 科目区分 選択 

授業形式 授業・₇習 単位数 ２（履修単位） 

開設学科 全学科 対象学年 ５ 

開設期 通ᖺ 週時限数 １ 

教科書／教材 Engineering English (beta) 

担当者 Richard Grumbine 
 
 

到達目標 

１．Improve English accuracy 
２．Improve reading efficiency 
３．Improve sentence writing variety 

 
 

評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 
標準的な到達レベル

の目安（可） 
未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ Can accurately parse 
both complex and 
compound sentences 

Can accurately parse 
simple sentences 

Unable to parse even 
simple sentences 

評価項目㸰 Can identify phrases 
and parts of speech  
and understand their 
relations 

Can identify phrase 
and parts of speech   

Can not identify 
phrases or parts of 
speech 

評価項目㸱 Can read and 
understand most 
complex and 
compound sentences 

Can read and 
understand most 
simple sentences 

Can not read or 
understand even 
simple sentences 

 
 

学科の到達目標項目との関係 

 ．A-3(f)：㐺ษかつにㄞ解・⾲現ができること۔

○A-1(a)：地球的視野から物事を多面的に理解できること． 
 

教育方法等 
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概要 Learn about English grammar through sentence diagramming  

授業の進め方と 

授業内容・方法 
Most classes will begin with a question to focus student attention on an 
aspect of English grammar to be answered in class followed by a lecture 
on the grammar point and instruction on diagramming the point and 
then group work to practice diagramming.   

注意点 Require basic Jr. high school level English grammar and vocabulary 
(TOEIC 300+)  
Test will be given quarterly and count 25% each.  Homework will be 
assigned from the text each week.   

 
 

授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

๓期 

1 週 Basic Sentence 
Structure/lecture and 
group work 

Learn about parts of speech and basic simple 
sentence structure 

2 週 Predicates/lecture and 
group work 

Learn to identify predicates and their objects 
and compliments 

3 週 Prepositional Phrases/ 
lecture and group work 

Learn to identify prepositional phrases 
including their heads and objects. 

4 週 Adjectives/ lecture and 
group work 

Learn to identify adjectives and associated 
phrases 

5 週 Adverbs and Adjunct 
Adverbials/ lecture and 
group work 

Learn to identity adverbials and understand 
their relationship to the sentence 

6 週 Review Review material and check for 
understanding 

7 週 Test  

8 週 Return and explain test  

9 週 Verbs: Auxiliary and 
Lexical Verbs/ lecture 
and group work 

Learn to identify longer verb phrases and 
their parts 

10 週 Verb Tenses/ lecture 
and group work 

Learn to identify all the verb tenses 

11 週 Verb Voice/ lecture and 
group work 

Learn to identify verb voice and associated 
objects 

12 週 Yes/No Questions/ 
lecture and group work 

Learn verb fronting in yes/no questions 
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13 週 Noun Details/ lecture 
and group work 

learn about count/non-
count/singular/plural/proper nouns 

14 週 Review Review material and check for 
understanding 

15 週 期ᮎヨ㦂 

16 週 テスト㏉༷と解説  

後期 

1 週 Gerunds/ lecture and 
group work 

learn to identify gerunds and gerund phrases 

2 週 Infinitive Verbs/ lecture 
and group work 

learn to identity infinitives and infinitive 
phrases 

3 週 Possessives and 
Appositives/ lecture and 
group work 

learn to identify possessives and appositives 

4 週 Pronoun Details/ 
lecture and group work 

learn about pronoun details: demonstrative, 
relative, question,  indefinite, personal 

5 週 Conjunctions and 
Subordination/ lecture 
and group work 

Learn about coordinating and subordinating 
conjunctions  

6 週 Review Review material and check for 
understanding 

7 週 Test  

8 週 Return and explain test  

9 週 Adjective Clause/ 
lecture and group work 

learn to identify adjective clauses 

10 週 Noun Clause/ lecture 
and group work 

learn to identify noun clauses 

11 週 Wh Questions/ lecture 
and group work 

learn to identify Wh questions 

12 週 Other Adverbials/ 
lecture and group work 

learn about conjunctive and disjunctive 
adverbials 

13 週 Ambiguous Sentences/ 
lecture and group work 

learn to identify ambiguous sentences and 
diagram their different interpretations 

14 週 Review Review material and check for 
understanding 

15 週 期ᮎヨ㦂 

16 週 テスト㏉༷と解説  
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評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 
その他 合計 

総合評価割合 100      100 

基礎的能力 100      100 

専門的能力        

分野横断的能力        
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教科名 ᩥ学≉ㅮ 

 
科目基礎情報 

科目番号 5Z003 科目区分 選択 

授業形式 授業 単位数 １（履修単位） 

開設学科 全学科 対象学年 ５ 

開設期 ๓期 週時限数 １ 

教科書／教材 ࠗ୕ᅄ㑻 （࠘新₻ᩥᗜ） 

担当者 ⳻ᒸ ᠇ྖ 

 
到達目標 

１．ኟ┠ₙ▼ࠗ୕ᅄ㑻࠘をㄞ解し㚷㈹することを通して、多面的なࡶののぢ᪉、感じ᪉を῝

め、進ࢇで⾲現しㄞ書することによࡗてே生を㇏かにする態度を身につけることができる。 
２．సရをㄞࢇで⪃ࡓ࠼ことを、㐺ษかつに⾲現することができる。 

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ ᩥ❶やసရをㄞ解し、

ᩥ⬦と要Ⅼを㐺ษに把

握することができる。 

ᩥ❶やసရをㄞ解し、

ᩥ⬦と要Ⅼを把握す

ることができる。 

ᩥ❶やసရをㄞ解し、

ᩥ⬦と要Ⅼを把握す

ることができない。 

評価項目㸰 ㏆௦ᩥ学に㛵する基♏

▱㆑を῝く理解し、身

につけることができ

る。 

㏆௦ᩥ学に㛵する基

♏▱㆑を理解し、身に

つけることができる。 

㏆௦ᩥ学に㛵する基

♏▱㆑を理解し、身に

つけることができな

い。 

評価項目㸱 時㛫・Ꮠᩘでඃᩥࡓࢀ

❶をసᡂすることがで

きる。 

ᐃめらࡓࢀ時㛫・Ꮠᩘ

でᩥ❶をసᡂするこ

とができる。 

ᐃめらࡓࢀ時㛫・Ꮠᩘ

でᩥ❶をసᡂするこ

とができない。 

 
学科の到達目標項目との関係 

 ．A-1(a)：地球的視野から物事を多面的に理解できること۔

○A-3(f)：㐺ษかつにㄞ解・⾲現ができること． 

 
教育方法等 

概要 ኟ┠ₙ▼ࠗ୕ᅄ㑻࠘のㄞ解を行い、㚷㈹ᩥを書く。 

8



授業の進め方と 

授業内容・方法 
ኟ┠ₙ▼ࠗ୕ᅄ㑻࠘をㅮㄞする。ࡑの㝿、స⪅ₙ▼について、明期のᩥ

⫼ᬒ、ࠗ ୕ᅄ㑻࠘௨እのసရとの比㍑な、ᵝࠎなアࣉローࢳでࠗ୕ᅄ

㑻࠘に㏕ることで、多面的な▱㆑が⋓得でき、重ᒙ的なㄞ解を行うことが

できる。ྛᅇ、ᑠレポートとして㚷㈹ᩥをㄢし、ḟᅇ、ࡑのうࡕのඃࡓࢀ

㚷㈹ᩥを⤂し、質ၥ等に⟅࠼ることで、学生の⯆㛵心に༶しࡓ授業ᒎ

㛤と᪉向のやりとりをྍ能にする。 

注意点 ₎Ꮠ᳨ᐃ‽２⣭⛬度のㄒᙡ力。 

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

๓期 

1 週 ・࢞イࢲンス 
・ኟ┠ₙ▼について 

・学習┠ᶆと授業の進め᪉を理解できる。 
・స⪅についての▱㆑を身につける。 

2 週 ・ࠗ ୕ᅄ㑻࠘ࡑの１ 
・㚷㈹ᩥ 

・Ⓩሙே物の心理と行動を理解できる。 
・自分の⪃࠼を㐺ษに⾲現できる。 

3 週 ・ࠗ ୕ᅄ㑻࠘ࡑの２ 
・㚷㈹ᩥ 

・Ⓩሙே物の心理と行動を理解できる。 
・自分の⪃࠼を㐺ษに⾲現できる。 

4 週 ・ࠗ ୕ᅄ㑻࠘ࡑの３ 
・㚷㈹ᩥ 

・Ⓩሙே物の心理と行動を理解できる。 
・自分の⪃࠼を㐺ษに⾲現できる。 

5 週 ・ࠗ ୕ᅄ㑻࠘ࡑの４ 
・㚷㈹ᩥ 

・Ⓩሙே物の心理と行動を理解できる。 
・自分の⪃࠼を㐺ษに⾲現できる。 

6 週 ・ࠗ ୕ᅄ㑻࠘ࡑの５ 
・㚷㈹ᩥ 

・Ⓩሙே物の心理と行動を理解できる。 
・自分の⪃࠼を㐺ษに⾲現できる。 

7 週 ・ࠗ ୕ᅄ㑻࠘ࡑの㸴 
・㚷㈹ᩥ 

・Ⓩሙே物の心理と行動を理解できる。 
・自分の⪃࠼を㐺ษに⾲現できる。 

8 週 ・ࡲとめの㚷㈹ᩥ  
9 週 ・ࠗ ୕ᅄ㑻࠘ࡑの㸵 

・㚷㈹ᩥ 
・Ⓩሙே物の心理と行動を理解できる。 
・自分の⪃࠼を㐺ษに⾲現できる。 

10 週 ・ࠗ ୕ᅄ㑻࠘ࡑの㸶 
・㚷㈹ᩥ 

・Ⓩሙே物の心理と行動を理解できる。 
・自分の⪃࠼を㐺ษに⾲現できる。 

11 週 ・ࠗ ୕ᅄ㑻࠘ࡑの㸶 
・㚷㈹ᩥ 

・Ⓩሙே物の心理と行動を理解できる。 
・自分の⪃࠼を㐺ษに⾲現できる。 

12 週 ・ࠗ ୕ᅄ㑻࠘ࡑの㸷 
・㚷㈹ᩥ 

・Ⓩሙே物の心理と行動を理解できる。 
・自分の⪃࠼を㐺ษに⾲現できる。 

13 週 ・ࠗ ୕ᅄ㑻࠘ࡑの 10 
・㚷㈹ᩥ 

・Ⓩሙே物の心理と行動を理解できる。 
・自分の⪃࠼を㐺ษに⾲現できる。 
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14 週 ・ࠗ ୕ᅄ㑻࠘ࡑの 11 
・㚷㈹ᩥ 

・Ⓩሙே物の心理と行動を理解できる。 
・自分の⪃࠼を㐺ษに⾲現できる。 

15 週 期ᮎヨ㦂 

16 週 テスト㏉༷と解説  

 
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合 30    70  100 

基礎的能力 30    70  100 

専門的能力        

分野横断的能力        
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教科名 ♫科学ϩ 

 
科目基礎情報 

科目番号 5Z004 科目区分 選択 

授業形式 授業 単位数 １（履修単位） 

開設学科 全学科 対象学年 ５ 

開設期 ๓期 週時限数 １ 

教科書／教材 参⪃書： 
 ᮌୗᗣᙪ ⦅ࠗヲ説 ୡ⏺ྐ◊✲ ᨵゞ∧ （࠘ᒣᕝฟ∧♫㸪2008 ᖺ） 
 ᑿᙧ ຬ ⦅ࠗୡ⏺ྐ㹀 （࠘ᮾி書⡠㸪2013 ᖺ） 

担当者 ㇂ཱྀ ග⏨ 

 
到達目標 

１．20 ୡ⣖後༙のアジア地ᇦのṔྐを㸪大きなᯟ組ࡳとὶࢀの中で㸪説明できる。 
２．21 ୡ⣖のᅜ㝿♫のㅖㄢ㢟を㸪Ṕྐ的ഃ面から㸪説明できる。 

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ ࠶なࡣࡓ㸪20ࠕ ୡ⣖後

༙のアジア地ᇦのṔ

ྐࠖを㸪大きなᯟ組ࡳ

とὶࢀの中で㸪必要な

基♏▱㆑をṇしく⏝

することができ㸪ㄽ理

的に（₎Ꮠやᩥἲ上の

ㄗりなく）ㄞࡳᡭに説

明できている。 

20ࠕ㸪ࡣࡓな࠶ ୡ⣖後

༙のアジア地ᇦのṔ

ྐ をࠖ㸪大きなᯟ組ࡳ

とὶࢀの中で㸪必要な

基♏▱㆑をㄗりが࠶

るࡶのの⏝するこ

とができ㸪₎Ꮠやᩥἲ

上のㄗりがྵࢀࡲる

ᡭに説明ࡳののㄞࡶ

できている。 

20ࠕ㸪ࡣࡓな࠶ ୡ⣖後

༙のアジア地ᇦのṔ

ྐ をࠖ㸪大きなᯟ組ࡳ

とὶࢀの中で説明す

る㝿に㸪必要な基♏▱

㆑をṇしく⏝する

ことができࡎ㸪₎Ꮠや

ᩥἲ上のㄗりが多い

ᡭに説明でࡳめ㸪ㄞࡓ

きていない。 

評価項目㸰 ࠶なࡣࡓ㸪21ࠕ ୡ⣖の

ᅜ㝿♫のㅖㄢ㢟 をࠖ㸪

必要な基♏▱㆑をṇし

く⏝することがで

き㸪ㄽ理的に（₎Ꮠや

ᩥἲ上のㄗりなく）ㄞ

ᡭに説明できていࡳ

21ࠕ㸪ࡣࡓな࠶ ୡ⣖の

ᅜ㝿♫のㅖㄢ㢟ࠖ

を㸪必要な基♏▱㆑を

ㄗりが࠶るࡶのの

⏝することができ㸪₎

Ꮠやᩥἲ上のㄗりが

ࡳののㄞࡶるࢀࡲྵ

21ࠕ㸪ࡣࡓな࠶ ୡ⣖の

ᅜ㝿♫のㅖㄢ㢟 をࠖ

説明する㝿に㸪必要な

基♏▱㆑をṇしく

⏝することができࡎ㸪

₎Ꮠやᩥἲ上のㄗり

が多いࡓめ㸪ㄞࡳᡭに
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る。 ᡭに説明できている。 説明できていない。 

 
学科の到達目標項目との関係 

 ．AѸ1(a)：地球的視野から物事を多面的に理解できること۔

 
教育方法等 

概要  ࠕே㛫ࡣ♫的動物で࠶るࠖといࢀࢃるように㸪⚾ࡣࡕࡓ♫の中でし

か生きることができࡑ。ࢇࡏࡲして㸪ࡑの♫の中で㸪を࠶るいࡣᮍ᮶

をよりよく生きようとするなら㸪主体的に♫のことを▱り㸪⪃࠼㸪ാき

かけなけࡤࢀなりࢇࡏࡲ。  

㸪21ࡣこで本授業でࡑ  ୡ⣖のᵝࠎなࠕ♫ࠖを▱るにࡓ࠶り㸪最ࡶ大き

な単位となるࠕᅜ㝿♫ࠖをᑐ㇟とし㸪ࠕṔྐࠖのഃ面からアࣉローࢳし

ようとᛮいࡲす。後ࡶᅜ㝿がࡲすࡲす進ᒎし㸪ࢀࡑにకい᪥本の♫

ることが࠼ると㸪大きなぢ᪉で♫をとら࠼⪄ᙳ㡪をཷけていくことをࡶ

要ồさࢀると⪃࠼るからです。ࡓࡲ㸪のような♫でࢀ࠶㸪必ࡎṔྐ的

㐣⛬を⤒てᡂ❧するࢃけですから㸪ࡑの㐣⛬を⪃ᐹすることで現在をより

よく理解することができるからです。 

るう࠼⪄ていくことが㸪ᅜ㝿♫を࠼⪄からࢁ身㏆なとこࡶに最ࡕࡓ⚾ 

 。うࡻで㸪大ษな୍Ṍとなるでし࠼

授業の進め方と 

授業内容・方法 
ࣉルーࢢて㸪ࡗす。単ඖ・ෆᐜによࡲてㅮ⩏ᙧᘧで進めࡗࡑントにࣜࣉ 

࣡ーク等を取りධࢀること࠶ࡶりࡲす（ཷㅮ⪅ᩘにࡶよりࡲすが）。 

ࡶ㸪ண習ࢇࢁࡕࡶࡣᑓ㛛的ࠖですから㸪習ࠕかなりࡣ㸪授業ෆᐜࡓࡲ 

✚ᴟ的に行ࡗてୗさい。授業ෆᐜの理解をຓけるࡓめに㸪参⪃となるሗ

 。ᴟ的に参↷してୗさい✚ࡶらࡕすので㸪こࡲを㐺ᐅ⤂し（ースࢯ）

注意点  ୍⯡科┠で⣔⤫的に学習してきࠕࡓ地理学 㸪ࠖࠕṔྐ学 㸪ࠖࠕ♫学 㸪ࠖࠕᨻ

学・⤒῭学ࠖの▱ぢがࡳなさࢇの理解をຓけることになるでしࡻう。 

のになるࡶࡓࢀ時㛫的ไ⣙からかなり㝈ᐃさࡣるෆᐜ࠼㸪授業でᢅࡓࡲ 

ࡶ㸪⯆・㛵心をࢀな学習ά動を取りධࡲࡊࡲさࡶめ㸪授業時㛫௨እでࡓ

つことが必要です。≉に㸪新⪺ࡣẖ᪥ㄞࢇでḧしいࠕᩍᮦࠖです。 

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

๓期 

1 週 ᗎ❶ ࢞イࢲンス シラバスのෆᐜを࠼ࡲࡩ㸪本授業をཷㅮする

態度を身につけることができる。 

2 週 ᡓ後ୡ⏺のฟ発 ➨ḟୡ⏺大ᡓのᛶ᱁と෭ᡓ体ไのᵓ㐀につ

いて説明できる。 
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3 週 中⳹ேẸඹᅜのᡂ❧ 中⳹ேẸඹᅜのᡂ❧㐣⛬とࠕつの中ᅜࠖ

について説明できる。 

4 週 ᮅ㩭༙ᓥと分᩿ᅜᐙ ෭ᡓ体ไୗでのᮅ㩭ᡓதの㐣⛬࠾よびᙳ㡪を

説明できる。 

5 週 ᮾ༡アジアのᅜẸᅜᐙձ ෭ᡓ体ไୗでのᮾ༡アジアㅖᅜの⊂❧を説明

できる。 

6 週 ᮾ༡アジアのᅜẸᅜᐙղ ෭ᡓ体ไୗでのᮾ༡アジアㅖᅜの⊂❧を説明

できる。 

7 週 すアジアのᅜẸᅜᐙձ ෭ᡓ体ไୗでのすアジアㅖᅜの⊂❧を説明で

きる。 

8 週 中㛫ヨ㦂  

9 週 テスト㏉༷と解説ځ➨୕勢

力のᙧᡂ 
฿㐩┠ᶆの㐩ᡂ度を自己評価できる。ځ➨୕勢

力のᙧᡂとࡑの現௦ྐ的意⩏を説明できる。 

10 週 すアジアのᅜẸᅜᐙղ 中ᮾᡓதの㐣⛬࠾よびᙳ㡪を説明できる。 

11 週 中ࢯᑐ❧とᩥ大㠉ձ 中ࢯᑐ❧とᩥ大㠉ࡲでにいࡓる㐣⛬を説

明できる。 

12 週 中ࢯᑐ❧とᩥ大㠉ղ ᩥ大㠉のṔྐ的意⩏࠾よびࡑの後の中ᅜ

のṔྐを説明できる。 

13 週 1960 ᖺ௦௨㝆のᮅ㩭༙ᓥ ᮅ㩭ᡓத௨㝆のᮅ㩭༙ᓥのṔྐを説明でき

る。 

14 週 1960 ᖺ௦௨㝆のᮾ༡アジ

アձ 
1960 ᖺ௦௨㝆のᮾ༡アジアのṔྐを説明で

きる。 

15 週 1960 ᖺ௦௨㝆のᮾ༡アジ

アղ 
ベトࢼムᡓதの㐣⛬࠾よびṔྐ的意⩏を説明

できる 

16 週 テスト㏉༷と解説 ฿㐩┠ᶆの㐩ᡂ度を自己評価できる。 

 
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合 80    20  100 

基礎的能力 80    20  100 

専門的能力        

分野横断的能力        
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教科名 ⎔ቃ科学ϩ 
 
科目基礎情報 

科目番号 5Z005 科目区分 選択 
授業形式 授業 単位数 １（履修単位） 
開設学科 全学科 対象学年 ５ 
開設期 ๓期 週時限数 １ 
ཧ⪃教材 ᡂ㛗の㝈⏺㸭㝈⏺を㉸࠼て（ࢲイࣖࣔンド♫） 

 ブック㣗ᩱ（ᒾἼ書店）ࢱーࢹブックேཱྀ㸭ࢱーࢹ
担当者 中ᓥ ὒ 

 
到達目標 

１．⎔ቃၥ㢟を生ࡳฟす⫼ᬒの୍つで࠶る㈨本主⩏⤒῭の≉ᚩについて説明できる。 
２．༡ၥ㢟にྵࢀࡲるேཱྀ・㣗ᩱ・㈨※のྛၥ㢟の≉ᚩについて説明できる。 
３．地球つᶍで㉳こࡗている⎔ቃၥ㢟とே㛫ά動の㛵ಀの≉ᚩについて説明できる。 

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ ⎔ቃၥ㢟を生ࡳฟす⫼

ᬒの୍つで࠶る㈨本主

⩏⤒῭の≉ᚩについて

⏝ㄒを的確に⏝して

発ᒎ的な説明ができる。 

⎔ቃၥ㢟を生ࡳฟす

⫼ᬒの୍つで࠶る㈨

本主⩏⤒῭の≉ᚩに

ついて基本的な説明

ができる。 

⎔ቃၥ㢟を生ࡳฟす

⫼ᬒの୍つで࠶る㈨

本主⩏⤒῭の≉ᚩに

ついてㄽ理的な説明

ができない。 
評価項目㸰 ༡ၥ㢟にྵࢀࡲるே

ཱྀ・㣗ᩱ・㈨※のྛၥ㢟

の≉ᚩについて⏝ㄒを

的確に⏝して発ᒎ的

な説明ができる。 

༡ၥ㢟にྵࢀࡲる

ேཱྀ・㣗ᩱ・㈨※のྛ

ၥ㢟の≉ᚩについて

基本的な説明ができ

る。 

༡ၥ㢟にྵࢀࡲる

ேཱྀ・㣗ᩱ・㈨※のྛ

ၥ㢟の≉ᚩについて

ㄽ理的な説明ができ

ない。 
評価項目㸱 地球つᶍで㉳こࡗてい

る⎔ቃၥ㢟とே㛫ά動

の㛵ಀの≉ᚩについて

⏝ㄒを的確に⏝して

発ᒎ的な説明ができる。 

地球つᶍで㉳こࡗて

いる⎔ቃၥ㢟とே㛫

ά動の㛵ಀの≉ᚩに

ついて基本的な説明

ができる。 

地球つᶍで㉳こࡗて

いる⎔ቃၥ㢟とே㛫

ά動の㛵ಀの≉ᚩに

ついてㄽ理的な説明

ができない。 
 
学科の到達目標項目との関係 

 .A—1(a)：地球的視野から物事を多面的に理解できること۔

○A—2(b)：♫や自↛の中での技⾡のᙺを理解し㸪技⾡⪅としての㈐௵を理解できること. 
 
教育方法等 

概要 この科┠の重要な࢟ー࣡ードの୍つが⎔ቃၥ㢟で࠶る。しかし授業でᢅうෆ
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ᐜࡣ、 ᬮ現㇟や᳃ᯘ◚ቯといࡓࡗಶูのၥ㢟でࡣない。ࢀࡑらの⎔ቃၥ

㢟をᘬき㉳こすඹ通のᅉᏊの୍つがே㛫ά動で࠶る。つࡲり⎔ቃၥ㢟とࡣ地

球という✵㛫とࢀࡑを⏝するே㛫のά動のアンバランスな状態をいうので

らのఱがアンバラࢀࡑ、のே㛫のά動にὀ┠してࡑࡣる。この科┠の┠的࠶

ンス状態を発生さࡏているのかを⪃࠼ようとすることで࠶る。地球⎔ቃၥ㢟

というスࢣールの大きなᑐ㇟で࠶るが、ࢀࡑを⪃࠼るษりཱྀࡣ身㏆な✵㛫の

中にᏑ在している。ᡃࡑࡶࠎのၥ㢟の୍㒊に㛵ಀしているのࡔ、という⮫ሙ

感をᣢࡗてこࢀらのၥ㢟を⪃࠼てࡶらいࡓい。 
授業の進め方と 

授業内容・方法 
ᩍ科書のような᪤Ꮡのᩍᮦࡣ⏝しないが、ᩍ科ෆᐜを説明するࡓめに必要

な㈨ᩱをࣜࣉントᩍᮦとして㓄ᕸする。ࡑのࣜࣉントのෆᐜを説明するᙧᘧ

で授業を進めていく。 
注意点 この科┠でᢅうෆᐜࡣⓙさࢇがᬑẁຮᙉしているෆᐜとࡣかなり␗なる♫

科学的なෆᐜが中心となる。３ᖺ生ࡲでに学習しࡓ♫科のྛᩍ科┠を୍度

習してࡶらいࡓい。しかし、地球⎔ቃに㛵するᩥ⊩や㈨ᩱࡣⓙさࢇの࿘ᅖ

にࡓくさࢇᏑ在しているし、授業でࡶ㛵ಀᩥ⊩の⤂を行うணᐃで࠶る。ࡑ

ල体的、ࡓࡲ。いࡓらいࡶでࢇ⮫らに᥋しながら、✚ᴟ的な姿勢で学習にࢀ

な⎔ቃၥ㢟と授業でᢅࡓࡗෆᐜの㛵ಀについてࡣ、授業時㛫እ学習としてレ

ポートをㄢすணᐃで࠶る。 
 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

๓期 

1週 地球⎔ቃのኚ㑄と現状 多ᵝな⎔ቃၥ㢟を発生さࡏている地球のኚ㑄と

現状について理解できる。 
2週 ୡ⏺の⤒῭体ไ（１） ⎔ቃၥ㢟を発生さࡏる㈨本主⩏⤒῭のᙧᡂ㐣⛬

について理解できる。 
3週 ୡ⏺の⤒῭体ไ（２） ⎔ቃၥ㢟を発生さࡏる㈨本主⩏⤒῭の≉ᛶにつ

いて理解できる。 
4週 ୡ⏺の⤒῭体ไ（３） 地球つᶍの⎔ቃၥ㢟と㈨本主⩏⤒῭との㛵ಀに

ついて理解できる。 
5週 ⎔ቃၥ㢟としての༡ၥ

㢟（１） 
㈨本主⩏⤒῭を⫼ᬒとしࡓ༡㛫のᐩの㓄分の

ᆒ⾮について理解できる。 
6週 ⎔ቃၥ㢟としての༡ၥ

㢟（２） 
⎔ቃၥ㢟の⫼ᬒといࢀࢃる༡㛫の᱁ᕪとࡑの

⫼ᬒについて理解できる。 
7週 ⎔ቃၥ㢟とேཱྀၥ㢟（１） ୡ⏺ேཱྀのቑ加現㇟とࡑの⫼ᬒについて理解で

きる。 
8週 ⎔ቃၥ㢟とேཱྀၥ㢟（２） 㛤発㏵上地ᇦのேཱྀቑ加現㇟とࡑの⫼ᬒについ

て理解できる。 
9週 ⎔ቃၥ㢟とேཱྀၥ㢟（３） ୡ⏺ேཱྀのቑ加現㇟が地球⎔ቃに及ࡰすၥ㢟Ⅼ

について理解できる。 
10週 ⎔ቃၥ㢟と㣗ᩱၥ㢟（１） ୡ⏺つᶍでの㣗ᩱ生⏘の現状とࡑのὶ通につい

て理解できる。 
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11週 ⎔ቃၥ㢟と㣗ᩱၥ㢟（２） ༡ၥ㢟を⫼ᬒとしࡓୡ⏺の㣗ᩱၥ㢟について

理解できる。 
12週 ⎔ቃၥ㢟と㈨※ၥ㢟（１） ୡ⏺つᶍでのྛ✀㈨※の生⏘の現状とࡑのὶ通

について理解できる。 
13週 ⎔ቃၥ㢟と㈨※ၥ㢟（２） ༡ၥ㢟を⫼ᬒとしࡓୡ⏺の㈨※ၥ㢟について

理解できる。 
14週 地球⎔ቃの◚ቯのシステ

ム 
地球つᶍでの⎔ቃၥ㢟を進行さࡏる地球とே㛫

ά動の㛵ಀについて理解できる。 
15週 期ᮎヨ㦂 
16週 テスト㏉༷と解説  

  
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合 60    40  100 

基礎的能力 60    40  100 

専門的能力        

分野横断的能力        
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教科名 ே㛫科学ϩ 

 
科目基礎情報 

科目番号 5Z006 科目区分 選択 

授業形式 授業 単位数 １（履修単位） 

開設学科 全学科 対象学年 ５ 

開設期 ๓期 週時限数 １ 

教科書／教材 参⪃図書（㉎ධの必要ࡣない） 
Ώ㎶ ◊ࠗジࣕイࢼᩍ̿㠀ᡤ᭷・㠀ᭀ力・㠀ẅ生 ࡑのᩍ⩏と実生ά࠘㸭ㄽ

♫  
中ᮧ ඖࠗᛮの自⏤とジࣕイࢼᩍ࠘中ᮧඖ選㞟➨ 10 ᕳ㸭⛅♫ 

担当者 ᒣཱྀ ⱥ୍ 

 
到達目標 

１．バラࣔンᩍとࡣ␗なるࠕ自⏤ᛮᐙࠖとࡣఱかを説明できる。 
２．ジࣕイࢼᩍの基本的な⪃࠼᪉について説明できる。 
３．現௦インドのᩥ・価್ほに㛵して㸪᪥本との㐪いを説明できる。 

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ バラࣔンᩍとࡣ␗なる

のࡕࡓ自⏤ᛮᐙࠖࠕ

ᛮ体⣔の≉ᚩを♫

ኚと㛵㐃࡙けて説明

できる。 

バラࣔンᩍとࡣ␗な

るࠕ自⏤ᛮᐙ とࠖࡣ

ఱかを༑分ながら

説明できる。 

バラࣔンᩍとࡣ␗な

るࠕ自⏤ᛮᐙ とࠖࡣ

ఱかを説明できない。 

評価項目㸰 ジࣕイࢼᩍᛮによる

ୡ⏺理解㸪ࢀࡑをᨭ࠼

る理ㄽ㸪理ㄽに基࡙く

行動つ⠊なを説明で

きる。 

ジࣕイࢼᩍの基本的

な⪃࠼᪉について

༑分ながら説明でき

る。 

ジࣕイࢼᩍの基本的

な⪃࠼᪉について説

明できない。 

評価項目㸱 現௦インドのᩥ・価

್ほに㛵して㸪いくつ

かを自分の視Ⅼから説

明できる。 

現௦インドのᩥ・価

್ほに㛵して㸪᪥本と

の㐪いを༑分なが

ら説明できる。 

現௦インドのᩥ・価

್ほに㛵して㸪᪥本と

の㐪いを説明できな

い。 
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学科の到達目標項目との関係 

 ．A-1(a)：地球的視野から物事を多面的に理解できること۔

○A-2(b)：♫や自↛の中での技⾡のᙺを理解し㸪技⾡⪅としての㈐௵を自ぬできること． 

 
教育方法等 

概要 授業ࡣ基本的にᯈ書を中心としࡓㅮ⩏ᙧᘧで行いࡲす。ジࣕイࢼᩍの᐀ᩍ

的実践に㛵しての大きな≉ᚩࠕࡣᚭᗏしࡓẅ生の実行ࠖです。この理ㄽ

的けとなる㟋㨦ほ・㍯ᘔ説といࡓࡗジࣕイࢼᩍᛮの᰿ᖿをᩥ⊩に基

࡙き説明しࡲす。ࡓࡲ᐀ᩍᛮのල現さࡶࡓࢀのとして㸪ᩍのീに

┦ᙜするジࢼീをጞめとする᙮้・⤮⏬なの⨾⾡㸪ᑎ㝔ᘓ⠏ࡶ⧊りࡐ㸪

現௦のಙ⪅の姿と᐀ᩍ♩ࡶジࣕイࢼᩍを理解する上で重要な要⣲とし

て授業の中で⤂しࡲす。 
ཷㅮ生ㅖྩに୍ᒙの⯆をᣢࡗてࡶらうࡓめに㸪ᩥ⊩㈨ᩱをࡶとにしࡓㅮ

⩏ෆᐜを⿵うࡓめに㸪⚾自身が現地でᙳしࡶࡓのを中心に㸪┿・㘓㡢・

ビ࢜ࢹなの㈨ᩱをできるࡔけうつࡶりです。この授業を通じて㸪␗な

るุ᩿基‽と生き᪉にゐࢀ㸪␗ᩥの理解を῝めてࡶらいࡓいとᛮいࡲ

す。 

授業の進め方と 

授業内容・方法 
ᯈ書を中心とするㅮ⩏ᙧᘧですが㸪授業でࡣ学生とのやり取りをしながら

説明を行いࡲすので✚ᴟ的な参加姿勢を期ᚅしࡲす。授業ෆᐜの理解㸪␗

ᩥをᰂ㌾にཷけධࢀる視Ⅼとࡑのኚを࢙ࢳックするࡓめ㸪ẖᅇの授業

後に࣓ࢥント・࢝ードを書いてࡶらいࡲす。 

注意点 授業中に㓄ᕸする㈨ᩱの全㒊ࡣ時㛫ෆにㄞめࢇࡏࡲから㸪ண習・習とし

て自分でㄞࢇで࠾いてୗさい。ࡑのに㸪参⪃ᩥ⊩やインࢱーࢿット上で

のሗࢯースなを♧しࡲす。ྛ自の⯆でࢀࡑらを参↷し㸪より୍ᒙの

理解を῝めてୗさい。 

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

๓期 

1 週 ᑟධ㸻インドୡ⏺とジ

ࣕイࢼᩍ１ 
ジࣕイࢼᩍᚐࡣ現在㸪こにࢀくらいᏑ在す

るのかを理解する 

2 週 ᑟධ㸻インドୡ⏺とジ

ࣕイࢼᩍ２ 
現௦インドのの᐀ᩍとの比㍑でジࣕイࢼᩍ

のᴫ要を理解する 

3 週 ಙ௮のᑐ㇟としてのジ

 １ࢼ
㛤♽マࣁーࣦーラのఏᢎと実ീについての

ᴫ␎を理解する 

4 週 ಙ௮のᑐ㇟としてのジ

 ２ࢼ
 ఱかを説明できるࡣとࢼルࣖー࢝・ࣕࢳンࣃ
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5 週 ಙ௮のᑐ㇟としてのジ

 ３ࢼ
ジࣕイࢼᩍでいう 24 ♽ᖌとࡣఱかを理解する 

6 週 ᩍᅋのᡂ❧と発ᒎ１ ࠕシュラーマࢼ のࠖఏ⤫とジࣕイࢼᩍとの㛵ಀ

を理解する 

7 週 ᩍᅋのᡂ❧と発ᒎ２ ⓑ⾰ὴと✵⾰ὴの༊ูについて理解する 

8 週 中㛫ヨ㦂  
9 週 テスト㏉༷と解説  
10 週 㟋㨦ほとᩆ῭の理ㄽ１ ジーࣦとࡣఱかを理解する 

11 週 㟋㨦ほとᩆ῭の理ㄽ２ ジࣕイࢼᩍのୡ⏺ほ（Ᏹᐂㄽ）を理解する 

12 週 㟋㨦ほとᩆ῭の理ㄽ３ ジࣕイࢼᩍで説明さࢀる㍯ᘔからの解ᨺの理

ㄽを理解する 

13 週 ᡄᚊと生ά１ ジࣕイࢼᩍᚐの大ㄋとࡣఱかを説明できる 

14 週 ᡄᚊと生ά２ ᐀ᩍ的⳯㣗主⩏の理⏤を説明できる 

15 週 期ᮎヨ㦂 

16 週 テスト㏉༷と解説  

 
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合 70    20 10 100 

基礎的能力 70    20 10 100 

専門的能力        
分野横断的能力        
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教科名 ⱥㄒ₇習Ϫ 

 
科目基礎情報 

科目番号 5Z007 科目区分 選択 

授業形式 授業・₇習 単位数 １（履修単位）   

開設学科 全学科 対象学年 ５ 

開設期 後期 週時限数 １ 

教科書／教材 Hyper Listening （Intermediate) 3rd edition 

担当者 ᚨ⏣ ோ  

 
到達目標 

１㸬Natural speed のⱥㄒの㡢ኌࡇࡿྲྀࡁ⪺ࢆとࠋࡿࡁ࡛ࡀ 

㸰㸬ⱥㄒㄒᙡࡸ表⌧ࢆṇࡃࡋ発ኌࠊࡋ書ࡇࡃとࠋࡿࡁ࡛ࡀ 

㸱㸬ⱥㄒ≉᭷の㡢㡩ኚࢆ理ゎࠊࡋ㡢ኌとᩥᏐࡇࡿࡏࡉ⮴୍ࢆとࠋࡿࡁ࡛ࡀ 

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ 

 

200㹼600 ㄒ⛬度の分

㔞のⱥᩥ㡢ኌを⪺い

て、スクࣜࣉトをぢࡎ

にෆᐜを説明できる。 

200㹼600 ㄒ⛬度の分

㔞のⱥᩥ㡢ኌを⪺い

て、スクࣜࣉトをぢな

がらෆᐜを説明でき

る。 

200㹼600 ㄒ⛬度の分

㔞のⱥᩥ㡢ኌを⪺い

て、ෆᐜを説明できな

い。 

評価項目㸰 

 

テ࢟ストのⱥㄒㄒᙡや

㐃ㄒ等の⾲現の 80%௨

上をṇしく発㡢し、書

くことができる。 

テ࢟ストのⱥㄒㄒᙡ

や㐃ㄒ等の⾲現の

60%௨上をṇしく発

㡢し、書くことができ

る。 

テ࢟ストのⱥㄒㄒᙡ

や㐃ㄒ等の⾲現の

60%ᮍ‶しかṇしく

発㡢できࡎ、書くこと

ができない。 

評価項目㸱 

 

ⱥㄒの㡢㡩ኚを理解

し、授業で習ࡓࡗ⾲現

の 80%௨上の㡢ኌとᩥ

Ꮠを୍⮴さࡏることが

できる。 
 

ⱥㄒの㡢㡩ኚを理

解し、授業で習ࡓࡗ⾲

現の 60%௨上の㡢ኌ

とᩥᏐを୍⮴さࡏる

ことができる。 
 

ⱥㄒの㡢㡩ኚを

とࢇ理解ࡎࡏ、授業

で習ࡓࡗ⾲現の 60%
ᮍ‶の㡢ኌとᩥᏐし

か୍⮴さࡏることが

できない。 
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学科の到達目標項目との関係 

 ．A-3(f)：㐺ษかつにㄞ解・⾲現ができること۔

○A-1(a)：地球的視野から物事を多面的に理解できること． 

 
教育方法等 

概要 ࡲとࡲりの࠶る分㔞のⱥㄒを⪺いて、ෆᐜを理解するࡓめのカ⦎ 

授業の進め方と 

授業内容・方法 
ニュース、ド࢟ュ࣓ンࣜࢱー、ヰ、クイࢬ等のࡲとࡲりの࠶るⱥᩥ㡢ኌ

を⪺いてෆᐜを理解する。⪥、┠、ᡭ、ཱྀをά動さࡏての⫈解カ⦎、 

注意点 ẖᅇの₇習ᙧᘧの授業に┿ᦸに取り組むこと。࣡ークシートをẖᅇᥦฟ。 

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

後期 

1 週 時ไの⪺き取り 時ไの⪺き取ることができる。 

2 週 位⨨㛵ಀの⾲現 位⨨㛵ಀの⾲現を理解することができる。 

3 週 ᩘのィ⟬ ⡆単なᩘのィ⟬ができる。 

4 週 ᩘの⾲現 ൨の位ࡲでᩘの⾲現をすることができる。 

5 週 質ၥᩥの⪺き取り 質ၥᩥの⪺き取ることができる。 

6 週 ▷⦰ᙧの⪺き取り ᵝࠎな▷⦰ᙧを⪺き取ることができる。 

7 週 㡢㡩のつながり 㡢㡩のつながりをᩥᏐにኚできる。 

8 週 ヰのࣜࢬム ヰのࣜࢬムを習得できる。 

9 週 ⤫ィで⏝いる⾲現 ⤫ィで⏝いる⾲現を理解できる。 

10 週 発㡢がఝているㄒ 発㡢がఝているㄒを㆑ูできる。 

11 週 Ꮚ㡢とᏊ㡢のつながり Ꮚ㡢とᏊ㡢のつながりをᩥᏐにኚできる。 

12 週 時を⾲す⾲現 時を⾲す⾲現を運⏝できる。 

13 週 時้を⾲す⾲現 ᵝࠎの時้を⾲す⾲現を運⏝できる。 

14 週 ẕ㡢とᏊ㡢のつながり ẕ㡢とᏊ㡢のつながり㆑ูできる。 
15 週 期ᮎヨ㦂  
16 週 テスト㏉༷と解説  

 
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合 70    30  100 

基礎的能力 70    30  100 

専門的能力        
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分野横断的能力        
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教科名 ➨እᅜㄒϩ 

 
科目基礎情報 

科目番号 5Z008 科目区分 選択 

授業形式 授業 単位数 １（履修単位） 

開設学科 全学科 対象学年 ５ 

開設期 ๓期 週時限数 １ 

教科書／教材 ࠗ₎ᩥカㄞධ㛛 （࠘ྂ⏣ᓥὒかⴭ・2014 ᖺ∧・明書㝔） 

担当者 ྂ㈡ ᓫ㞞 

 
到達目標 

１．ྂ中ᅜㄒ（₎ᩥ）のᩥἲᵓ㐀について理解できる。 
２．₎ᩥカㄞができる。 
３．ᮾアジアのఏ⤫ᩥについて理解できる。 

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ 自ら✚ᴟ的にྂ中ᅜ

ㄒ（₎ᩥ）のᩥἲᵓ㐀

について理解できる。 

ྂ中ᅜㄒ（₎ᩥ）の

ᩥἲᵓ㐀について理

解できる。 

㛵心を♧さࡎ、ᐃ期ヨ

㦂でࡶ学力のᐃ╔が

ぢらࢀない。 

評価項目㸰 ✚ᴟ的にㄢ㢟に取り組

 。カㄞができるᩥ₍、ࡳ
₎ᩥカㄞができる。 
 

ㄢ㢟に取り組ࡎࡲ、ᐃ

期ヨ㦂でࡶ学力のᐃ

╔がぢらࢀない。 

評価項目㸱 いくつかのᩥ⊩をㄞ

ᩥ⤫ᮾアジアのఏ、ࡳ

について理解でき

る。 

ᮾアジアのఏ⤫ᩥ

について理解できる。 
ᮾアジアのఏ⤫ᩥ

について㛵心を♧さ

ない。 

 
学科の到達目標項目との関係 

 ．A-3(f)：㐺ษかつにㄞ解・⾲現ができること۔

○A-1(a)：地球的視野から物事を多面的に理解できること． 

 
教育方法等 

概要 この科┠でࡣ、ྂ中ᅜㄒ（₎ᩥ）をとりࡑ、ࡆ࠶のᩥἲᵓ㐀を解説し、
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₎ᩥカㄞἲによるㄞ解、࠾よび᪥本ㄒによる⩻ヂについて学ࡑ。ࡪの㝿、

てྂ中ᅜㄒ（₎ᩥ）の⫼ᬒとなる中ᅜを中心とするᮾアジアのఏࡏࢃ࠶

⤫ᩥをࢃかりやすく⤂する。 

授業の進め方と 

授業内容・方法 
テ࢟ストを⏝し、要Ⅼをᯈ書しながら授業を進める。 
㐺ᐅࣜࣉントを㓄ᕸし、ㄢ㢟をㄢす。 

注意点 ึṌ的な中ᅜのṔྐに㛵する▱㆑を必要とする。 

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

๓期 

1 週 ࢞イࢲンス 授業ෆᐜとὀ意Ⅼを理解する。 

2 週 ₎ᩥとࡣఱか ₎ᩥの基♏的▱㆑を理解する。 

3 週 ₎Ꮠの発㡢 ㄞᩥᏐと⨨きᏐについて理解する。 

4 週 ᩥἲの要Ⅼ 基本的なᩥᆺを理解する。 

5 週 ㏉りⅬ ➢ྕと⏝ἲのཎ๎を理解する。 

6 週 ㏦り௬ྡ ㄒᙡ㡿ᇦと⿵ㄞ㡿ᇦを理解する。 

7 週 書きୗしᩥ 書きୗしᩥのཎ๎を理解する。 

8 週 こࡲࢀでのࡲとめ（1） こࡲࢀでの授業ෆᐜが習できる。 

9 週 カㄞの要㡿 カㄞのὀ意Ⅼを理解する。 

10 週 ᅄᏐᡂㄒとఏ⤫ᩥ ఏ⤫ᩥについて理解する。 

11 週 ▷ᩥカㄞ ㄞᩥᏐと㏉ㄞᩥᏐをྵむカㄞができるよう

になる。 

12 週 㛗ᩥカㄞ 大意を参⪃にしながら㛗ᩥのカㄞができるよ

うになる。 

13 週 ᩥ⦎習 ᩥのస業ᡭ㡰を理解する。 

14 週 こࡲࢀでのࡲとめ（2） こࡲࢀでの授業ෆᐜが習できる。 

15 週 期ᮎヨ㦂 

16 週 テスト㏉༷と解説 テスト結果が確認できる。 

  
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合 100      100 

基礎的能力 100      100 

専門的能力        

分野横断的能力        
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教科名 」⣲㛵ᩘㄽ 

 

科目基礎情報 

科目番号 5Z009 科目区分 選択 

授業形式 授業 単位数 １（履修単位） 

開設学科 全学科 対象学年 ５ 

開設期 ๓期 週時限数 １ 

教科書／教材 高ᑓテ࢟ストシࣜーࢬ 応⏝ᩘ学 上野∞/᳃ฟ∧ᰴᘧ♫ 

担当者 㟷ᙳ ୍ဢ 

 

到達目標 

１．」⣲㛵ᩘに㛵する基本的事㡯を理解し㸪ࢀࡑらの್をィ⟬できる. 

２．」⣲㛵ᩘのᚤ分のᴫᛕを理解し㸪㛵ᩘのᚤ分をィ⟬できる. 

３．」⣲㛵ᩘの✚分を理解し㸪᭤⥺に応じࡓ᪉ἲで✚分್をィ⟬できる. 

 

評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ 主್のᴫᛕࡲでྵめࡓ

㛵ᩘの理解ができる. 

 

」⣲㛵ᩘに㛵する基

本的事㡯を理解し㸪ࡑ

らの್がィ⟬できࢀ

る. 

」⣲㛵ᩘの್がィ⟬

できない. 

評価項目㸰 ࢥーシー・ࣜーマンの

ᐃ理を⏝い㸪ṇ๎㛵ᩘ

のุᐃを行うことがで

きる.  

」⣲㛵ᩘのᚤ分のᴫ

ᛕを理解し㸪ṇ๎㛵ᩘ

のᚤ分がィ⟬できる. 

ṇ๎㛵ᩘのᚤ分がィ

⟬できない.  

評価項目㸱 単⣧㛢᭤⥺上に高位≉

␗Ⅼが」ᩘᏑ在すると

きの」⣲✚分を留ᩘᐃ

理を⏝いてィ⟬でき

る. 

」⣲㛵ᩘの✚分を理

解し㸪᭤⥺に応じࡓ᪉

ἲで✚分್がィ⟬で

きる. 

」⣲㛵ᩘの✚分を理

解し㸪᭤⥺に応じࡓ᪉

ἲで✚分್がィ⟬で

きない.  

 

学科の到達目標項目との関係 

 ．B-1(c)：ᑓ㛛分野の基♏となるෆᐜを理解していること۔
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教育方法等 

概要 この科┠のෆᐜࡣ㸪ࡎࡲ㸪４ᖺḟの」⣲ᖹ面の事㡯(n ᰿等)を習しࡓ

後㸪」⣲ᩘの㛵ᩘをᑟධし㸪基本的な㛵ᩘ(ᣦᩘ㛵ᩘ・ᑐᩘ㛵ᩘ・୕ゅ㛵

ᩘ等)についてࡑのィ⟬⦎習を行いࡲす．ḟに㸪ࢀࡑらの㛵ᩘの」⣲ᩘの

意でのᚤ分・✚分を学び㸪とくに㸪」⣲ᩘの意でᚤ分できる㛵ᩘ（ṇ

๎㛵ᩘ）について㸪ࢀࡑらがᣢࡗているᛶ質をヲしくぢて行きࡲす．ࡑし

て最後に㸪ࡰࠕṇ๎な㛵ᩘの」⣲✚分が(✚分のィ⟬でࡣなく)ᚤ分のィ

⟬によࡗてồめらࢀるࠖというࠕ留ᩘᐃ理ࠖを学び㸪ࢀࡑを実ᩘの㛵ᩘの

✚分のィ⟬にࡶ応⏝しࡲす． 

 ４学ᖺࡲでのᩘ学の中の解析学㛵ಀで㸪㛵ᩘについてᵝࠎなことを学ࢇ

できࡲしࡓ．とくに㸪ᚤ分✚分とࡑの応⏝ࡣ㸪工学のᑓ㛛科┠応⏝さࢀ

ることが多かࡓࡗとᛮいࡲす．しかし㸪ࡑこで学ࡔࢇ㛵ᩘࡣ全て実ᩘの㛵

ᩘでしࡓ．ここでࡣ㸪」⣲ᩘの㛵ᩘについて㸪ᚤ分✚分等を学ࡪことにな

りࡲす． 

 さて㸪実ᩘより」㞧な」⣲ᩘでᚤ分✚分等を⪃࠼ることࡣ㸪実ᩘのሙ合

より㞴しくなりࡑうなẼがしࡲすが㸪ᛮ㆟なことに㸪」⣲ᩘで⪃ࡓ࠼᪉

が⡆単になる事㡯࠶ࡶりࡲす．ࡓࡲ㸪実ᩘの⠊ᅖでࡣィ⟬できないような

✚分が㸪⮳ᴟ⡆単にィ⟬できるᐃ理࠶ࡶりࡲす．こࡣࢀ㸪ࠕ ⊃い視野でぢ

ていࡓときࡣ↹㞧にぢ࠼ていࡓ物事が㸪ᗈい視野でぢると㸪すࡗきりぢ࠼

るሙ合が࠶るࠖという状ἣにఝていࡲす． 

㸪ḟのࡣこで㸪この」⣲㛵ᩘㄽでࡑ 1),2),3)に重Ⅼを⨨いて㸪授業を行ࡗ

て行きࡲす． 

1)ࡲで実ᩘの㛵ᩘで 学ࢇできࡓ事㡯を確認し㸪▱㆑・実力のᐃ╔を

図ること． 

2)ࡲで 実ᩘの㛵ᩘで 学ࢇできࡓ事㡯が」⣲ᩘの㛵ᩘになると㸪のよ

うにኚࢃり㸪のような新しいことがᡂり❧つのかを理解すること． 

3)物事を㸪⊃い視野からᗈい視野でぢてࡳるという姿勢をᇵうこと． 

 解析学というᩘ学の分野でࡣ㸪」⣲ᩘのୡ⏺ࡣ㠀ᖖに⨾しいୡ⏺ࡔとゝ

 ．ᖾいですࡤࢀ࠼らࡶ感じてࡶの⨾しさをᑡしでࡑ．すࡲていࢀࢃ

授業の進め方と 

授業内容・方法 

ㅮ⩏ᙧᘧ㸪ࢢルー࣡ࣉーク等による授業࠾よびၥ㢟₇習 

ෆᐜの理解とᐃ╔をࡣかるࡓめ㸪ㅮ⩏ෆᐜにἢࡓࡗレポートをᥦฟしてࡶ

らいࡲす． 

注意点 ᭷明高ᑓのᩘ学➨ 1㹼4ᕳࡲでのෆᐜを理解している必要が࠶りࡲす.  

 

授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 
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๓期 

1 週 授業のᴫ要説明 

」⣲ᩘ 

」⣲ᩘに㛵するグྕを理解し㸪」⣲ᩘのィ⟬が

確実にできる． 

2 週 n 㸪㹬᰿ 」⣲ᩘの⣼・㹬᰿のィ⟬ができる． 

3 週 」 ⣲ ᩘ の ᣦ ᩘ 㛵 ᩘ

(𝑒𝑧)・୕ゅ㛵ᩘ 

」⣲ᩘのᣦᩘ㛵ᩘ(𝑒𝑧)・୕ゅ㛵ᩘのᐃ⩏を理解

し㸪್のィ⟬ができる．ࡑࡓࡲの」⣲᪉⛬ᘧが

解ける. 

4 週 」⣲ᩘのᑐᩘ㛵ᩘ・ᣦᩘ

㛵ᩘ(𝑎𝑧) 
」⣲ᩘのᑐᩘ㛵ᩘ、ᣦᩘ㛵ᩘ(𝑎𝑧)のᐃ⩏を理解

し㸪್のィ⟬ができる．ࡑࡓࡲの」⣲᪉⛬ᘧが

解ける. 

5 週 」⣲㛵ᩘのᴟ㝈 」⣲㛵ᩘの᮰・発ᩓのᴫᛕを理解し, ㄪる

ことができる. 

6 週 」⣲㛵ᩘ㸪」⣲ᚤ分 」⣲㛵ᩘ㸪」⣲ᚤ分㸪ṇ๎㛵ᩘのᴫᛕを理解し㸪

」⣲ᚤ分のィ⟬ができる． 

7 週 ࢥーシー・ࣜーマンのᐃ

理 

ṇ๎㛵ᩘのุᐃ᮲௳を理解し㸪ุᐃができる． 

8 週 中㛫ヨ㦂  

9 週 」⣲✚分 」⣲㛵ᩘの⥺⦼分のᴫᛕを理解し㸪✚分のィ⟬

ができる．  

10 週 ࢥーシーの✚分ᐃ理㸪✚

分බᘧ㸪✚分⾲♧ 

 ．ーシーのㅖᐃ理を理解するࢥ

11 週 テイラーᒎ㛤, ローラ

ンᒎ㛤 

」⣲㛵ᩘのテイラーᒎ㛤, ローランᒎ㛤のᴫ

ᛕを理解する． 

12 週 ≉␗Ⅼ㸪留ᩘ㸪留ᩘのィ

⟬᪉ἲ 

」⣲㛵ᩘの≉␗Ⅼ・ᴟ㸪留ᩘのᴫᛕを理解し㸪

留ᩘのィ⟬ができる． 

13 週 留ᩘᐃ理 留ᩘᐃ理の組ࡳを理解し㸪留ᩘᐃ理を⏝いࡓ

」⣲✚分のィ⟬ができる． 

14 週 実✚分の応⏝ 留ᩘᐃ理を応⏝しࡓ実✚分のィ⟬ができる. 

15 週 期ᮎヨ㦂 

16 週 テスト㏉༷と解説  

 

評価合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合 80    20  100 

基礎的能力 80    20  100 
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専門的能力        

分野横断的能力        
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教科名 ベクトル解析 

 
科目基礎情報 

科目番号 5Z010 科目区分 選択 

授業形式 授業 単位数 １（履修単位） 

開設学科 全学科 対象学年 ５ 

開設期 ๓期 週時限数 １ 

教科書／教材 授業中に㈨ᩱを㓄 

担当者 高本 㞞⿱ 

 
到達目標 

１．ベクトルについてのᚤ分・✚分をྵむ基本₇⟬ができる． 
２．ベクトルሙの໙㓄・発ᩓ・ᅇ㌿について理解し㸪ィ⟬ができる． 
３．✚分බᘧについて理解し㸪ィ⟬ができる． 

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ ベクトルについてのᚤ

分・✚分をྵむ基本₇

⟬がṇ確にできる． 

ベクトルについての

ᚤ分・✚分をྵむ基本

₇⟬ができる． 

ベクトルについての

ᚤ分・✚分をྵむ基本

₇⟬ができない． 

評価項目㸰 ベクトルሙの໙㓄・発

ᩓ・ᅇ㌿について理解

し㸪ࡑの意について

説明できる． 

ベクトルሙの໙㓄・発

ᩓ・ᅇ㌿について理解

し㸪ィ⟬ができる． 
 

ベクトルሙの໙㓄・発

ᩓ・ᅇ㌿について理解

できࡎ㸪ィ⟬ができな

い． 

評価項目㸱 ✚分බᘧついて理解

し㸪ࡑの意について

説明できる． 

✚分බᘧついて理解

し㸪ィ⟬ができる． 
✚分බᘧついて理解

できࡎ㸪ィ⟬ができな

い． 

 
学科の到達目標項目との関係 

 ．B-1(c)：ᑓ㛛分野の基♏となるෆᐜを理解していること۔

 
教育方法等 

概要 工学的な㔞ࡣ㸪大ᴫベクトルでグ㏙さࡲࢀす．物理やᑓ㛛科┠でᢅࢀࢃ

る㔞㸪ࡤ࠼力㸪㏿度㸪㟁ሙ㸪☢ሙ等͇ࡣࠎ大きさと᪉向͇をᣢつ㔞です．
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しࡓがࡗて㸪工学上࠶るいࡣ自↛現㇟をグ㏙する理ㄽᘧを⡆␎するࡓめ

に㸪物理や工学のᑓ㛛分野に࠾いてࡣ㸪ᢅう㔞をベクトル㔞の㛵ᩘとして

⾲現することがよく行ࢀࢃていࡲす．ࡑこで本ㅮ⩏でࡣ㸪ベクトルのᚤ

分・✚分のᐃ⩏とィ⟬ἲやᑓ㛛科┠の応⏝ィ⟬なを行い㸪工学的な現

㇟をベクトル㔞でとら࠼て理解し㸪ィ⟬ができる力を㣴ᡂすることを┠ᣦ

しࡲす． 

授業の進め方と 

授業内容・方法 
ㅮ⩏ᙧᘧで授業を行いࡲす。 
ෆᐜの理解とᐃ╔をࡣかるࡓめ㸪₇習ၥ㢟のいくつかを㐺ᐅレポートとし

て解⟅・ᥦฟしてࡶらいࡲす． 

注意点 ᭷明高ᑓのᩘ学 ➨ 1㹼4 ᕳのෆᐜを理解している必要が࠶りࡲす。 

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

๓期 

1 週 ࢞イࢲンス㸪ベクトルの

௦ᩘ（ベクトル㸪ෆ✚）

のᐃ⩏࠾よびィ⟬の

習 

௦ᩘ・ᗄఱで学習しࡓベクトルの௦ᩘィ⟬が確

実にできる． 

2 週 ベクトルの௦ᩘ（እ✚）

のᐃ⩏とィ⟬の習㸪₇

習 

௦ᩘ・ᗄఱで学習しࡓベクトルのእ✚のィ⟬が

確実にできる． 

3 週 ベクトルのᚤ分・✚分の

ᐃ⩏及び₇習 
ベクトルのᚤ分・✚分の意を理解し㸪ィ⟬が

できる． 

4 週 ス࢝ラーሙ・ベクトルሙ

のᐃ⩏ 
ス࢝ラーሙ・ベクトルሙのᐃ⩏を理解できる． 

5 週 ໙㓄のᐃ⩏及び₇習 ス࢝ラーሙの໙㓄の意を理解し㸪ィ⟬ができ

る． 

6 週 発ᩓのᐃ⩏及び₇習 ベクトルሙの発ᩓの意を理解し㸪ィ⟬ができ

る． 

7 週 ᅇ㌿のᐃ⩏及び₇習 ベクトルሙのᅇ㌿の意を理解し㸪ィ⟬ができ

る． 

8 週 中㛫ヨ㦂  
9 週 ・✵㛫᭤⥺のベクトル⾲

現のᐃ⩏ 
・⥺✚分 

・✵㛫᭤⥺のベクトル⾲現が理解できる． 
・⥺✚分の意を理解し㸪ィ⟬ができる． 

10 週 ス࢝ラーሙの面✚分 ス࢝ラーሙの面✚分の意を理解し㸪ィ⟬がで

きる． 
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11 週 ベクトルሙの面✚分 ベクトルሙの面✚分の意を理解し㸪ィ⟬がで

きる． 

12 週 発ᩓᐃ理 発ᩓᐃ理の意を理解し㸪ィ⟬ができる． 

13 週 ᖹ面上のࣜࢢーンのᐃ

理 
ᖹ面上のࣜࢢーンのᐃ理の意を理解し㸪ィ⟬

ができる． 

14 週 ストークスのᐃ理 ストークスのᐃ理の意を理解し㸪ィ⟬ができ

る． 

15 週 期ᮎヨ㦂 

16 週 テスト㏉༷と解説  

 
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合 70    30  100 

基礎的能力 70    30  100 

専門的能力        
分野横断的能力        
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教科名 フーࣜエ解析 

 
科目基礎情報 

科目番号 5Z011 科目区分 選択 

授業形式 授業 単位数 １（履修単位） 

開設学科 全学科 対象学年 ５ 

開設期 ๓期 週時限数 １ 

教科書／教材 ࣜࣉント等 

担当者 ᮧᒸ Ⰻ⣖ 

 
到達目標 

１．フーࣜエ⣭ᩘについて説明でき、ࡑのィ⟬ができる。 
２．フーࣜエኚについて説明でき、ࡑのィ⟬ができる。 
３．１ḟඖのἼ動᪉⛬ᘧ・⇕ఏᑟ᪉⛬ᘧについて説明できる。ኚᩘ分㞳ἲ、フーࣜエ⣭ᩘ・

ኚを⏝いࡓ解ἲを理解する。 

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ フーࣜエ⣭ᩘをのィ

⟬に応⏝できる。 
フーࣜエ⣭ᩘについ

て説明でき、ࡑのィ⟬

ができる。 

フーࣜエ⣭ᩘについ

て説明できない。ࡑの

ィ⟬ができない。 

評価項目㸰 フーࣜエኚ・㏫ኚ

に㛵㐃する㛵ಀᘧにつ

いて説明できる。 

フーࣜエኚについ

て説明でき、ࡑのィ⟬

ができる。 

フーࣜエኚについ

て説明できない。ࡑの

ィ⟬ができない。 

評価項目㸱 １ḟඖのἼ動᪉⛬ᘧ・

⇕ఏᑟ᪉⛬ᘧのᑟฟを

説明できる。 
 

１ḟඖのἼ動᪉⛬

ᘧ・⇕ఏᑟ᪉⛬ᘧにつ

いて説明できる。ኚᩘ

分㞳ἲ、フーࣜエ⣭

・ᩘኚを⏝いࡓ解ἲ

を理解している。 

１ḟඖのἼ動᪉⛬

ᘧ・⇕ఏᑟ᪉⛬ᘧにつ

いて説明できない。ኚ

ᩘ分㞳ἲ、フーࣜエ⣭

・ᩘኚを⏝いࡓ解ἲ

を理解できていない。 

 
学科の到達目標項目との関係 

 ．B-1(c)：ᑓ㛛分野の基♏となるෆᐜを理解していること۔
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教育方法等 

概要  ೫ᚤ分᪉⛬ᘧࡣᖖᚤ分᪉⛬ᘧの多ኚᩘのᣑᙇとしてᩘ学的に⯆῝

いࡤかりでࡣなく、多くの自↛現㇟が೫ᚤ分᪉⛬ᘧを⏝いてグ㏙さࢀるこ

とをぢてࡶ明らかなように、ᗈく理工学に࠾いて中心的な重要ᛶをᣢࡗて

いる。 
 この科┠の➨１の┠ᶆࡣ、学生ࡣ࿘期㛵ᩘ・㠀࿘期㛵ᩘがフーࣜエ⣭

ᩘ・ኚにより⾲さࢀることを理解し、フーࣜエ⣭ᩘ・ኚに㛵する基本

事㡯についてࡶ学習し、基本的な㛵ᩘのフーࣜエ⣭ᩘ・ኚのᑟฟができ

ることで࠶る。 
  ➨２の┠ᶆࡣ、学生が理工学に࠾いて最ࡶ㢖⦾に࠶らࢀࢃ応⏝上㠀ᖖ

に重要な意をᣢつ基本的な２㝵の⥺ᙧ೫ᚤ分᪉⛬ᘧを理解することで

るἼ動᪉࠶学生が௦⾲的な２㝵の⥺ᙧ೫ᚤ分᪉⛬ᘧで、ࡣる。ල体的に࠶

⛬ᘧ、⇕ఏᑟ(ᣑᩓ)᪉⛬ᘧ等がࡑのඖとなる物理現㇟からのようにして

ᑟฟさࢀるかを理解することで࠶る。 
 ➨３の┠ᶆࡣ、学生がኚᩘ分㞳ἲを⏝いて２㝵の೫ᚤ分᪉⛬ᘧのቃ⏺᮲

௳・ึ期᮲௳を‶㊊する解をồめる᪉ἲを理解することで࠶る。Ἴ動᪉⛬

ᘧ・⇕ఏᑟ(ᣑᩓ)᪉⛬ᘧを解くሙ合にࡣ、本科４ᖺのࠕ応⏝ᩘ学ࠖに࠾い

て学習しࡓᖖᚤ分᪉⛬ᘧの解ἲに加࠼てフーࣜエ⣭ᩘ・ኚの▱㆑ࡶ必要

となる。Ἴ動᪉⛬ᘧの解として得らࡓࢀᅛ᭷動を図♧することにより、

学生ࡣἼ動᪉⛬ᘧによࡗてグ㏙さࢀている現㇟の理解を῝めること。 

授業の進め方と 

授業内容・方法 
ㅮ⩏ᙧᘧによる授業࠾よびၥ㢟₇習 
ෆᐜの理解とᐃ╔をࡣかるࡓめ、₇習ၥ㢟を㐺ᐅレポートとして解⟅・ᥦ

ฟしてࡶらいࡲす。 

注意点 ᭷明高ᑓのᩘ学 ➨１ࠥ４ᕳのෆᐜを理解している必要が࠶りࡲす。 

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

๓期 

1 週 授業のᴫ要説明  
2 週 フーࣜエ⣭ᩘのᐃ⩏ ・ᐃ⩏にしࡓがࡗて、⡆単な࿘期㛵ᩘにᑐして

フーࣜエ⣭ᩘをồめることができる。 

3 週 フーࣜエవᘻ⣭ᩘ・ṇᘻ

⣭ᩘ、୍⯡の࿘期㛵ᩘの

フーࣜエ⣭ᩘ 

 

・അ㛵ᩘ・ወ㛵ᩘにᑐしてフーࣜエవᘻ⣭ᩘ・

ṇᘻ⣭ᩘをồめることができる。 

・୍⯡の࿘期㛵ᩘにᑐしてフーࣜエ⣭ᩘをồめ

ることができる。 

4 週 ㏆ఝᘧとしてのフーࣜ

エ多㡯ᘧ、」⣲ᙧᘧのフ

・フーࣜエ多㡯ᘧが最ᑠἲの意で最Ⰻの

㏆ఝᘧで࠶ることを理解する。 
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ーࣜエ⣭ᩘ 

 
・⡆単な࿘期㛵ᩘにᑐして」⣲ᙧᘧのフーࣜエ

⣭ᩘをồめることができる。 

5 週 フーࣜエኚのᐃ⩏、フ

ーࣜエవᘻኚ・ṇᘻኚ

 

・ᐃ⩏にしࡓがࡗて、⡆単な࿘期㛵ᩘにᑐして

フーࣜエኚをồめることができる。 

・അ㛵ᩘ・ወ㛵ᩘにᑐしてフーࣜエవᘻኚ・

ṇᘻኚをồめることができる。 

6 週 フーࣜエኚのᛶ質 ・フーࣜエኚのᛶ質を理解し㸪⏝できる。 

7 週 ࡳࡓࡓこࡳ✚分（合ᡂ

✚） 
フーࣜエኚのࡳࡓࡓこࡳ✚分ᐃ理を理解し㸪

 。の⡆単な応⏝を理解するࡑ

8 週 中㛫ヨ㦂  
9 週 テスト㏉༷と解説 

೫ᚤ分᪉⛬ᘧᴫ説 

・೫ᚤ分᪉⛬ᘧに基本事㡯を理解する。 

・೫ᚤ分᪉⛬ᘧの୍⯡解について理解する。 

10 週 １ḟඖἼ動᪉⛬ᘧのᑟ

ฟ 

・ᘻのᚤᑠ動をグ㏙する運動᪉⛬ᘧから１ḟ

ඖἼ動᪉⛬ᘧがᑟかࢀることを理解する。 

11 週 １ḟඖἼ動᪉⛬ᘧのኚ

ᩘ分㞳解 
・೫ᚤ分᪉⛬ᘧのኚᩘ分㞳解による解ἲを理解

する。 

・ቃ⏺᮲௳を‶ࡓすᅛ᭷㛵ᩘをồめることがで

きる。 

12 週 ึ期᮲௳を‶ࡓす１ḟ

ඖἼ動᪉⛬ᘧの解 
・ึ期᮲௳のフーࣜエ⣭ᩘよりึ期᮲௳を‶ࡓ

す１ḟඖἼ動᪉⛬ᘧの解が得らࢀることを理

解する。 

13 週 １ḟඖ⇕ఏᑟ᪉⛬ᘧの

ᑟฟ 

・物体にฟධりする⇕㔞がಖᏑすることから、

１ḟඖ⇕ఏᑟ᪉⛬ᘧがᑟかࢀることを理解す

る。 

14 週 ↓㝈㛗のᲬの⇕ఏᑟ ・↓㝈㛗のᲬの１ḟඖ⇕ఏᑟ᪉⛬ᘧにᑐするフ

ーࣜエኚを⏝いࡓ解ἲを理解する。 

・ึ期᮲௳がࢹラックࢹルࢱ㛵ᩘで࠼らࢀ

 。ሙ合について理解するࡓ

15 週 期ᮎヨ㦂 

16 週 テスト㏉༷と解説  

 
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合 70    30  100 

基礎的能力 70    30  100 
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専門的能力        
分野横断的能力        
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教科名 ⤫ィ学 

 
科目基礎情報 

科目番号 5Z012 科目区分 選択 

授業形式 授業 単位数 １（履修単位） 

開設学科 全学科 対象学年 ５ 

開設期 ๓期 週時限数 １ 

教科書／教材 㛤ㅮ時の㓄ࣜࣉント 

担当者 すᒣ  

 
到達目標 

１．確率ኚᩘの期ᚅ್や分ᩓをồめることができ、確率ኚᩘによる確率をィ⟬できる。 
２．ẕᖹᆒに㛵する⤫ィ的᥎ᐃや⤫ィ的᳨ᐃができる。 

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベル

の目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ 確率ኚᩘの期ᚅ್や

分ᩓをồめることが

でき、確率ኚᩘによる

確率のィ⟬が応⏝で

きる。 

確率ኚᩘの期ᚅ್や

分ᩓをồめることが

でき、確率ኚᩘによる

確率をィ⟬できる。 

確率ኚᩘの期ᚅ್や

分ᩓをồめࡓり、確率

ኚᩘによる確率のィ

⟬ができない。 

評価項目㸰 ẕᖹᆒに㛵する⤫ィ

的᥎ᐃや⤫ィ的᳨ᐃ

が説明できる。 

ẕᖹᆒに㛵する⤫ィ

的᥎ᐃや⤫ィ的᳨ᐃ

を㐺⏝できる。 

ẕᖹᆒに㛵する⤫ィ

的᥎ᐃや⤫ィ的᳨ᐃ

が説明できない。 

 
学科の到達目標項目との関係 

 ．B-1(c)：ᑓ㛛分野の基♏となるෆᐜを理解していること۔

 
教育方法等 

概要  工学の修得に㸪ᩘ学ࡣ必要ྍḞです．工学の主ࡓる㒊分ࡣ㸪ᩘ学的グ

ἲ(新しいᩘᘧな)やᩘ学的ᡭἲ(新しいィ⟬᪉ἲな)を⏝いてᒎ㛤さࢀ

るからです．ࡓࡲ㸪工学のၥ㢟を解Ỵするࡓめのㄽ理的ᛮ⪃ᙧ態(➽㐨を❧

て࠼⪄ࡓ᪉)ᩘࡣ学のࢀࡑと㢮ఝのࡶのࡔからです． 

 この科┠でࡣ㸪１学ᖺの基♏ᩘ学で学ࡔࢇ確率のෆᐜを発ᒎさࡏて㸪ᑓ
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㛛科┠なでࢹーࢱを分析するときに⏝さࢀる⤫ィというෆᐜを学び

 ．りです࠾㸪主として㸪ḟのとࡣて㸪この科┠の授業┠ᶆࡗがࡓす．しࡲ

1) ⤫ィに㛵するෆᐜ(確率ኚᩘのᴫᛕ㸪᥎ᐃ・᳨ᐃのᡭἲ)なを理解する

こと． 

2) 確率ኚᩘによる確率のィ⟬㸪᥎ᐃ・᳨ᐃのᡭἲを⏝いてࢀࡑらのィ⟬が

できること． 

3) ᖖに㸪➽㐨を❧て࠼⪄ࡓ᪉を行う習័をけること． 

 1)についてࡣ㸪確率のィ⟬をよりᩘ学的に発ᒎさࡶࡓࡏのです．ෆᐜを

しࡗかり理解することがࡎࡲ➨୍Ṍです． 

 2)についてࡣ㸪1)で理解しࡓෆᐜを実㝿にィ⟬できなけࡤࢀなりࢇࡏࡲ．

ࡏࡲなりࡤࢀの応⏝にᙺ❧てることができなけして㸪ᑓ㛛科┠なࡑ

 ．ࢇ

 3)についてࡣ㸪ࡓとࡤ࠼㸪㢟の解ἲを理解し㸪ࡑの解ἲを㢮ఝのၥ㢟

ㄽのこと㸪新しいᩘᘧがᑓࡣアレンジして㐺⏝できるようになること

㛛科┠にࢀࢃるときにすࡄに応⏝できるようになること㸪さらに㸪ᩘ学

やᑓ㛛科┠なの学ၥࡔけに㝈らࡎ㸪᪥ᖖのさࡲࡊࡲなሙ面でࡶ㸪新しい

ᩘᘧなが⏝できないかと⪃࠼⥆けることࡲࢀࡲྵࡶす． 

授業の進め方と 

授業内容・方法 

ㅮ⩏ᙧᘧによる授業࠾よびၥ㢟₇習のᙧで進めࡲす．ࡓࡲ㸪ෆᐜの理解と

ᐃ╔をࡣかるࡓめ㸪ᩍ科書本ᩥ中の₇習ၥ㢟࠶るいࡣᩍ科書ᕳᮎのၥ㢟㞟

の₇習ၥ㢟のいくつかを㐺ᐅレポートとして解⟅・ᥦฟしてࡶらいࡲす． 

注意点 ᭷明高ᑓのᩘ学 ➨１ࠥ４ᕳࡲでのෆᐜを理解している必要が࠶りࡲす． 

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

๓期 

1 週 授業のᴫ要説明  
2 週 㞳ᩓᆺ確率ኚᩘとࡑの

期ᚅ್・分ᩓ 
㞳ᩓᆺ確率ኚᩘの確率がィ⟬でき、ࡑの期ᚅ
್と分ᩓをồめることができる。 

3 週 㡯分ᕸ、ポアࢯン分ᕸ 㡯分ᕸ・ポアࢯン分ᕸのᐃ⩏を理解し㸪確
率・期ᚅ್・分ᩓをồめることができる。 

4 週 㐃⥆ᆺ確率ኚᩘとࡑの
期ᚅ್・分ᩓ 

㐃⥆ᆺ確率ኚᩘの確率がィ⟬でき、ࡑの期ᚅ
್と分ᩓをồめることができる。 

5 週 ୍ᵝ分ᕸ、ṇつ分ᕸのᐃ
⩏ 

୍ᵝ分ᕸのᐃ⩏を理解し㸪確率・期ᚅ್・分
ᩓをồめることができる。ࡓࡲ、ṇつ分ᕸの
ᴫᛕについて理解する。 

6 週 ṇつ分ᕸの確率 ṇつ分ᕸの確率がィ⟬できる。 

7 週 ṇつ分ᕸの応⏝ ṇつ分ᕸを応⏝しࡓၥ㢟を解くことできる。 

8 週 中㛫ヨ㦂 
 

 

9 週 2 ḟඖ確率ኚᩘの期ᚅ
್・分ᩓ 

２ḟඖ確率ኚᩘの期ᚅ್・分ᩓのᛶ質につい
て理解する。 
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10 週 ẕ㞟ᅋとᶆ本、ᶆ本ᖹᆒ
の分ᕸ、ᶆ本比率の分ᕸ 

ẕ㞟ᅋとᶆ本のᴫᛕを理解する。中心ᴟ㝈ᐃ
理を理解し、⏝できる。 

11 週 ᥎ᐃᴫ説、ẕᖹᆒの༊㛫
᥎ᐃ 

᥎ᐃのᴫᛕを理解し、ẕᖹᆒの༊㛫᥎ᐃがで
きる。 

12 週 ẕ比率の༊㛫᥎ᐃ ẕ比率の༊㛫᥎ᐃができる。 

13 週 ᳨ᐃᴫ説、ẕᖹᆒの᳨ᐃ ᳨ᐃのᴫᛕを理解し、ẕᖹᆒの᳨ᐃができる。 

14 週 ẕ比率の᳨ᐃ ẕ比率の᳨ᐃができる。 

15 週 期ᮎヨ㦂 

16 週 テスト㏉༷と解説  

 
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合  80    20  100 

基礎的能力   80    20  100 

専門的能力        
分野横断的能力        
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教科名 ࣎ランテアά動 

 
科目基礎情報 

科目番号 5Z013 科目区分 選択 

授業形式 ₇習 単位数 １ 

開設学科 全学科 対象学年 ５ 

開設期 通ᖺ 週時限数  
教科書／教材  
担当者 ྛクラスᢸ௵ 

 
到達目標 

 。アά動を通じて♫の୍ேとしての自ぬをᣢつことができるランテ࣎．１

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ ࣎ランテアά動を通

じて♫の୍ேとして

の自ぬを✚ᴟ的にᣢつ

ことができる。 

アά動をランテ࣎

通じて♫の୍ேと

しての自ぬをᣢつこ

とができる。 

アά動をランテ࣎

通じて♫の୍ேと

しての自ぬをᣢつこ

とができない。 

 
学科の到達目標項目との関係 

 ．A-2(b)：♫や自↛の中での技⾡のᙺを理解し、技⾡⪅としての㈐௵を自ぬできること۔

 
教育方法等 

概要 ࣎ランテアά動を通じて、♫の୍ேとしての自ぬをᣢࡕ、自↛や♫

とのಀࢃりの中での技⾡⪅としてのᙺを自ぬすることを┠ᣦす。 

授業の進め方と 

授業内容・方法 
 。のとするࡶるࡆかにḟにᥖ㛵ಀᅋ体のᥦ౪の、ࡣアの機㛵ランテ࣎

（１）⎔ቃಖ全に㛵するࡶの 

（２）⅏ᐖに࠾けるᩆຓ及びᪧά動等に㛵するࡶの 

（３）身㞀⪅・⪁ேなのㆤに㛵するࡶの 

（４）ᅜ㝿ὶに㛵するࡶの 

（５）地᪉බඹᅋ体等が主ദする体育・ᩥなの行事に㛵するࡶの 

（㸴）ࡑのᰯ㛗が認めࡶࡓの 
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 。௨ୗのᡭ⥆きにᚑうこと、ࡣアά動にᚑ事する学生ランテ࣎

ラン࣎でにࡲ実する᪥の１５᪥๓、ࡣアにᚑ事する学生ランテ࣎．１

テアά動チྍ㢪（ᵝᘧ１ྕ）を学⣭ᢸ௵、学科㛗を⤒て学生ㄢᩍົಀに

ᥦฟすること。 

ḟの書㢮、ࡣ学生が単位認ᐃをᕼᮃするሙ合ࡓアにᚑ事しランテ࣎．２

等を学⣭ᢸ௵を⤒て学生ㄢᩍົಀにᥦฟすること。 

 アά動ド明書（ᵝᘧ２ྕ）ランテ࣎（１）

 アά動᪥ㄅ（ᵝᘧ３ྕ）ランテ࣎（２）

 アά動ሗ࿌書（ᵝᘧ４ྕ）ランテ࣎（３）

注意点 ᚑ事しࡓ総時㛫ᩘが 45 時㛫௨上（」ᩘのά動の合ィでྍࡶ）で、ᥦฟさ

アランテ࣎よび࠾アά動᪥ㄅランテ࣎、アά動ド明書ランテ࣎ࡓࢀ

ά動ሗ࿌書に基࡙きᑂᰝし、必要に応じて面ㄯを࠾こなࡓࡗう࠼で、評価

を࠾こなう。 

単位修得ࡣ合ྰによる。評価５ࡣẁ㝵評価で行い、３௨上を合᱁とする。 

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

๓期 

or 

後期 

1 週 ࣎ランテアά動 ά動を実できる 

2 週 ࣎ランテアά動 ά動を実できる 

3 週 ࣎ランテアά動 ά動を実できる 

4 週 ࣎ランテアά動 ά動を実できる 

5 週 ࣎ランテアά動 ά動を実できる 

6 週 ࣎ランテアά動 ά動を実できる 

7 週 ࣎ランテアά動 ά動を実できる 

8 週 ࣎ランテアά動 ά動を実できる 

9 週 ࣎ランテアά動 ά動を実できる 

10 週 ࣎ランテアά動 ά動を実できる 

11 週 ࣎ランテアά動 ά動を実できる 

12 週 ࣎ランテアά動 ά動を実できる 

13 週 ࣎ランテアά動 ά動を実できる 

14 週 ࣎ランテアά動 ά動を実できる 

15 週 ࣎ランテアά動 ά動を実できる 

 
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート その他 合計 
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フォリオ 

総合評価割合     100  100 

基礎的能力        

専門的能力        

分野横断的能力     100  100 
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教科名 物理学Ϫ 

 

科目基礎情報 

科目番号 5C001 科目区分 必修 

授業形式 授業 単位数 １（学修単位, 30/45） 

開設学科 物質工学科 対象学年 ５ 

開設期 後期 週時限数 ２ 

教科書／教材 新しい基♏物理学：合ཎ┾（୕ඹฟ∧） 

担当者 ᮍᐃ 

 

到達目標 

１．学応㏿度と応ḟᩘを理解して㸪㏿度ᘧについて説明できる． 

２．ṇ㏫୧᪉向や㐃⥆応を説明でき㸪さらに応㏿度と 度の㛵ಀを説明できる． 

３．応機ᵓを理解し㸪㓝⣲応を説明できる．ࡓࡲ㸪⾪✺理ㄽと㑄⛣状態理ㄽを説明でき

る． 

 

評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ ୍ḟ応から୕ḟ応

での㏿度ᘧを説明でࡲ

き㸪㏿度ᐃᩘ等をィ⟬

できる．ࡓࡲ㸪༙ῶ期

についてࡶ説明でき

る． 

୍ḟ応から୕ḟ

応ࡲでの㏿度ᘧの㏿

度ᐃᩘ等をィ⟬でき

る．ࡓࡲ㸪୍ ḟ応の

༙ῶ期をィ⟬できる． 

୍ḟ応から୕ḟ

応ࡲでの㏿度ᘧの㏿

度ᐃᩘ等をィ⟬でき

ない．ࡓࡲ㸪୍ ḟ応

の༙ῶ期をィ⟬でき

ない． 

評価項目㸰 ṇ㏫୧᪉向や㐃⥆応

を説明でき㸪さらに

応㏿度と 度の㛵ಀを

説明でき㸪άᛶエࢿ

ルࢠー等をィ⟬でき

る． 

ṇ㏫୧᪉向や㐃⥆

応を㏿度ᘧをィ⟬で

き㸪さらに応㏿度と

 度の㛵ಀからάᛶ

エࢿルࢠー等をィ

⟬できる． 

ṇ㏫୧᪉向や㐃⥆

応を㏿度ᘧをィ⟬で

きない．さらに応㏿

度と 度の㛵ಀから

άᛶエࢿルࢠー等

 ．ィ⟬できないࡶ

評価項目㸱 ᐃᖖ状態㏆ఝを⏝いて

応機ᵓを理解し㸪㓝

⣲応を説明できる．

⛣㸪⾪✺理ㄽと㑄ࡓࡲ

状態理ㄽを説明でき

㓝⣲応をィ⟬でき

る．ࡓࡲ㸪⾪✺理ㄽと

㑄⛣状態理ㄽを理解

できる． 

㓝⣲応をィ⟬でき

ない．ࡓࡲ㸪⾪✺理ㄽ

と㑄⛣状態理ㄽを理

解できない． 
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る． 

 

学科の到達目標項目との関係 

 ．B-2(d-1)：ᑓ㛛分野のෆᐜを理解していること۔

 

教育方法等 

概要 学応が時㛫ととࡶにのように進行するかというၥ㢟㸪すなࡕࢃ

応㏿度のၥ㢟ࡣ㸪ᖹ⾮のၥ㢟とྠᵝに重要で࠶る．本ㅮ⩏でࡣ㸪主として

学応㏿度に及ࡰす⃰度㸪 度㸪ゐ፹࠾よびගのᙳ㡪を取りᢅい㸪応

㏿度の理ㄽ的な面でࡣẼ体分Ꮚ運動ㄽに基࡙く⾪✺理ㄽを理解すること

が┠ᶆで࠶る．≉に㸪学応の㏿度をのようにᩘᘧ⾲現するか㸪なࡐ

 ．のようなᩘᘧ⾲現がྍ能かを理解するࡑ

授業の進め方と 

授業内容・方法 

 授業ࡣ基本的にㅮ⩏のᙧᘧをとるが㸪授業ෆᐜࡣ授業ィ⏬に♧す通りで

 ．る࠶

注意点 4 ᖺࡲでの物理学࠾よびᚤ分᪉⛬ᘧを理解して࠾くこと． 

 

授業ィ⏬ 

 週 授業内容・方法 到達目標 

後期 

1 週 学ኚの㏿度 応のḟᩘ㸪分Ꮚᩘ㸪機ᵓについて説明できる． 

2 週 ୍ḟ応 ୍ḟ応を理解し㸪説明できる． 

3 週 ḟ応 ḟ応を理解し㸪説明できる． 

4 週 ୕ḟ応 ୕ḟ応を理解し㸪説明できる． 

5 週 応ḟᩘとṇ㏫୧᪉向

に進行する応 

応ḟᩘのỴᐃ᪉ἲと୍ḟのṇ㏫୧᪉向に進

行する応の機ᵓを理解し㸪説明できる． 

6 週 ḟのṇ㏫୧᪉向に進

行する応 

ḟのṇ㏫୧᪉向に進行する応の機ᵓを理

解し㸪説明できる． 

7 週 㐃⥆応 ୍ḟの㐃⥆応を理解し㸪説明できる． 

8 週 中㛫ヨ㦂  

9 週 応㏿度と 度 アレニウスのᘧを⏝いてィ⟬できる． 

10 週 単分Ꮚ応の理ㄽ ᐃᖖ状態㏆ఝを⏝いて応機ᵓを理解し㸪説明

できる． 

11 週 㓝⣲応 㓝⣲応機ᵓを説明でき㸪ィ⟬できる． 

12 週 㓝⣲㜼ᐖ 㜼ᐖが࠶るሙ合の㓝⣲応機ᵓを説明でき

る． 

13 週 ⾪✺理ㄽ ⾪✺理ㄽを理解し㸪説明できる． 
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14 週 㑄⛣状態理ㄽ 㑄⛣状態理ㄽを理解し㸪説明できる． 

15 週 期ᮎヨ㦂 

16 週 テスト㏉༷と解説  

 

評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合 100      100 

基礎的能力        

専門的能力 100      100 

分野横断的能力        
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教科名 学工学ϩ 

 
科目基礎情報 

科目番号 5C002 科目区分 必修 

授業形式 授業 単位数 ２（学修単位㸪15/45） 

開設学科 物質工学科 対象学年 ５ 

開設期 ๓期 週時限数 １ 

教科書／教材 多⏣㇏ࠕ学工学 ᨵゞ➨୕∧ࠖ ᮅ書店 

担当者   

 
到達目標 

ࡲ。ス྾、⭷分㞳の基♏、ᢳฟ、྾╔、྾╔、ㄪ‵・⇱を理解・説明ができる࢞ .1

 。㛵ಀするィ⟬ができる、ࡓ
2. ⭷分㞳技⾡の基本機能の理解できる。ࡓࡲ説明ができる。 
3. ᢳฟについて説明ができる。ࡓࡲṇしく₇習ၥ㢟を解くことができる。 
4. ྾╔、྾╔について説明ができる。₇ࡓࡲ習ၥ㢟が解くことができる。 
5. ㄪ‵、⇱に㛵してࡣ説明ができる。₇、ࡓࡲ習ၥ㢟を解くことができる。 

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベルの

目安（可） 

未到達レベルの目安（不

可） 

評価項目１ ࢞ス྾の基♏࠾よび

྾ሪの物質ᨭの理

解ができる。ṇしく㛵ಀ

್をồめることができ

る。 

よび࠾♏ス྾の基࢞

྾ሪの物質ᨭの理

解ができる。㛵ಀ್をồ

めることができる。 

よび࠾♏ス྾の基࢞

྾ሪの物質ᨭの理

解ができない。㛵ಀ್を

ồめることができない。 

評価項目㸰 ⭷分㞳技⾡の基本機能

の理解し、ṇしいㄒゝで

説明ができる。 

⭷分㞳技⾡の基本機能

の理解できる。ࡓࡲ説明

ができる。 

⭷分㞳技⾡の基本機能

の理解できない、ࡓࡲ説

明ができない。 

評価項目 3 
ᢳฟについて説明がで

きる。ࡓࡲṇしく₇習ၥ

㢟を解くことができる。 

ᢳฟについて説明がで

きる。ࡓࡲṇしく₇習ၥ

㢟を解くことができる。 

ᢳฟについて説明がで

きない。ࡓࡲṇしく₇習

ၥ㢟を解くことができ

ない。 

評価項目 4 

྾╔、྾╔についてṇ

確のㄒゝで説明ができ

る。₇ࡓࡲ習ၥ㢟がṇし

྾╔、྾╔について説

明ができる。₇ࡓࡲ習ၥ

㢟が解くことができる。 

྾╔、྾╔について説

明ができない。₇ࡓࡲ習

ၥ㢟がṇしく解くこと
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く解くことができる。 ができない。 

評価項目 5 

ㄪ‵、⇱に㛵してࡣṇ

確に説明ができる。ࡲ

₇習ၥ㢟をṇしく解、ࡓ

くことができる。 

ㄪ‵、⇱に㛵してࡣ説

明ができる。₇、ࡓࡲ習

ၥ㢟を解くことができ

る。 

ㄪ‵、⇱に㛵して説明

ができない。₇、ࡓࡲ習

ၥ㢟を解くことができ

ない。 

 
学科の到達目標項目との関係 

ているࡗめの視野をᣢࡓな分野の▱㆑と技⾡を理解し㸪」合的にά⏝するࠎB-4(d-1)：ᵝ۔

こと． 

۵B-1(c)：ᑓ㛛分野の基♏となるෆᐜを理解していること． 

 
教育方法等 

概要  ４ᖺḟࡲでに習得してきࡓ学ࣉロࢭスの単位᧯సの⿵と理解度の

向上をࡣかり、より実践的なࡶのとするࡓめ、ࣉロࢭス工学的な応⏝能力

を身につける。 

授業の進め方と 

授業内容・方法 

ㅮ⩏を中心とし㸪1 ᅇの授業ࡈとに授業ෆᐜのࡲとめ、⦎習ၥ㢟をㄢす。 

注意点 ４ᖺḟࡲでに習得してきࡓ学ࣉロࢭスの単位᧯స等༑分に把握するこ

と。 

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

๓期 

1 週 
 ンࣜーのἲ๎࣊
྾⨨ 

ンࣜーのἲ๎について説明ができる。྾࣊

⨨の✀㢮を▱る。 

2 週 
スをᾮ体に྾する࢞

᮲௳ 
スをᾮ体に྾する᮲௳に㛵して説明がで࢞

きる。 

3 週 ྾ሪの物質ᨭ ྾ሪの物質ᨭのィ⟬ができる。 

4 週 ᕼⷧ࢞スの྾ ྾ሪの物質ᨭのィ⟬ができる。 

5 週 
重ቃ⭷説、྾㏿度、 重ቃ⭷説について説明ができる。྾㏿度

について理解できる。 

6 週 
総ᣓ物質⛣動ಀᩘ 総ᣓ物質⛣動ಀᩘについて理解できる。ࡓࡲ、

㛵ಀするィ⟬ができる。 

7 週 
⭷分㞳、⭷分㞳の᥎進力 ⭷について説明ができる。⭷分㞳・⭷分㞳の

᥎進力について理解できる。 

8 週 ࠙๓期中㛫ヨ㦂ࠚ  
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9 週 

ᢳฟ、ᾮᾮᖹ⾮を⾲す୕

ゅ⥺図、分㓄ಀᩘ、分㓄

比 

ᢳฟについて説明ができる。分㓄ಀᩘ、分㓄

比について理解できる。ᾮᾮᖹ⾮の୕ゅ⥺図

について理解し、ࡓࡲ㛵ಀする್をồめるこ

とができる。 

10 週 
単ᢳฟ᧯స、ᢳฟ率、多

ᅇᢳฟ 
単ᢳฟ、多ᅇᢳฟのィ⟬ができる。ࡓࡲᢳฟ

率をồめることができる。 

11 週 

྾╔、྾╔質、྾╔、

྾╔㔞 
྾╔、྾╔質、྾╔について説明ができる。

ࡲ྾╔の྾╔質の྾╔㔞についてồ、ࡓࡲ

ることができる。 

12 週 
྾╔㏿度、྾╔ᖹ⾮、ᅛ

ᐃ┦྾╔ 
྾╔㏿度、྾╔ᖹ⾮について説明ができる。

ᅛᐃ┦྾╔に㛵するィ⟬ができる。 

13 週 
ㄪ‵、ㄪ‵᧯స ㄪ‵について理解できる。ㄪ‵の᧯సができ

る。 

14 週 
⇱、⇱の進行㐣⛬、

ྵỈ率 
⇱、⇱の進行㐣⛬について説明ができる。

⇱๓後のྵỈ率をồめることができる。 

15 週 ࠙๓期期ᮎヨ㦂ࠚ  
16 週 ⟅⏝⣬㏉༷  

 
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合 100      100 

基礎的能力        

専門的能力 100      100 

分野横断的能力        
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教科名 物質工学実㦂 

 

科目基礎情報 

科目番号 5C003 科目区分 必修 

授業形式 実㦂 単位数 １（学修単位㸪45/45） 

開設学科 物質工学科（物質ࢥース） 対象学年 ５ 

開設期 後期 週時限数 1.5 

教科書／教材 ᢸᙜᩍဨより㓄するࣜࣉント 

担当者 ㏆⸨ ‶㸪⏣中 ᗣᚨ 

 

到達目標 

1 実㦂ㄢ㢟を理解し㸪工学の基♏的な▱㆑・技⾡を㥑してỴめらࡓࢀ時㛫ෆにィ⏬的に実

㦂を⤊࠼㸪期㝈ෆにሗ࿌書をᥦฟできる 

2 得らࡓࢀᡂ果をṇ確に解析し㸪工学的に⪃ᐹできる 

3 ᪥本ㄒによるᩥ❶や、 図⾲を⏝いてㄽ理的に説明できる 

 

評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベルの

目安（可） 

未到達レベルの目安（不

可） 

評価項目１  事๓にண習を行い㸪ṇ

しく機ჾを⏝してຠ

率的に実㦂を⤊࠼、ሗ࿌

書をᥦฟできる。 

 Ỵめらࡓࢀ時㛫ෆに

ィ⏬的に実㦂を⤊࠼、期

㝈ෆにሗ࿌書をᥦฟで

きる。 

 Ỵめらࡓࢀ時㛫を大

ᖜに㉸࠼てࡶ実㦂を⤊

期ࡣるい࠶、ないࢀら࠼

㝈ෆにሗ࿌書をᥦฟで

きない。 

評価項目㸰  得らࡓࢀᡂ果をṇ確

に解析し㸪参⪃ᩥ⊩等か

ら࠶らࡓなሗを㏣加

して㸪工学的に῝く⪃ᐹ

できる。 

 得らࡓࢀᡂ果をṇ確

に解析し㸪ࢀࡑを工学的

に⪃ᐹできる。        

 得らࡓࢀᡂ果をṇ確

に解析できない。        

評価項目 3  得らࡓࢀᡂ果をṇし

い᪥本ㄒによるᩥ❶や㸪

ゝいࡓいことが分かる

図⾲を⏝いてㄽ理的に

説明できる  

 得らࡓࢀᡂ果を᪥本

ㄒによるᩥ❶や、 図⾲

を⏝いてㄽ理的に説明

できる  

 得らࡓࢀᡂ果を㸪᪥本

ㄒによるᩥ❶や㸪 図⾲

を⏝いてㄽ理的に説明

できない  

 

学科の到達目標項目との関係 

 ．B-3(d-2)：実㦂・実習等のෆᐜを理解・実行・⪃ᐹできること۔

 

教育方法等 
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概要   ᭷機、↓機、ᮦᩱ分野に࠾いて習得しྛࡓᑓ㛛▱㆑の基♏をࡶとに、

実㦂ㄢ㢟についてᵝࠎな機ჾを⏝して解析し、᳨ウを行い、ᮦᩱの≉ᛶ

やᵓ㐀について理解し⪃ᐹするととࡶに、ᮦᩱのᴫᛕを把握し㸪グ㏙でき

ること。 

授業の進め方と 

授業内容・方法 

 全体を 6 つの⌜に分け、6 つのテーマをローテーシࣙンしながら実す

る。1つのテーマࡣ る。ྛ実㦂の┠的、ᡭἲ࠶で（マ�2週ࢥ1.5）マࢥ3

とὀ意事㡯、ணさࢀる結果に㛵する༑分なண習を行うこと。ࡓࡲ、㐺ᐅ

レポートに㛵するㄪᰝを書⡠㸪ᩥ⊩やインࢱーࢿットで行うこと。ሗ࿌書

のసᡂ時㛫ࡣㅮ⩏時㛫中にࡲ࠶ࡣりとࢀないので、時㛫እにࡶ行うこと。

 。くこと࠾よび᧯సに㛵するヨ㦂を行うので学習して࠾実㦂ෆᐜ、ࡓࡲ

注意点  物質ࢥースで習得しࡓすての科┠の▱㆑と、実㦂、解析のᡭἲを必要

とする。4、ࡓࡲ ᖺに࠾ける物質工学実㦂に⥆くࡶので、より」㞧なᮦᩱ

をᢅい、機ჾ分析⨨のより高度な⏝ἲを習得する。 

 

授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

前期 

1 週 
ける࠾エンテーシࣙン ྛ実㦂の┠的㸪᧯స㸪ならびに実㦂にࣜ࢜

ὀ意事㡯を▱る。 

2 週 
࠙テーマ ライト࢜ࢮࠚ1

の合ᡂと≉ᛶ（➨ 1週） 

 。ライトの合ᡂἲについて理解できる࢜ࢮ

3 週 
࠙テーマ ライト࢜ࢮࠚ1

の合ᡂと≉ᛶ（➨ 2週） 

ライトの主な≉ᛶについて理解し㸪実㝿࢜ࢮ

に評価できる。 

4 週 
࠙テーマ ゲル࢝シࣜࠚ2

の合ᡂと≉ᛶ（➨ 1週） 

シࣜ࢝ゲルの主な≉ᛶについて理解し㸪実㝿

に評価できる。 

5 週 
࠙テーマ ゲル࢝シࣜࠚ2

の合ᡂと≉ᛶ（➨ 2週） 

シࣜ࢝ゲルの合ᡂἲについて理解できる。 

6 週 

࠙テーマ ฟ๓授業のࠚ3

❧（➨ 1週） 

 

ᑐ㇟⪅を⪃៖して㸪ฟ๓授業を❧できる。 

❧にࡓ࠶り㸪実の㝿の安全⟶理㸪࠾よび

 。ることができるࢀストを⪃៖にධࢥ

7 週 

࠙テーマ ฟ๓授業のࠚ3

❧（➨ 2週） 

 

ᶍᨃฟ๓授業を分かりやすく実することが

できる。 

8 週 

࠙テーマ 4 ・面άᛶ⏺ࠚ

᧕Ỉの合ᡂ（➨ 1週） 

 

㝧イ࢜ン⏺面άᛶの合ᡂἲについて理解で

きる。 
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9 週 
࠙テーマ 4 ・面άᛶ⏺ࠚ

᧕Ỉの合ᡂ（➨ 2週） 

⏺面άᛶ㸪᧕Ỉを合ᡂ㸪ᮦᩱに≉ᛶを

し評価をすることができる。 

10 週 

࠙テーマ 5 分析㹒㹅㸫⇕ࠚ

㹂㹒㸿による高分Ꮚᮦᩱ

の評価（➨ 1週） 

㹒㹅㸫㹂㹒㸿のཎ理について理解できる。 

11 週 

࠙テーマ 5 分析㹒㹅㸫⇕ࠚ

㹂㹒㸿による高分Ꮚᮦᩱ

の評価（➨ 2週） 

㹒㹅㸫㹂㹒㸿分析により࢞ラス㌿⛣Ⅼ㸪結ᬗ

ᛶを評価することができる。 

12 週 
࠙テーマ 6 ンによࢥࢯࣃࠚ

る合物のᥥ⏬（➨ 1週） 

基本的な᭷機合物についてࢥࢯࣃンでᥥ⏬

ができる。 

13 週 

࠙テーマ 6 ンによࢥࢯࣃࠚ

る合物のᥥ⏬（➨ 2週） 

」㞧なᵓ㐀を᭷する合物についてࢥࢯࣃン

でᥥ⏬ができ、合物の≉ᛶ・⏝㏵を説明で

きる。 

14 週 
テスト 実㦂ෆᐜ࠾よびㄢ㢟のෆᐜについて㸪説明で

きる 

15 週 テスト㏉༷と解説 

 

評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合 20 5 2  73  100 

基礎的能力        

専門的能力 20 4   57  81 

分野横断的能力  1 2  16  19 
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教科名 生物工学実㦂 

 

科目基礎情報 

科目番号 5C004 科目区分 必修 

授業形式 実㦂 単位数 １（学修単位、45/45） 

開設学科 物質工学科（生物ࢥース） 対象学年 ５ 

開設期 後期 週時限数 1.5 

教科書／教材 ᢸᙜᩍဨからの㓄ࣜࣉント 

ึṌからのバイ࢜実㦂 ゲࣀムからࣉロテ࢜ーム㸭୕ඹฟ∧ 

担当者 ᑠᯘ ṇᖾ㸪ฟཱྀ ᬛ 

 

到達目標 

１ 実㦂ㄢ㢟を理解し、必要な▱㆑・技⾡を㐺ษに⏝いて、Ỵめらࡓࢀ時㛫ෆにィ⏬的に実

㦂を⤊࠼、期㝈ෆにሗ࿌書をᥦฟできる 

２ 得らࢹࡓࢀーࢱをṇ確に解析し、⪃ᐹできる 

３ 図⾲を⏝いて得らࡓࢀᡂ果を᪥本ㄒでṇ確に分かりやすく説明できる 

 

評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベル

の目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ 実㦂ㄢ㢟を理解し、必

要な▱㆑・技⾡を㐺ษ

に⏝いて、Ỵめらࡓࢀ

時㛫ෆにィ⏬的に実

㦂を⤊࠼、期㝈ෆにሗ

࿌書をᥦฟできる。 

実㦂ㄢ㢟を理解し、必

要な▱㆑・技⾡を㐺ษ

に⏝いて、Ỵめらࡓࢀ

時㛫ෆにィ⏬的に実

㦂を⤊࠼、期㝈ෆにሗ

࿌書をᥦฟできる。 

実㦂ㄢ㢟を理解し、必

要な▱㆑・技⾡を㐺ษ

に⏝いて、Ỵめらࡓࢀ

時㛫ෆにィ⏬的に実

㦂を⤊࠼ることがで

きない。ሗ࿌書が期㝈

ෆにᥦฟできない、ࡲ

ࡶとしてࡓできࡣࡓ

ሗ࿌書のෆᐜが参⪃

書をしࡓෆᐜ（主

᪨）になࡗている、ㄢ

㢟ᅇ⟅に㊊が࠶る

なሗ࿌書の体をな

していない。 

評価項目㸰 得らࢹࡓࢀーࢱをṇ

確に解析し、̔̀ く⪃ᐹ

できる。 

得らࢹࡓࢀーࢱをṇ

確に解析し、⪃ᐹでき

る。 

得らࢹࡓࢀーࢱをṇ

確に解析できない。 

評価項目㸱 㐺ษな最ᑠ㝈の図⾲

をຠ果的に㓄⨨し、得

らࡓࢀᡂ果をṇしく

分かりやすい᪥本ㄒ

でグ㏙できる。 

㐺ษな図⾲を⏝いて、

得らࡓࢀᡂ果をṇし

く分かりやすい᪥本

ㄒでグ㏙できる。 

得らࡓࢀᡂ果をṇし

く分かりやすい᪥本

ㄒでグ㏙できない。 
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学科の到達目標項目との関係 

 ．B-3(d-2)：実㦂・実習等のෆᐜを理解・実行・⪃ᐹできること۔

 

教育方法等 

概要 生物工学の基♏となる㓝⣲⢭〇実㦂、ᚤ生物工学実㦂の᪉ἲを習得する

ととࡶに、実㦂を通して、㓝⣲⢭〇・評価、ᚤ生物工学の基♏を習得する。 

授業の進め方と 

授業内容・方法 

 本実㦂ࡣ、๓༙（㓝⣲実㦂）と後༙（ᚤ生物工学実㦂）からなる。 

 実㦂の最ึに実㦂のフロー図をᯈ書し、説明してࡶらうので、実㦂のண

習ࡣḞかさないこと。ࡓࡲ、実㦂のෆᐜ࠾よび᧯సに㛵するヨ㦂を行うの

で学習して࠾くこと。（௨上、๓後༙ඹ通） 

 㓝⣲実㦂でࡣ、全体を４⌜に分け、⌜ෆで協力しながら実㦂を行う。 

注意点 ࠙㓝⣲実㦂ࠚ 

 㓝⣲実㦂に必要な基本的な▱㆑４ࡣᖺḟの生体ゐ፹工学で習得῭ࡳの

ෆᐜで࠶る。ࡓࡲ、ᅇ⏝いるヨᩱ４ࡣᖺḟの生物応工学実㦂の◲安ỿ

⃦物で࠶る。㓝⣲⢭〇（◲安ỿ⃦ἲをྵむ）について、理解度が༑分な

学生ࡣしࡗかり習し、㓝⣲⢭〇の⪃࠼᪉を身にけて࠾くこと。 

࠙ᚤ生物工学実㦂ࠚ 

 4 ᖺḟの生物工学実㦂で基♏的な↓⳦᧯సࡣ習得して࠾り㸪実㦂ෆᐜࡣ

生体ゐ፹工学㸪生物工学㸪ᚤ生物工学で習得しࡓ▱㆑をά⏝するࡶので࠶

る．このࡓめ㛵㐃科┠のㆶを༑分に行うこと． 

 

授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

後期 

1 週 ࣜ࢜エンテーシࣙン 1 㓝⣲⢭〇実㦂のᴫ要が理解できる． 

2 週 㓝⣲⢭〇実㦂（࢝ラムク

ロマトࢢラフーによ

る⢭〇 1） 

クロマトࢢラフーἲにより、┠的の生体物

質（ᅇࡣ㓟ᛶ࣍スフࢱーࢮ）が⢭〇（分

㞳）できる。 

3 週 㓝⣲⢭〇実㦂（࢝ラムク

ロマトࢢラフーによ

る⢭〇 2） 

クロマトࢢラフーἲにより、┠的の生体物

質（ᅇࡣ㓟ᛶ࣍スフࢱーࢮ）が⢭〇（分

㞳）できる。 

4 週 㓝⣲評価実㦂（比άᛶ 

ᐃ） 

㓝⣲のάᛶをᐃ㔞的にㄪることができる。

分ග分析ἲを⏝いて、生体物質（本㓝⣲応

の生ᡂ物質）をᐃ㔞することができる。⢭〇

のྛẁ㝵でのάᛶを⟬ฟでき、比άᛶを⟬ฟ

して、㓝⣲の⢭〇を⪃ᐹすることができる。 
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5 週 㓝⣲評価実㦂（ SDS㸫

PAGE1） 

㟁ẼὋ動ἲにより、┠的の生体物質（ᅇࡣ

㓟ᛶ࣍スフࢱーࢮ）が分㞳できる。 

6 週 㓝⣲評価実㦂（ SDS㸫

PAGE2、MALDITOF㸭MS） 

SDS㸫PAGE により、┠的の生体物質分㞳でき

る。 

MALDITOF㸭MSにより、┠的の生体物質の分Ꮚ

㔞 ᐃができる。 

SDS㸫PAGE、MALDITOF㸭MS により、┠的の生

体物質のᵓ㐀を⪃ᐹできる。 

7 週 㓝⣲実㦂（ヨ㦂࠾よびレ

ポートᩚ理） 

 

8 週 ࣜ࢜エンテーシࣙン 2 ᚤ生物工学実㦂のᴫ要が理解できる． 

9 週 ᅛᐃ㓝ẕのసᡂ ゲルໟᣓἲにより㓝ẕのᅛᐃができる．ᅛ

ᐃしࡓ㓝ẕの⣽⬊ᩘが ᐃできる． 

10 週 ᅛᐃ㓝ẕによるアル

 ール発㓝ࢥ

⡿やࢢルࢥースを発㓝ཎᩱにし㸪ᅛᐃ㓝ẕ

をࡓࡗアルࢥール発㓝の୍㐃の᧯సができ

る． 

11 週 発㓝生⏘物の分析 発㓝物のṧ⢾㔞㸪pH,㓟Ⅳ⣲発生㔞㸪㓟度

なの分析㸪ィ⟬ができる． 

12 週 ἙᕝỈ中の⣽⳦及び大

⭠⳦⩌᳨ᰝ 

ᶆ‽ᐮ天ᇵ地やࢹス࢟࢜シࢥレートᇵ地を↓

⳦的にㄪ〇し㸪サンࣉル中の⣽⳦ᩘ㸪大⭠⳦

⩌ᩘが ᐃできる． 

13 週 加⇕による⣽⳦のẅ⳦

ヨ㦂 

サンࣉルをᵝࠎな᮲௳で加⇕ฎ理し㸪⣽⳦ᩘ

を ᐃできる．⣽⳦の⇕にᑐするᣲ動につい

て⪃ᐹできる． 

14 週 ᚤ生物工学実㦂（ヨ㦂࠾

よびレポートᩚ理） 

 

15 週 レポート、ヨ㦂㏉༷ 

後∦ 

 

 

評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合 20    80  100 

基礎的能力        

専門的能力 20    80  100 

分野横断的能力        
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教科名 ༞業◊✲ 

 
科目基礎情報 

科目番号 5C005 科目区分 必修 

授業形式 ₇習・実㦂 単位数 㸷（履修単位） 

開設学科 物質工学科 対象学年 ５ 

開設期 通ᖺ 週時限数 ๓期 4.5・後期 4.5 

教科書／教材  
担当者 全ᩍဨ 

 
到達目標 

１．◊✲テーマに㛵する◊✲ㄽᩥ・ᩥ⊩をㄞࡳ㸪テーマに㛵するᑓ㛛▱㆑を身にけ㸪取り

組むㄢ㢟のၥ㢟を理解できる． 
２．◊✲テーマに㛵するㄢ㢟を解Ỵするࡓめにィ⏬を❧て㸪実㦂等を行い㸪◊✲を進めるこ

とができる． 
３．得らࡓࢀ◊✲ᡂ果をཱྀ㢌発⾲࠾よびㄽᩥで説明できる． 

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ 

 

◊✲テーマに㛵する◊

✲ㄽᩥ・ᩥ⊩をㄞࡳ㸪

テーマに㛵するᑓ㛛▱

㆑を身にけ㸪取り組

むㄢ㢟のၥ㢟を明確に

理解できる． 

◊✲テーマに㛵する

◊✲ㄽᩥ・ᩥ⊩をㄞ

㸪テーマに㛵するᑓࡳ

㛛▱㆑を身にけ㸪取

り組むㄢ㢟のၥ㢟を

理解できる． 

◊✲テーマに㛵する

◊✲ㄽ ・ᩥᩥ ⊩をㄞࡲ

㸪取り組むㄢ㢟のၥࡎ

㢟を理解できない． 
 

評価項目㸰 

 

◊✲テーマに㛵するㄢ

㢟を解Ỵするࡓめ㸪主

体的にィ⏬を❧て㸪実

㦂等を行い㸪◊✲を進

めることができる． 

◊✲テーマに㛵する

ㄢ㢟を解Ỵするࡓめ

にィ⏬を❧て㸪実㦂等

を行い㸪◊✲を進める

ことができる． 

◊✲テーマに㛵する

ㄢ㢟を解Ỵするࡓめ

のィ⏬を❧てること

ができࡎ㸪◊✲を進め

ることができない． 

評価項目㸱 

 

得らࡓࢀ◊✲ᡂ果をཱྀ

㢌発⾲࠾よびㄽᩥで分

かりやすく㸪ṇしく説

明できる． 

得らࡓࢀ◊✲ᡂ果を

ཱྀ㢌発⾲࠾よびㄽᩥ

で説明できる． 
 

得らࡓࢀ◊✲ᡂ果を

ཱྀ㢌発⾲㸪ࡶしくࡣㄽ

ᩥで説明できない． 
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学科の到達目標項目との関係 

  ．A-3(f)：㐺ษかつにㄞ解・⾲現ができること۔

    ．B-2(g)：ᑓ㛛分野のෆᐜを理解していること۔

  ．の本質を理解できることࡑC-1(d-3)：自らㄢ㢟を発ぢし㸪۔

○B-2(d-1)：ᑓ㛛分野のෆᐜを理解していること． 

○B-3(d-2)：実㦂・実習等のෆᐜを理解・実行・⪃ᐹできること． 

○C-2(e)(h)：身につけࡓᩍ㣴と実践力をά⏝し㸪ㄢ㢟を解Ỵできること． 

 
教育方法等 

概要 ༞業◊✲ࡣのᩍ科┠と␗なり㸪単にᑓ㛛分野に㛵する▱㆑を修得する

のࡑていないㄢ㢟をぢいฟし㸪認㆑を῝め㸪ࢀ解Ỵさࡔなく㸪ᮍࡣけでࡔ

解Ỵの㐨⛬を自らษり㛤くࡶので࠶る。◊✲テーマࡣᵝࠎで࠶るࡓめ㸪

ㄢ㢟やࡑの解Ỵᡭẁࢀࡒࢀࡑࡶ␗なる。 

༞業◊✲の┠ᶆࡣ㸪ྛ分野の認㆑を῝めるࡔけでなく㸪ㄢ㢟に取り組む

ことを通して㸪༞業してからࡶ技⾡⪅としてᖖに要ồさࢀる㈨質（᥈ồ心

や向上心）・◊✲能力なを⋓得することで࠶る。ࡓࡲ㸪より高度な実践

的な▱㆑や学㝿ᛶ㸪⊂ᛶを体得することࡶ合ࡏࢃて要ồさࢀる。 

授業の進め方と 

授業内容・方法 
ᢸᙜᩍဨのᣦᑟのࡶと㸪自らィ⏬を❧て㸪ㄢ㢟を解Ỵするࡓめに◊✲を

㐙行する。㐺ษな時期に中㛫発⾲を行い㸪後期の⤊ࢃり㡭にㄽᩥをసᡂし㸪

発⾲要᪨をసᡂし㸪本発⾲を行う。 

注意点 本科で学習しࡓ学㆑を総合さࡏることࡶࡣとより、◊✲テーマに㛵㐃

しࡓᑓ㛛科┠を῝く認㆑するととࡶに、୍᪉で、解析や分析に必要な応⏝

ᩘ学や⤫ィ学、現㇟を理解するのに必要な応⏝物理学、ᩥࡓࡲ⊩をㄞࡔࢇ

り、ㄽᩥをࡲとめるࡓめに必要なᅜㄒ力やⱥㄒ力を必要とする。 

評価ࡣ௨ୗの㡯┠で行う。ྛ㡯┠について５ẁ㝵で評価する。            

１．◊✲の取組とㄽᩥ評価  

ձㄽᩥ୍ࡣ⯡的な◊✲ㄽᩥの書き᪉にᚑࡗて書かࢀていࡓか。 

ղ◊✲┠的ࡣ現状のㄢ㢟・ၥ㢟を把握し㸪ᚑ᮶の◊✲との比㍑ྵࡶめて、

㐺ษにタᐃさࢀていࡓか。 

ճ◊✲᪉ἲࡣ㐺ษでࡓࡗ࠶か。 

մ結果࠾よび⪃ᐹࡣ㐺ษでࡓࡗ࠶か。 

յ図や⾲ࡣ㐺ษでࡓࡗ࠶か。 

ն◊✲に㛵するᩥ⊩をㄞむ等して㸪◊✲ෆᐜの理解にດめࡓか。 

շ自発的にィ⏬を❧てて◊✲を行࠼るようになࡓࡗか。 

ոᢸᙜᩍဨがᣦ♧しࢨࢹࡓイン能力育ᡂのࡓめの取組を行ࡓࡗか。 

２．発⾲評価                                  
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չ発⾲要᪨（๓ๅり、ண✏等）୍ࡣ⯡的な発⾲要᪨の書き᪉にᚑࡗて書か

 。かࡓていࢀ

պ発⾲㈨ᩱࢃࡣかりやすくసᡂさࢀていࡓか。  

ջ✲ෆᐜの説明ࡣ㐺ษでࡓࡗ࠶か。 

ռ質にᑐする応⟅ࡣ㐺ษでࡓࡗ࠶か。 

 

評価㡯┠１・２ࡣᢸᙜᩍဨが評価し、評価㡯┠３ࡣ学科の全ᩍဨで評価す

る。 

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

๓期 

1 週 ࢞イࢲンス ྛ◊✲ᐊの༞業◊✲のෆᐜを理解できる． 

2 週 ◊✲のィ⏬ ◊✲テーマに㛵するㄢ㢟を理解できる． 

3 週 ◊✲のィ⏬ ◊✲テーマと࠾࠾よࡑの◊✲ィ⏬がỴᐃでき

る． 

4 週 ◊✲の実 自主的に◊✲⫼ᬒのㄪᰝ㸪実㦂等を行い、実㦂

結果の᳨ウ࠾よび⪃ᐹができる． 

5 週 ◊✲の実 自主的に◊✲⫼ᬒのㄪᰝ㸪実㦂等を行い、実㦂

結果の᳨ウ࠾よび⪃ᐹができる． 

6 週 ◊✲の実 自主的に◊✲⫼ᬒのㄪᰝ㸪実㦂等を行い、実㦂

結果の᳨ウ࠾よび⪃ᐹができる． 

7 週 ◊✲の実 自主的に◊✲⫼ᬒのㄪᰝ㸪実㦂等を行い、実㦂

結果の᳨ウ࠾よび⪃ᐹができる． 

8 週 ◊✲の実 自主的に◊✲⫼ᬒのㄪᰝ㸪実㦂等を行い、実㦂

結果の᳨ウ࠾よび⪃ᐹができる． 

9 週 ◊✲の実 自主的に◊✲⫼ᬒのㄪᰝ㸪実㦂等を行い、実㦂

結果の᳨ウ࠾よび⪃ᐹができる． 

10 週 ◊✲の実 自主的に◊✲⫼ᬒのㄪᰝ㸪実㦂等を行い、実㦂

結果の᳨ウ࠾よび⪃ᐹができる． 

11 週 ◊✲の実 自主的に◊✲⫼ᬒのㄪᰝ㸪実㦂等を行い、実㦂

結果の᳨ウ࠾よび⪃ᐹができる． 

12 週 ◊✲の実 自主的に◊✲⫼ᬒのㄪᰝ㸪実㦂等を行い、実㦂

結果の᳨ウ࠾よび⪃ᐹができる． 

13 週 ◊✲の実 自主的に◊✲⫼ᬒのㄪᰝ㸪実㦂等を行い、実㦂

結果の᳨ウ࠾よび⪃ᐹができる． 

14 週 中㛫発⾲‽ഛ ཱྀ㢌発⾲により◊✲の⤒㐣をㄽ理的にఏ࠼る
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ことができる． 

15 週 中㛫発⾲‽ഛ ཱྀ㢌発⾲により◊✲の⤒㐣をㄽ理的にఏ࠼る

ことができる． 

後期 

1 週 ༞業◊✲中㛫発⾲ ཱྀ㢌発⾲により◊✲の⤒㐣をㄽ理的にఏ࠼る

ことができる 

2 週 ◊✲の᳨ウ 中㛫発⾲での質応⟅を࠼ࡲࡩ㸪◊✲ෆᐜの

᳨ウ・修ṇができる． 

3 週 ◊✲の実 自主的に◊✲⫼ᬒのㄪᰝ㸪実㦂等を行い、実㦂

結果の᳨ウ࠾よび⪃ᐹができる． 

4 週 ◊✲の実 自主的に◊✲⫼ᬒのㄪᰝ㸪実㦂等を行い、実㦂

結果の᳨ウ࠾よび⪃ᐹができる． 

5 週 ◊✲の実 自主的に◊✲⫼ᬒのㄪᰝ㸪実㦂等を行い、実㦂

結果の᳨ウ࠾よび⪃ᐹができる． 

6 週 ◊✲の実 自主的に◊✲⫼ᬒのㄪᰝ㸪実㦂等を行い、実㦂

結果の᳨ウ࠾よび⪃ᐹができる． 

7 週 ◊✲の実 自主的に◊✲⫼ᬒのㄪᰝ㸪実㦂等を行い、実㦂

結果の᳨ウ࠾よび⪃ᐹができる． 

8 週 ◊✲の実 自主的に◊✲⫼ᬒのㄪᰝ㸪実㦂等を行い、実㦂

結果の᳨ウ࠾よび⪃ᐹができる． 

9 週 ◊✲の実 自主的に◊✲⫼ᬒのㄪᰝ㸪実㦂等を行い、実㦂

結果の᳨ウ࠾よび⪃ᐹができる． 

10 週 ◊✲の実 自主的に◊✲⫼ᬒのㄪᰝ㸪実㦂等を行い、実㦂

結果の᳨ウ࠾よび⪃ᐹができる． 

11 週 ◊✲の実 自主的に◊✲⫼ᬒのㄪᰝ㸪実㦂等を行い、実㦂

結果の᳨ウ࠾よび⪃ᐹができる． 

12 週 ༞業◊✲最⤊発⾲の

‽ഛ 
ཱྀ㢌発⾲のࡓめの㈨ᩱをసᡂできる． 

13 週 ༞業◊✲最⤊発⾲ ཱྀ㢌発⾲により◊✲の結果をㄽ理的にఏ࠼る

ことができる． 

14 週 ༞業ㄽᩥのసᡂ ᩥ❶により◊✲の結果をㄽ理的にఏ࠼ること

ができる． 

15 週 ༞業ㄽᩥのసᡂ ᩥ❶により◊✲の結果をㄽ理的にఏ࠼ること

ができる． 

 
評価割合 
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 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合  50   50  100 

基礎的能力        

専門的能力  50   50  100 

分野横断的能力        
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教科名 ሗฎ理 

 

科目基礎情報 

科目番号 5C006 科目区分 選択 

授業形式 授業 単位数 １（学修単位㸪30/45） 

開設学科 物質工学科 対象学年 ５ 

開設期 ๓期 週時限数 １ 

教科書／教材 㓄ࣜࣉント 

担当者 ⏣中 ᗣᚨ 

 

到達目標 

１．ᩥ⊩ሗや≉チሗのሗ㞟ができる。 

２．EXCELを⏝しࢹࡓーࢱฎ理、学に㛵するィ⟬、⤫ィฎ理ができること。 

３．࠼らࡓࢀㄢ㢟にᑐして PowerPointを⏝しࣉࡓレࢮンテーシࣙンを行うことができる

こと。 

 

評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベル

の目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ ᩥ⊩ሗや≉チሗ

のሗ㞟ができ、さ

らに㞟しࡓሗを

ᩚ理できる。 

ᩥ⊩ሗや≉チሗ

のሗ㞟ができる。 

ᩥ⊩ሗや≉チሗ

のሗ㞟ができな

い。 

評価項目㸰 EXCEL を⏝しࢹࡓ

ーࢱฎ理、学に㛵す

るィ⟬。、ࡓࡲのฎ

理を行ࡤ࠼よいかุ

᩿し、⤫ィฎ理ができ

る。 

EXCEL を⏝しࢹࡓ

ーࢱฎ理、学に㛵す

るィ⟬、⤫ィฎ理がで

きる。 

EXCEL を⏝しࢹࡓ

ーࢱฎ理、学に㛵す

るィ⟬、⤫ィฎ理がで

きない。 

評価項目㸱 ࠼らࡓࢀㄢ㢟にᑐ

して PowerPoint を

⏝しࣉࡓレࢮンテー

シࣙンを理ㄽ的に行

うことができる。 

࠼らࡓࢀㄢ㢟にᑐ

して PowerPoint を

⏝しࣉࡓレࢮンテー

シࣙンを行うことが

できる。 

PowerPoint を⏝し

ンテーシࣙࢮレࣉࡓ

ンを行うことができ

ない。 

 

学科の到達目標項目との関係 

 ．B-1(c)：ᑓ㛛分野の基♏となるෆᐜを理解していること۔

 

教育方法等 

概要  㹇㹒（ሗ技⾡）のᛴ㏿な進ᒎࢹ࣓ࡣアの状ἣを大きくኚࡕࡓ⚾、࠼
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とሗの㛵ಀࡣ」㞧多ᵝになࡗている。ሗ時௦にいかに࣓ࢹアと向

き合い、ሗをά⏝するかが大きなㄢ㢟になり、࣓ࢹアࣜテラシー、

ሗࣜテラシーの㛵心が高ࡗࡲている。このように㸪現在でࡣ㸪ࢥンࣆュ

ーࢱの⏝ができる能力に加࠼㸪ሗࡑのࡶのを㸪いࢁいࢁなᡭẁをࡗ

て㞟し㸪ࢀࡑらを選択・加工し㸪発ಙし㸪さらに✚していくことがで

きることが必要で࠶る．本授業の┠ᶆࡣ㸪ࢥンࣆューࢱを⏝し㸪ሗを

㞟㸪加工㸪発ಙ㸪✚ができることで࠶る。 

授業の進め方と 

授業内容・方法 

授業ࡣሗฎ理ࢭンࢱーで௨ୗのようなෆᐜについてㅮ⩏࠾よび₇習ᙧ

ᘧで行う．ᐃ期ヨ㦂ྵࡶめ、ࢥンࣆューࢱを⏝して行う。ࣉ、ࡓࡲレࢮ

ンテーシࣙンࡶ実する。 

注意点  1,2 ᖺḟでのࠕሗฎ理基♏ࠖࠕሗฎ理ࠖを基♏とするࡑの応⏝的科

┠で࠶る．主として Microsoft ♫の Word㸪Excel㸪Power Point を⏝す

るが㸪基本的な⏝᪉ἲࡣ習得しているࡶのとしてㅮ⩏を行うので㸪ㅮ⩏

๓に༑分に⏝ἲを習して࠾くこと．ࡓࡲ㸪授業中に修得しࡓ技⾡を

⏝して解くレポートをㄢす。さらにࣉレࢮンテーシࣙンࡶ実するのでࡑ

 ．認めないࡣ㸪ᡭ書きのレポート࠾らの‽ഛを༑分にすること．なࢀ

 

 

 

授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

๓期 

1 週 

 エンテーシࣙンࣜ࢜

ሗのಙ㢗ᛶ 

 

ሗとࡣなにか、ሗのಙ㢗ᛶについて説明

できる。 

2 週 
ሗの㞟１ インࢱーࢿットを⏝して学⾡ሗの᳨⣴が

できる。 

3 週 

ሗの㞟２ インࢱーࢿットを⏝して≉チሗの᳨⣴が

できる。 

≉チሗをᩚ理してࣃテントマッࣉをసᡂす

ることができる。 

4 週 EXCEL の基♏１ EXCEL の基本᧯సができる。 

5 週 
IF 㛵ᩘとࢢラフ IF 㛵ᩘをࡓࡗ᮲௳ุᐃができる。 

 。ラフをసᡂできるࢢࡓに㐺しࢱーࢹ

6 週 LOOKUP㛵ᩘ LOOKUP㛵ᩘを⏝できる。 

7 週 
ồ✚ EXCEL を⏝して、」㞧な㛵ᩘの面✚をồめ

ることができる。 
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8 週 ࠙๓期中㛫ヨ㦂ࠚ  

9 週 
応㏿度 応㏿度ᘧをࡶとに、学の⃰度が㏲ḟィ⟬

できる。 

10 週 
⤫ィ EXCEL を⏝してࢹーࢱの⡆単な⤫ィฎ理が

できる。いくつかの᳨ᐃができる。 

11 週 
 ンテーシࣙン１ࢮレࣉ

 

ての心ᵓࡗࡓンテーシࣙンをするにᙜࢮレࣉ

 。㈨ᩱのసᡂἲを▱る、࠼

12 週 PowerPointの基♏ PowerPointの基本᧯సができる。 

13 週 
PowerPointの基♏２ PowerPoint を⏝してᵝࠎな図がసᡂでき

る。 

14 週 
ンテーシࣙンࢮレࣉㄢ㢟にᑐしてࡓࢀら࠼ンテーシࣙン２ ࢮレࣉ

を実できる。 

15 週 ࠙๓期ᮎヨ㦂ࠚ 

16 週 テスト㏉༷と解説  

 

評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合 50 20   30  100 

基礎的能力 30 10   20  60 

専門的能力 20    10  30 

分野横断的能力  10     10 
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教科名 工業ⱥㄒ 

 

科目基礎情報 

科目番号 5C007 科目区分 選択 

授業形式 授業 単位数 １（学修単位㸪30/45） 

開設学科 物質工学科 対象学年 ５ 

開設期 後期 週時限数 １ 

教科書／教材 ᢸᙜᩍဨより㓄するࣜࣉント 

担当者 ㏆⸨ ‶ 

 

到達目標 

１．学に㛵するⱥᩥのㄞࡳ᪉・ヂし᪉・ᩥἲに័ࢀ㸪工業ⱥㄒに親しࡳ㸪理解力を高める。 

２．学に㛵するᑓ㛛⏝ㄒや◊✲ㄽᩥで⏝さࢀる⾲現を習得する。 

３．ᩘᘧや合物についてṇしくㄞむことができる。 

 

評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベルの

目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１  学に㛵するⱥᩥを

ṇしくㄞࡳ㸪ࢃかりやす

い᪥本ㄒで⾲現するこ

とができる 

 学に㛵するⱥᩥを

ㄞࡳ㸪᪥本ㄒで⾲現する

ことができる 

 学に㛵するⱥᩥを

ṇしくㄞむことができ

㸪᪥本ㄒで⾲現できなࡎ

い 

評価項目㸰  学に㛵するᑓ㛛⏝

ㄒや◊✲ㄽᩥで⏝さ

る⾲現を習得し㸪さらࢀ

に㸪᪥本ㄒをⱥヂできる 

 学に㛵するᑓ㛛⏝

ㄒや◊✲ㄽᩥで⏝さ

る⾲現を習得できてࢀ

いる 

 学に㛵するᑓ㛛⏝

ㄒや◊✲ㄽᩥで⏝さ

る⾲現を習得できてࢀ

いない 

評価項目㸱  ᩘᘧや合物につい

て㸪ṇしくㄞむことがで

き㸪ṇしい発㡢や⥛りが

できる 

 ᩘᘧや合物につい

て㸪ṇしくㄞむことがで

きる 

 ᩘᘧや合物につい

て㸪ṇしくㄞむことがで

きない 

 

学科の到達目標項目との関係 

 ．B-2(d-1)：ᑓ㛛分野のෆᐜを理解していること۔

۵A-3(f)：㐺ษかつにㄞ解・⾲現ができること． 
 

 

教育方法等 

概要 ⱥㄒで書かࡓࢀㄽᩥやཎⴭをㄞむことでㄞ解力を㣴うことで࠶る。学

に㛵するᑓ㛛⏝ㄒや◊✲ㄽᩥで⏝さࢀる⾲現を習得し㸪学に㛵する◊

✲ㄽᩥをㄞ解するࡓめの基♏的な能力を身につける。 
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授業の進め方と 

授業内容・方法 

ᢸᙜをỴめ㸪ヂを行ないながら㸪ᑓ㛛⏝ㄒや⾲現について⤂しࡲす。

合物やᩘᘧのㄞࡳ᪉や⥛りについてࡶ習得できるよう授業中にᑠㄢ㢟

をࡲ࠼す。 

注意点 ༞業◊✲と㛵㐃の࠶るㄽᩥ等㸪ⱥㄽᩥに┠を通して࠾くのがᮃࡲしい。 

 

授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

後期 

1 週 
工業ⱥㄒのᴫ要 基♏的なᑓ㛛⏝ㄒ（単ㄒ）について㸪ヂ・

ⱥヂができる。 

2 週 
◊✲ㄽᩥの理解（１） Overview for SCF applicationについてヂ

できる。 

3 週 
◊✲ㄽᩥの理解（２） Overview for SCF applicationについて理解

する。 

4 週 ◊✲ㄽᩥの理解（３） Fluid choices in SFE について理解する。 

5 週 
◊✲ㄽᩥの理解（４） ⱥᩥで書かࡓࢀ単体の状態図や物ᛶについて

理解する。 

6 週 
◊✲ㄽᩥの理解（５） SC-CO2 extraction for the fractionation of 

citrus oilについて理解する。 

7 週 ◊✲ㄽᩥの理解（㸴） SFRについて理解する。 

8 週 ࠙後期中㛫ヨ㦂ࠚ  

9 週 ◊✲ㄽᩥの理解（㸵） SFEについて⡆₩に要⣙できる。 

10 週 ◊✲ㄽᩥの理解（㸶） Simulation, SFRについて⡆₩に要⣙できる。 

11 週 
◊✲ㄽᩥで⏝さࢀる

⾲現の理解（１） 

ⱥᩥで⾲現さࡓࢀ結果をࢢラフで⾲現するこ

とができる。 

12 週 
◊✲ㄽᩥで⏝さࢀる

⾲現の理解（２） 

ⱥᩥ中のࢢラフをⱥᩥで⡆₩に⾲現すること

ができる。 

13 週 
◊✲ㄽᩥで⏝さࢀる

⾲現の理解（３） 

ᩘᏐ㸪ᩘᘧなをṇしくㄞむことができる。 

14 週 
◊✲ㄽᩥで⏝さࢀる

⾲現の理解（４） 

ᩘᏐ㸪ᩘᘧなをⱥㄒでṇしく⥛ることがで

きる。 

15 週 ࠙学ᖺᮎヨ㦂ࠚ  

16 週 テスト㏉༷と解説 

 

評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート その他 合計 
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フォリオ 

総合評価割合 100      100 

基礎的能力 20      20 

専門的能力 80      80 

分野横断的能力        
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教科名 㟁Ẽ工学基♏ 

 
科目基礎情報 

科目番号 5C008 科目区分 選択 

授業形式 授業 単位数 ２（学修単位,30/45） 

開設学科 物質工学科 対象学年 ５ 

開設期 通ᖺ 週時限数 １ 

教科書／教材 工ᑓ学生のࡓめの㟁Ẽ基♏㸭ࢥロࢼ♫ 

担当者 ᾆ塚 ⢭ 

 
到達目標 

１．㟁Ẽ工学に㛵する基本的事㡯を理解する。 

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ ┤ὶᅇ㊰、㟁Ẽ☢Ẽ学、

ὶᅇ㊰、㟁Ꮚ工学・

㟁Ꮚᅇ㊰の基♏理ㄽに

ついてヲ⣽に理解でき

㐺ษにィ⟬することが

できる。 

┤ὶᅇ㊰、㟁Ẽ☢Ẽ

学、ὶᅇ㊰、㟁Ꮚ工

学・㟁Ꮚᅇ㊰の基♏理

ㄽについて理解でき

㐺ษにィ⟬すること

ができる。 

┤ὶᅇ㊰、㟁Ẽ☢Ẽ

学、ὶᅇ㊰、㟁Ꮚ工

学・㟁Ꮚᅇ㊰の基♏理

ㄽについてヲ⣽に理

解できࡎ、㐺ษにィ⟬

することができない。 

 
学科の到達目標項目との関係 

ているࡗめの視野をᣢࡓな分野の▱㆑と技⾡を理解し㸪」合的にά⏝するࠎB-4(d-1)：ᵝ۔

こと． 

 
教育方法等 

概要 㟁Ẽ工学の発ᒎࡣめࡲࡊしく、ᗈくいࢁいࢁな分野で⏝さࢀている。 
この科┠でࡣ、┤ὶᅇ㊰、㟁Ẽ☢Ẽ学、ὶᅇ㊰、㟁Ꮚ工学・㟁Ꮚᅇ㊰の

基♏理ㄽについて学びࡲす。 

授業の進め方と 

授業内容・方法 
ㅮ⩏を主体とし、実物を⤂しながら授業を行う。 

注意点 物理で学ࡔࢇ㟁Ẽ分野との㛵㐃が῝い。最⤊ᡂ⦼ࡣ通ᖺ 4 ᅇのヨ㦂のⅬᩘ

のᖹᆒⅬとする。 
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授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

๓期 

1 週 㟁ὶと㟁ᅽ 㟁ὶ・㟁ᅽについて理解できる。ࡑ、ࡓࡲのィ

⟬ができる。 

2 週 ࢜ームのἲ๎ ࢜ームのἲ๎を説明できる。ࢀࡑ、ࡓࡲを⏝

することができる。 

3 週 ᢠの合ᡂ ᢠの合ᡂを理解できる。ࡑ、ࡓࡲのィ⟬がで

きる。 

4 週 ブࣜッジᅇ㊰ ブࣜッジᅇ㊰を理解できる。 

5 週 ࢟ル࣍ࣄッフのἲ๎ ࢟ル࣍ࣄッフのἲ๎を理解できる。ࡑ、ࡓࡲの

ィ⟬ができる。 

6 週 㟁力・㟁力㔞 㟁力・㟁力㔞を理解できる。ࡑ、ࡓࡲのィ⟬が

できる。 

7 週 㟁ụ、⇕㟁現㇟ 㟁ụの✀㢮を理解できる。⇕㟁現㇟について説

明できる。 

8 週 ๓期中㛫ヨ㦂  
9 週 ☢Ẽに㛵するクーロン

のἲ๎ 
☢Ẽに㛵するクーロンのἲ๎について理解で

きる。ࡑ、ࡓࡲのィ⟬ができる。 

10 週 ☢Ẽㄏᑟ ☢Ẽㄏᑟについて理解できる。 

11 週 㟁ὶと☢Ẽ ☢Ẽᅇ㊰について理解できる。ࡑ、ࡓࡲのィ⟬

ができる。 

12 週 ☢Ẽᅇ㊰ ☢Ẽᅇ㊰について理解できる。ࡑ、ࡓࡲのィ⟬

ができる。 

13 週 㟼㟁Ẽに㛵するクーロ

ンのἲ๎ 
㟼㟁Ẽに㛵するクーロンのἲ๎について理解

できる。ࡑ、ࡓࡲのィ⟬ができる。 

14 週 ࢥンࢹンサ ࢥンࢹンサについて理解できる。ࡓࡲ、ᐜ㔞合

ᡂのィ⟬ができる。 

15 週 期ᮎヨ㦂 

16 週 テスト㏉༷と解説  

後期 

1 週 ὶのἼᙧ ὶのἼᙧについて理解できる。ࡑ、ࡓࡲのィ

⟬ができる。 

2 週 ὶᅇ㊰ ὶのἼᙧについて理解できる。ࡑ、ࡓࡲのィ

⟬ができる。 

3 週 ඹᅇ㊰ R-L-C ┤ิඹᅇ㊰について理解できる。ࡓࡲ

ඹ࿘Ἴᩘのィ⟬ができる。 
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4 週 ὶ㟁力 ᭷ຠ㟁力・↓ຠ㟁力・⓶┦㟁力について理解で

きる。ࢀࡑ、ࡓࡲらのィ⟬ができる。 

5 週 ኚᅽჾ・㟁動機 ኚᅽჾ・㟁動機について理解できる。 

6 週 シーࢣンスไᚚ シーࢣンスไᚚについて理解できる。 

7 週 ୕┦ㄏᑟ㟁動機のጞ動

ᅇ㊰ 
୕┦ㄏᑟ㟁動機の全㟁ᅽጞ動ᅇ㊰について理

解できる。ࢀࡑ、ࡓࡲを書くことができる。 

8 週 後期中㛫ヨ㦂  
9 週 ༙ᑟ体 ᑟ体、⤯⦕体、༙ᑟ体について理解できる。 

10 週 ࢲイ࢜ード ࢲイ࢜ードのཎ理、ᛶ質について理解できる。 

11 週 ᩚὶᅇ㊰ ༙Ἴᩚὶ、全Ἴᩚὶについて理解できる。 

12 週 ブࣜッジᩚὶᅇ㊰ ブࣜッジᩚὶᅇ㊰について理解できる。ࡓࡲ、

 。を書くことができるࢀࡑ

13 週 トランジスࢱ・ቑᖜᅇ㊰ トランジスࢱのཎ理、ቑᖜᅇ㊰について理解で

きる。 

14 週 㟁Ꮚィ⟬機 㟁Ꮚィ⟬機のཎ理、ᵓᡂを理解できる。 

15 週 期ᮎヨ㦂 

16 週 テスト㏉༷と解説  

 
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合 100      100 

基礎的能力        

専門的能力 100      100 

分野横断的能力        
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教科名 機械工学基♏ 

 
科目基礎情報 

科目番号 5C009 科目区分 選択 

授業形式 授業 単位数 ２（学修単位㸪30/45） 

開設学科 物質工学科 対象学年 ５ 

開設期 通ᖺ 週時限数 １ 

教科書／教材 機械工学ᴫ説㸭᳃ฟ∧ 

担当者 上ᮧ ᩄ㞝 

 
到達目標 

１． 機械工学的視Ⅼ（力、動力、エࢿルࢠーの視Ⅼ）からでࡶ工学的事㇟のほᐹ・解析がで

きること。 
２． 学工ሙ、学分析ᐊ、学◊✲ᡤで⏝さࢀる機ჾ㢮をṇしく（ຠ率よく安全に）運

㌿、ಖᏲできる。 

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ 力、動力、エࢿルࢠー

の意をṇしく理解し

ている。単⣧なᙧ状の

物体にかるእ力の⟬

ฟ᪉ἲのㄽ理ᒎ㛤を理

解して࠾り、ᙜእ力の

⟬ฟができる。ࡑのእ

力により物体ෆに生じ

るෆ力（応力）ṍの⟬

ฟ᪉ἲのㄽ理ᒎ㛤を理

解して࠾り、ᙜෆ力（応

力）ṍを⟬ฟでき、物

体のᙉ度解析ができ

る。 

力、動力、エࢿルࢠー

の意をṇしく理解

している。単⣧なᙧ状

の物体にかるእ力

を⟬ฟできる。ࡑのእ

力により物体ෆに生

じるෆ力（応力）ṍを

⟬ฟでき、物体のᙉ度

解析ができる。 
 

力、動力、エࢿルࢠー

の意をṇしく理解

していない。単⣧なᙧ

状の物体にかるእ

力を⟬ฟできない。ࡑ

のእ力により物体ෆ

に生じるෆ力（応力）、

ṍを⟬ฟできࡎ物体

のᙉ度解析ができな

い。 

評価項目㸰 学ࣉラントෆの機

ჾ、ሪᵴ㢮のエࢿルࢠ

ーຠ率を⟬ᐃ・説明で

学ࣉラントෆの機

ჾ、ሪᵴ㢮のエࢿルࢠ

ーຠ率を説明できる。

学ࣉラントෆの機

ჾ、ሪᵴ㢮のエࢿルࢠ

ーຠ率を説明できな
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きる。学ࣉラントෆ

の機ჾ、ሪᵴ㢮に生じ

るḞ㝗の✀㢮・᳨ᰝ᪉

ἲについて説明でき

る。学ࣉラントෆの

機ჾ、ሪᵴ㢮ಖ安ᑐ⟇

について説明できる。 

学ࣉラントෆの機

ჾ、ሪᵴ㢮に生じるḞ

㝗の✀㢮について説

明できる。学ࣉラン

トෆの機ჾ、ሪᵴ㢮の

ಖ安ᑐ⟇について説

明できる。 

い。学ࣉラントෆの

機ჾ、ሪᵴ㢮に生じる

Ḟ㝗の✀㢮について

説明できない。学ࣉ

ラントෆの機ჾ、ሪᵴ

㢮のಖ安ᑐ⟇につい

て説明できない。 

 
学科の到達目標項目との関係 

ているࡗめの視野をᣢࡓな分野の▱㆑と技⾡を理解し㸪」合的にά⏝するࠎB-4(d-1)：ᵝ۔

こと． 

 
教育方法等 

概要 機械工学全⯡ࡣὸくᗈくᕷ㈍のテ࢟スト本を⏝し、ࡓࡲ、学工ሙや実

㦂ᐊ、◊✲ᡤで必要とᛮࢀࢃる機械▱㆑についてࡣより実⏝的な㈨ᩱをᢸ

ᙜᩍဨが‽ഛ⦅㞟してᩍᮦにいࡲす。๓⪅ࡣ機械工学的ほᐹ力をつける

技⾡⪅、◊✲⪅として実㝿にᙺに❧つ機械▱㆑を身に╔けるࡣ⪅め、後ࡓ

 。めですࡓ

授業の進め方と 

授業内容・方法 
ㅮ⩏中心です。 

注意点 物理の๛体の力学の▱㆑をᣢࡗていることが必要です。 
最⤊ᡂ⦼ࡣ通ᖺ４ᅇ行うヨ㦂のᖹᆒⅬとしࡲす。 

 
 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

๓期 

1 週 ձ 機械工学のᴫ要 
ղ ᅜ㝿単位⣔ 

ձ 機械工学の主要 4 力学と機械タィ,要⣲,工
స及び運㌿ἲとの㛵㐃を説明できる。 

ղ 力、動力、エࢿルࢠーの㛵㐃をࡑのᅜ㝿単

位を⏝いて説明できる。 

2 週 機械ᮦᩱ 
ձ ᮦᩱのᙉ度に㛵ࢃる

物ᛶ್ 
ղ ✀㢮とࡑのᛶ質 
ճ ᨵ質᪉ἲ 

ձ እ力、応力、ṍの✀㢮と㛵ಀ及びフックの

ἲ๎、㝆అⅬ、◚᩿Ⅼの意が説明できる。 
ղ 㔠ᒓᮦᩱ（≉にⅣ⣲㗰、ステンレス㗰）の

✀㢮及びࢀࡑらのᛶ質（≉にᙉ度的物ᛶ್

い࠾らが 度等の⏝᮲௳にࢀࡑ、ࡓࡲ）

てうኚするのかྵࡶめ））を説明でき
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る。 
ճ ձのᛶ質のᨵ質᪉ἲ（≉にⅣ⣲㗰の⇕ฎ

理）について説明できる。 

3 週 機械ᮦᩱ 
ձ ◚ቯの✀㢮 
ղ ◚ቯ᳨ᰝ 

ձ 㔠ᒓのᘏᛶ◚ቯとᘏᛶ◚ቯの㐪い、及びⲴ

重の㐪いによる◚ቯの㐪い（㟼Ⲵ重◚ቯ、

⑂ປ◚ቯ。クࣜーࣉ◚ቯ等）について説明

できる。 
ղ ◚ቯヨ㦂（ᘬᙇ、◳度、⾪ᧁ、⑂ປ、クࣜ

ーࣉ）のཎ理、᳨ᰝ機ჾについて説明でき

る。 

4 週 機械ᮦᩱ 
ձ Ḟ㝗 
ղ 㠀◚ቯ᳨ᰝ 

ձ 㔠ᒓᮦᩱに発生、Ꮡ在するḞ㝗（きࡎ）及

び応力㞟中のᅉᏊの✀㢮及びࡑのẕᮦᙉ

度に࠼るᙳ㡪が説明できる。 
ղ 㠀◚ቯ᳨ᰝ（ᨺᑕ⥺㏱㐣、㉸㡢Ἴ᥈യ）の

ཎ理、᳨ᰝྍ能Ḟ㝗について説明できる。 

5 週 機械ᮦᩱ 
㠀◚ቯ᳨ᰝ 

㠀◚ቯ᳨ᰝ（☢⢊᥈യ、ᾐ㏱᥈യ、㐣ὶ᥈യ、 
スン᳨ࣉᰝ）のཎ理、᳨ᰝྍ能Ḟ㝗について説

明できる。 

6 週 ᮦᩱ力学 
チᐜ応力と安全率 

チᐜ応力と安全率の意を説明ฟ᮶。እ力（Ⲵ

重）の✀㢮、かり᪉に応じてチᐜ応力（安全

率）のタᐃができる。 
 

7 週 ᮦᩱ力学 
ᘬᙇ応力をཷけるᲬᮦ

のᙉ度 

単⣧ᘬᙇ㟼Ⲵ重、単⣧ᘬᙇ⾪ᧁⲴ重をཷけるᲬ

ᮦのᙉ度ィ⟬を通じてᲬᮦのᙉ度を評価でき

る。 

8 週 ๓期中㛫ヨ㦂  
9 週 ᮦᩱ力学 

ෆᅽをཷける⟄ᙧの

ᙉ度（理ㄽᘧ） 

ᚤ分᪉⛬ᘧを⏝いてෆᅽ力をཷけるⷧ⫗⟄

のᙉ度ィ⟬ᘧ（理ㄽᘧ）をᑟきฟࡏる。 

10 週 ᮦᩱ力学 
ᅽ力ᐜჾの⬗のᙉ度(JIS
つ᱁) 

ෆᅽ力をཷけるⷧ⫗⟄の理ㄽᙉ度ィ⟬ᘧと

実⏝ᘧ（JIS B 8265）の㛵ಀを確認しࡓう࠼で

つ᱁にᚑいᅽ力ᐜჾの⬗のᙉ度᳨ウができる。 

11 週 ᮦᩱ力学 
ンクのࢱーンルーフࢥ

⬗のᙉ度（JIS つ᱁） 

ෆᅽ力をཷけるⷧ⫗⟄の理ㄽᙉ度ィ⟬ᘧと

実⏝ᘧ（JIS B 8501）の㛵ಀを確認しࡓう࠼で

つ᱁にᚑいࢥーンルーフࢱンクの⬗のᙉ度᳨

ウができる。 
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12 週 ᮦᩱ力学 
᭤ࡆⲴ重をཷけるᱱの

ᙉ度 

ᱱにかかるⲴ重よりᱱ᩿面にかる᭤ࡆ応力

の生じ᪉を理解、ᱱの᩿面にかるࣔー࣓ント

よりᱱのᙉ度᳨ウができる。 

13 週 ᮦᩱ力学 
ձ りⲴ重をཷける㍈

のᙉ度 
ղ ᗙᒅ 

ձ 動力ఏ㐩㍈のఏ㐩動力より㍈にかかるト

ルクを⟬ฟ、ࡑのトルクより㍈᩿面にか

るり応力の生じ᪉を理解、㍈᩿面にか

るトルクより㍈のᙉ度᳨ウができる。 
ղ ᗙᒅ発生の現㇟を理解し、学ࣉラントෆ

で発生し᫆い事の説明ができる。 

14 週 機械タィ ಙ㢗ᛶタィ（ᨾ㞀率᭤⥺、ಙ㢗度ィ⟬）及びᑍ

ἲබᕪ、ࡣめ࠶いについて説明できる。 

15 週 期ᮎヨ㦂 

16 週 テスト㏉༷と解説  
 
 

後期 

1 週 機械要⣲ 
᥋合要⣲ 

ー、ス࢟よび࠾、の⏝㏵ࡑじつ᱁の✀㢮とࡡ

 。ライトを説明できるࣉ

2 週 機械要⣲ 
動力ఏ㐩要⣲ 

㍈（トルクとࣔー࣓ントをཷける㍈）、㍈ཷ、

ࣜンク機ᵓ（ࣆストン・クランク機ᵓ）、࢝ム、

ᦶ᧿㌴の✀㢮・≉ᚩについて説明できる。 
 

3 週 機械要⣲ 
ձ 動力ఏ㐩要⣲ 
ղ 運動ไ動要⣲ 

ձ ṑ㌴、ベルト㸤࢙ࢳン、アクࢳュエーࢱー

の✀㢮・≉ᚩについて説明できる。 
ղ バࢲ、ࢿンࣃ、ブレー࢟の✀㢮・≉ᚩにつ

いて説明できる。 

4 週 機械要⣲ 
₶要⣲ 

₶要⣲の基本ᵓ㐀を理解しࡑの⥔ᣢಖ全᪉

ἲྵࡶめて説明できる。 

5 週 機械要⣲ 
ὶ体㍺㏦要⣲ 

⟶、⟶⥅ᡭ、࢞スࢣット、ᘚ（ྵ、安全ᘚ）、

のつ᱁、㍈ᑒの✀㢮及びᵓ㐀、⏝㏵を説明でき

る。 

6 週 機械力学 
༴㝤㏿度 

高㏿ᅇ㌿機ჾの༴㝤㏿度のཎ理を理解し、ࡑの

ᑐฎ᪉ἲࡶ説明できる。 

7 週 自動ไᚚ 
 スไᚚࢭロࣉ

・ステッࣉ応⟅理ㄽを理解し、㐃動して㉳こる

事㇟が↓㥏時㛫㸩高ḟ㐜ࢀの組ࡳ合ࡏࢃで㏆

ఝさࢀることを説明できる。 
スのࢭロࣉ・ PID フードバックไᚚを説明
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できる。 
 。スィ図をసᡂすることができるࢭロࣉ・

8 週 後期中㛫ヨ㦂  
9 週 機械工సἲ 

㗪㐀、ረᛶ加工、工స機

械 

㔠ᒓᮦᩱの加工に応じの工స᪉ἲ/工స機械

をうきかを選ᐃできる。 

10 週 機械工సἲ 
⁐᥋ 

⿕そアーク⁐᥋、TIG ⁐᥋,MIG ⁐᥋の⁐᥋᪉

ἲ及び≉ᚩを説明できる。 

11 週 ὶ体力学 
ձ ὶ体運動の᪉⛬ᘧ 
ղ ὶ㔞 ᐃ 

ձ ベルࢾーイのἲ๎、ト࢙ࣜࣜࢳのἲ๎を説

明できる。 
ղ ࣆトー⟶、ベンࢳュࣜ⟶を⏝いてὶ㔞 ᐃ

ができる。 

12 週 ὶ体力学 
ὶ体機械 

・ὶ体㍺㏦機ჾの✀㢮とࡑの≉ᛶが説明でき

る。（≉ᛶ᭤⥺をㄞむことができる。） 
のࡑ、㇟の現ࢢビテーシࣙン、サージンࣕ࢟・

ཎᅉ、㜵Ṇ⟇を説明できる。 

13 週 ⇕力学 
ձ ⇕力学の➨ 0、➨ 1、

➨ 2 ἲ๎ 
ղ ⇕機㛵のサイクル 

 

ձ エンࢱルࣆ、エントロࣆの意を理解し、

⇕力学の基本ἲ๎を説明できる。 
ղ ⇕機㛵のྛサイクルについて説明できる。 

14 週 ⇕力学 
ỈẼを⇕፹体とする

⇕力学 

ỈẼのࣔࣜエ⥺図、Ẽ⾲を⏝いてỈẼを

⇕፹体とする⇕、⇕-動力ኚ、⤠りのࣉ

ロࢭスを解析できる。 

15 週 期ᮎヨ㦂 

16 週 テスト㏉༷と解説  

 
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合 100      100 

基礎的能力        

専門的能力 100      100 

分野横断的能力        
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教科名 ရ質⟶理 

 

科目基礎情報 

科目番号 5C010 科目区分 選択 

授業形式 授業 単位数 １（学修単位㸪30/45） 

開設学科 物質工学科 対象学年 ５ 

開設期 ๓期 週時限数 １ 

教科書／教材 基♏からࢃかるရ質⟶理㸹ᕷᕝྖ㸭ࢼツ࣓♫ 

担当者 ᕝ℩ Ⰻ୍ 

 

到達目標 

１ ရ質⟶理の基♏的な事㡯を説明できる。 

２ ရ質⟶理の実践なについて説明できる。 

３ ရ質をᨵၿするᡭἲを説明できる。 

 

評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベル

の目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ 学習しࡓရ質⟶理の

基♏的事㡯ついてヲ

⣽に説明できる。 

いくつかのရ質⟶理

の基♏的事㡯につい

て説明できる。 

ရ質⟶理の基♏的事

㡯について説明でき

ない。 

評価項目㸰 学習しࡓရ質⟶理の

実践᪉ἲついてヲ⣽

に説明できる 

いくつかのရ質⟶理

の実践᪉ἲについて

説明できる。 

ရ質⟶理の実践᪉ἲ

について説明できな

い。 

評価項目㸱 学習しࡓရ質のᨵၿ

᪉ἲついてヲ⣽に説

明できる 

いくつかのရ質のᨵ

ၿ᪉ἲついて説明で

きる。 

ရ質のᨵၿ᪉ἲつい

て説明できない。 

 

学科の到達目標項目との関係 

 ．B-1(c)：ᑓ㛛分野の基♏となるෆᐜを理解していること۔

○B-4(d-1)：ᵝࠎな分野の▱㆑と技⾡を理解し㸪」合的にά⏝するࡓめの視野をᣢࡗている

こと． 

 

教育方法等 

概要  ရ質⟶理とࡣ、㈙ᡭに‶㊊して㈙ࡗていࡔࡓけるရ質の〇ရやサービス

を㛤発し、生⏘し、㈍し、ࡑの〇ရのサービスを㐺ษに実行することで

 。る࠶

 ရ質⟶理技⾡⪅の௵ົࡣ、ಙ㢗さࢀる〇ရ・サービス等を♫に㏦りฟ
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すࡓめに〇ရの⏝実⦼を把握しࡓ上で㛤発、〇㐀、アフࢱーサービスを

行うࡓめにྛ工⛬で必要なᶆ‽書をసᡂし、こࢀらを合理的にᨵᐃしてい

くことに࠶る。 

 学生ၟࡣရの㛤発、〇㐀のὶࢀを理解し、ရ質⟶理とࡣఱか、ࡑの᪉ἲ、

⤫ィ的な⪃࠼᪉、⟶理・ᨵၿの進め᪉を理解する。 

授業の進め方と 

授業内容・方法 

 ๓༙ࡣテ࢟ストを⏝いてྛ授業に₇習ၥ㢟と解⟅を行い、ရ質⟶理の基

♏的事㡯を理解してࡶらう。後༙ࡣ QC ᳨ᐃ３⣭⛬度の₇習ၥ㢟を解⟅し

てࡶらう。 

注意点 ⤫ィ・確率の基♏▱㆑を᭷することがᮃࡲしい。 

 

授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

前期 

1 週 ရ質⟶理と１ࡣ ရ質⟶理とࡣఱかを説明できる。 

2 週 
ရ質⟶理と２ࡣ ⤫ィ的ရ質⟶理と総合的ရ質⟶理について説

明できる。 

3 週 ရ質ಖドと１ࡣ ရ質ಖドとࡣఱかを説明できる。 

4 週 ရ質ಖドと２ࡣ ရ質機能ᒎ㛤とࡣఱか説明できる。 

5 週 
〇㐀㒊㛛のရ質ಖドの

組࡙ࡳくり 

生⏘要⣲４㹋の⟶理について説明できる。 

6 週 
ューマンエラー㜵Ṇࣄ

⟇ 

 ューマンエラーཎᅉと㜵Ṇ⟇を説明できるࣄ

7 週 ရ質⟶理の実践 ⟶理とᨵၿを説明できる。 

8 週 ࠙後期中㛫ヨ㦂ࠚ  

9 週 㹏㹁つ㐨ලの₇習１ ࣃレート図を説明できる。 

10 週 㹏㹁つ㐨ලの₇習２ ≉ᛶ要ᅉ図を説明できる 

11 週 㹏㹁つ㐨ලの₇習３ ࢙ࢳックシートを説明できる。 

12 週 㹏㹁つ㐨ලの₇習４ ࣄストࢢラムを説明できる。 

13 週 㹏㹁つ㐨ලの₇習５ ᩓᕸ図を説明できる 

14 週 㹏㹁つ㐨ලの₇習㸴 ࢢラフと⟶理図を説明できる 

15 週 期ᮎヨ㦂 

16 週 テスト㏉༷と解説  

 

評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 
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総合評価割合 100      100 

基礎的能力        

専門的能力 100      100 

分野横断的能力        
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教科名 ⎔ቃ学 

 

科目基礎情報 

科目番号 5C011 科目区分 選択 

授業形式 授業 単位数 １（学修単位㸪30/45） 

開設学科 物質工学科 対象学年 ５ 

開設期 後期 週時限数 １ 

教科書／教材 㓄ࣜࣉント 

担当者 ᮍᐃ 

 

到達目標 

１．大Ẽᅪ・Ỉᅪ・ᅵተᅪなでᵓᡂさࢀる地球⎔ቃの≉ᚩについて理解できること． 

２．地球⎔ቃの◚ቯ・ởᰁの現状を学的ഃ面から理解できること． 

３．学物質のࣜスクや⎔ቃのᙳ㡪及び評価ἲについて理解できること． 

 

評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベルの

目安（可） 

未到達レベルの目安（不

可） 

評価項目１ 大Ẽᅪ・Ỉᅪ・ᅵተᅪな

⎔る地球ࢀでᵓᡂさ

ቃの≉ᚩについてヲ⣽

に説明できること． 

大Ẽᅪ・Ỉᅪ・ᅵተᅪな

⎔る地球ࢀでᵓᡂさ

ቃの≉ᚩについて説明

できること． 

大Ẽᅪ・Ỉᅪ・ᅵተᅪな

⎔る地球ࢀでᵓᡂさ

ቃの≉ᚩについて説明

できない． 

評価項目㸰 地球⎔ቃの◚ቯ・ởᰁの

現状を学的ഃ面から

ヲ⣽に説明できること． 

地球⎔ቃの◚ቯ・ởᰁの

現状を学的ഃ面から

説明できること． 

地球⎔ቃの◚ቯ・ởᰁの

現状を学的ഃ面から

説明できない． 

評価項目㸱 学物質のࣜスクや⎔

ቃのᙳ㡪及び評価ἲ

についてཎ理やᡭἲが

ヲ⣽に説明できる． 

学物質のࣜスクや⎔

ቃのᙳ㡪及び評価ἲ

について基♏的なཎ理

やᡭἲが説明できる． 

学物質のࣜスクや⎔

ቃのᙳ㡪及び評価ἲ

について基♏的なཎ理

やᡭἲが説明できない． 

 

学科の到達目標項目との関係 

ているࡗめの視野をᣢࡓな分野の▱㆑と技⾡を理解し㸪」合的にά⏝するࠎB-4(d-1)：ᵝ۔

こと． 

○B-1(c)：ᑓ㛛分野の基♏となるෆᐜを理解していること． 

 

教育方法等 

概要 科学技⾡の進Ṍࡣᡃࠎの生άに多大な㈉⊩をࡓࡶらしてきࡓが㸪୍᪉で

㸪ࡓࡲ．ࡓる地球⎔ቃを◚ቯしてきࢀでᵓᡂさ大Ẽᅪ・Ỉᅪ・ᅵተᅪなࡣ

工業学物質による生態⣔ởᰁやࣄトのᗣにᑐするᙳ㡪ࡶ㢧在して
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いる．本ㅮ⩏でࡣ㸪こࢀら⎔ቃၥ㢟の実態を学的ഃ面から理解し㸪ࡑの

ཎᅉ・ᑐ⟇について⪃ᐹする． 

授業の進め方と 

授業内容・方法 

ᯈ書（࣡ࣃーポイントをྵむ）によるㅮ⩏により授業を進めࡲす． 

注意点 4 ᖺ時ࡲでの㛵㐃科┠の理解がపいሙ合ࡣ㸪理解度を高めて࠾くこと． 

ㅮᖌの㛵ಀ上㸪௨ୗに♧す授業ෆᐜに㛵してࡣ㡰␒が๓後することが࠶

る． 

 

授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

後期 

1 週 

地球のᵓᡂと生物ᅪ  生のᡂと生物多ᵝᛶの重要ᛶを学び㸪ࡑ

のᵓᡂの基本となる地球と生物ᅪについて理

解する． 

2 週 ே㛫と⎔ቃ㺃㣗⣊  地球⎔ቃと㣗⣊生⏘について理解する． 

3 週 
Ỉと生 ࣄトや生物の生⥔ᣢに࠾けるỈの重要ᛶを

理解する． 

4 週 
Ỉ⎔ቃとಖ全  Ỉ⎔ቃのởᰁ要ᅉやࡑのつไ体ไについて理

解する． 

5 週 
大Ẽ⎔ቃとಖ全  大Ẽ⎔ቃのởᰁ要ᅉやつไ体ไについて理解

する． 

6 週 
ᅵተ⎔ቃと生態⣔  ᅵተ⎔ቃのởᰁ要ᅉやࡑのつไ体ไについて

理解する． 

7 週 
⎔ቃࣔニࣜࢱンࢢձ ⎔ቃࣔニࣜࢱンࢢ᪉ἲの現状ついて理解す

る． 

8 週 
⎔ቃࣔニࣜࢱンࢢղ 基本的な⎔ቃࣔニࣜࢱンࢢ᪉ἲのཎ理につい

て理解する． 

9 週 後期中㛫ヨ㦂  

10 週 
ᮾ᪥本大㟈⅏をとす

る⎔ቃㄪᰝ 

⎔ቃㄪᰝの現状・᪉ἲについて実を基に理

解する． 

11 週 
学物質とබᐖ 学物質事ᨾ事やබᐖ事について理解す

る．学物質とබᐖの㛵ಀについて理解する． 

12 週 

学物質つไ・分析ἲ 学物質つไや分析ἲのኚ㑄について理解す

る．ࡓࡲ基♏的な分析のཎ理について理解す

る． 

13 週 学物質のࣜスク評価  学物質のࣜスク評価の基本的ᴫᛕとࡑの実

79



㝿について理解する． 

14 週 
学物質の生⏘と安全

⟶理  

学物質のつไ体ไについて理解する． 

15 週 学ᖺᮎヨ㦂  

16 週 テスト㏉༷と解説 

 

評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合 100      100 

基礎的能力        

専門的能力 100      100 

分野横断的能力        
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教科名 高分Ꮚ学 

 
科目基礎情報 

科目番号 5C012 科目区分 選択 

授業形式 授業 単位数 １（学修単位㸪30/45） 

開設学科 物質工学科 対象学年 ５ 

開設期 ๓期 週時限数 １ 

教科書／教材 ᩍ科書： 
クト高分Ꮚ学 機能ᛶ高分Ꮚᮦᩱの解説を中心として㸹ᐑୗᚨࣃンࢥ 

㸭୕ඹฟ∧ 
参⪃書： 
  ධ㛛 新高分Ꮚ科学㸹大⃝ၿḟ㑻㸭　⳹ᡣ 
  高分Ꮚの学㸹野༤ᕭか㸭୕ඹฟ∧ 
 ∧か㸭୕ඹฟかりやすい 高分Ꮚ学㸹Ⲩ୍㑻ࢃ  

担当者 大Ἑᖹ ⣖ྖ 

 
到達目標 

１．ప分Ꮚと高分Ꮚのᛶ質の㐪いを理解し、高分Ꮚが᭷する≉ᚩや分㢮について説明できる。 
２．高分Ꮚ重合ἲについて分㢮、≉ᚩ、᮲௳を理解し、合ᡂἲ࠾よび生ᡂする高分Ꮚのᵓ㐀

等を説明できる。 
３．高分Ꮚᮦᩱについて≉ᚩ、⏝㏵、ᛶ質を理解し、機能のᡭἲ࠾よび応⏝ᒎ㛤について

説明できる。 

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ ప分Ꮚと高分Ꮚのᛶ質

の㐪いを理解し、高分

Ꮚが᭷する≉ᚩや分㢮

についてṇしいㄒྃを

⏝いて分Ꮚレベルでṇ

確に説明できる 

高分Ꮚ重合ἲについ

て分㢮、≉ᚩ、᮲௳を

理解し、合ᡂἲ࠾よび

生ᡂする高分Ꮚのᵓ

㐀等を࠶る⛬度ṇ確

に説明できる 

ప分Ꮚと高分Ꮚのᛶ

質の㐪いを理解し、高

分Ꮚが᭷する≉ᚩや

分㢮について分Ꮚレ

ベルで説明できない 

評価項目㸰 高分Ꮚ重合ἲについて

分㢮、≉ᚩ、᮲௳を理

解し、合ᡂἲ࠾よび生

ᡂする高分Ꮚのᵓ㐀等

高分Ꮚ重合ἲについ

て分㢮、≉ᚩ、᮲௳を

理解し、合ᡂἲ࠾よび

生ᡂする高分Ꮚのᵓ

高分Ꮚ重合ἲについ

て分㢮、≉ᚩ、᮲௳を

理解し、合ᡂἲ࠾よび

生ᡂする高分Ꮚのᵓ
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をṇしい⾲現でṇ確に

説明できる 
㐀等を࠶る⛬度ṇし

く説明できる 
㐀等を説明できない 

評価項目㸱 高分Ꮚᮦᩱについて≉

ᚩ、⏝㏵、ᛶ質を理解

し、機能のᡭἲ࠾よ

び応⏝ᒎ㛤についてṇ

しい⾲現でṇ確に説明

できる 

高分Ꮚᮦᩱについて

≉ᚩ、⏝㏵、ᛶ質を理

解し、機能のᡭἲ࠾

よび応⏝ᒎ㛤につい

て࠶る⛬度ṇしく説

明できる 

高分Ꮚᮦᩱについて

≉ᚩ、⏝㏵、ᛶ質を理

解し、機能のᡭἲ࠾

よび応⏝ᒎ㛤につい

て説明できない 

 
学科の到達目標項目との関係 

 ．B-2(d-1)： ᑓ㛛分野のෆᐜを理解していること۔

 
教育方法等 

概要 ᡃࠎの身のᅇりにᏑ在するࣉラスࢳック、⧄⥔、ゴムなࡣすて高分Ꮚ

（ポࣜマー）とࢀࡤる物質でᵓᡂさࢀている。ࣉࡤ࠼ラスࢳック〇ရ

としてࡣ、スーࣃーマーࢣットなでぢらࢀるポࣜエࢳレンのໟ⣬、㟁

Ꮚレンジ⏝のࢱッࣃーᐜჾ、トレイ⏝の発Ἳスࢳロール、㣧ᩱ⏝ရの࣌ッ

ト࣎トル、㟁〇ရのᶞ⬡㢮な多くのがᣲࡆらࢀる。⧄⥔でࢼࡣイロ

ンやポࣜエステルな多くの合ᡂ⧄⥔が࠶る。ゴムでࡣ自動㌴のࢱイࣖが

௦⾲的にᣲࡆらࢀる。ࡓࡲ、自↛⏺でࡣ⤱、⨺ẟ、⥥なの天↛⧄⥔や、

✐物、ᮦᮌ、動物の⫗、⓶なࢱࡣンࣃク質やࢭルロースなの天↛の高

分Ꮚからできている。ࡓࡲ、㑇ఏሗをつかさる㑇ఏᏊࡶ᰾㓟という高

分Ꮚでᵓᡂさࢀている。このように高分Ꮚからసらࢀている物質ࡣ㠀ᖖに

多く、᪥ᖖ的に⏝さࢀている。 
 本ㅮ⩏でࡣ、このような高分Ꮚ合物の♧す≉ᚩ࠶るᛶ質や機能につい

て理解することを┠ᶆとする。 

授業の進め方と 

授業内容・方法 
ᯈ書中心 

注意点 本科┠でࡣ基♏学、᭷機学、↓機学、生物工学なの総合的な基♏

▱㆑が必要となる。 

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

๓期 

1 週 高分Ꮚの基♏（1） 高分Ꮚの୍⯡的ᛶ質について理解する 

2 週 高分Ꮚの基♏（2） 高分Ꮚの分㢮、分Ꮚᵓ㐀について理解する 

3 週 高分Ꮚの基♏（3） 高分Ꮚの分Ꮚ㔞、⇕的ᛶ質について理解する 
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4 週 高分Ꮚの基♏（4） 高分Ꮚの力学的ᛶ質、重合ἲについて理解す

る 

5 週 高分Ꮚの重合応ㄽ（1） ㏲ḟ重合で࠶る重⦰合、重加について理解

する 

6 週 高分Ꮚの重合応ㄽ（2） ㏲ḟ重合で࠶る加⦰合、㐃㙐重合で࠶るラ

ジ࢝ル重合の≉ᚩについて理解する 

7 週 高分Ꮚの重合応ㄽ（3） 㐃㙐重合で࠶るラジ࢝ル重合の㏿度ㄽ、ඹ重

合について理解する 

8 週 高分Ꮚの重合応ㄽ（4） 㐃㙐重合で࠶るࣜビンࢢ重合、㓄位重合につ

いて理解する 

9 週 高分Ꮚᮦᩱ(1) ࣉラスࢳック、⇕ྍረᛶᶞ⬡、⇕◳ᛶᶞ⬡

について、ᛶ質や⏝㏵なを理解する 

10 週 高分Ꮚᮦᩱ(2) ⧄⥔、ゴム・エラストマーなの௦⾲的な高

分Ꮚᮦᩱについて、ᛶ質や⏝㏵なを理解す

る 

11 週 機能ᛶ高分Ꮚ(1) 㟁Ꮚ・㟁Ẽᮦᩱ、ග機能ᛶᮦᩱ、フ࢛トレジ

ストᮦᩱ等の高分Ꮚᮦᩱの応⏝について理解

する 

12 週 機能ᛶ高分Ꮚ(2) ගグ㘓ᮦᩱ、⸆⏝高分Ꮚ、་⏝ᮦᩱについて、

高分Ꮚᮦᩱののような≉ᛶが応⏝さࢀてい

るのかを理解する 

13 週 高分Ꮚの分Ꮚタィ 高分Ꮚの分Ꮚタィἲについて理解する 

14 週 生体高分Ꮚ ᳜物・動物ୡ⏺の高分Ꮚ、㑇ఏሗの高分Ꮚ

について理解する 

15 週 期ᮎヨ㦂 

16 週 テスト㏉༷と解説  

 
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合 100      100 

基礎的能力        

専門的能力 100      100 

分野横断的能力        
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教科名 物理学≉ㄽ 

 
科目基礎情報 

科目番号 5C013 科目区分 選択 

授業形式 授業 単位数 １（学修単位㸪30/45） 

開設学科 物質工学科 対象学年 ５ 

開設期 後期 週時限数 １ 

教科書／教材 新しい基♏物理学：合ཎ┾（୕ඹฟ∧） 

担当者 ᮍᐃ 

 
到達目標 

１．㟁ụのᵓᡂとࡑの㉳㟁力を説明できる． 
２．ᨺᑕᛶඖ⣲のᛶ質を理解し㸪説明できる． 
３．⾲面ᙇ力を理解して㸪説明できる． 

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ 㟁ụの㉳㟁力と⇕力学

的㛵ᩘの㛵ಀを説明で

き㸪㉳㟁力やエントロ

ーኚ等のィ⟬がでࣆ

きる． 

㟁ụの㉳㟁力やエン

トロࣆーኚ等のィ

⟬ができる． 

㟁ụの㉳㟁力やエン

トロࣆーኚ等のィ

⟬ができない． 

評価項目㸰 ᨺᑕᛶඖ⣲のᛶ質を説

明できる．ࡓࡲ 13C に

よる時௦⪃ド㸪᰾分

と᰾⼥合のエࢿルࢠー

⏝について説明でき

る． 

13C による時௦⪃ド

のィ⟬ができる．ࡲ

㸪᰾応について説ࡓ

明できる． 

13C による時௦⪃ド

のィ⟬ができない．ࡲ

㸪᰾応について説ࡓ

明できない． 

評価項目㸱 ⾲面ᙇ力と⾲面の⇕力

学について理解し㸪説

明できる．ࡓࡲ㸪྾╔

等 ᘧを理解し㸪説明

できる．  

⾲面ᙇ力と྾╔等 

ᘧを説明できる． 
⾲面ᙇ力と྾╔等 

ᘧを説明できない． 
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学科の到達目標項目との関係 

 ．B-2(d-1)：ᑓ㛛分野のෆᐜを理解していること۔

 
教育方法等 

概要  物理学の分野の中からここでࡣ㟁Ẽ学㸪ᨺᑕᛶඖ⣲㸪⏺面学につ

いてㅮ⩏する． 
 ⏺面の物理学を得することが分Ꮚ生物学の◊✲にḞくことのでき

ないࡶのになࡗているので㸪⾲面現㇟を解㔘することを➨୕の┠的とす

る． 

授業の進め方と 

授業内容・方法 
 授業ࡣ基本的にㅮ⩏のᙧᘧをとるが㸪授業ෆᐜࡣ授業ィ⏬に♧す通りで

 ．る࠶

注意点 こࡲࢀでの物理学をよく理解して࠾くことが重要で࠶る． 

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

後期 

1 週 㟁Ẽ学の基本 㟁Ẽ学の基本となる㓟や㑏ඖなについ

て説明できる． 

2 週 㟁ụ 㟁ụの⾲し᪉㸪㉳㟁力㸪ࢿルンストのᘧを理解

し㸪説明できる． 

3 週 㟁ᴟ⣔ さࡲࡊࡲな㟁ᴟ⣔を理解し㸪説明できる． 

4 週 㓟㑏ඖ応 㓟㑏ඖ応のࢠブスエࢿルࢠーኚを理解

し㸪説明できる． 

5 週 実⏝㟁ụ さࡲࡊࡲな実⏝㟁ụを理解し㸪説明できる． 

6 週 ᨺᑕ⥺ ᨺᑕ⥺の✀㢮とᛶ質を説明できる 

7 週 ᨺᑕᛶඖ⣲の༙ῶ期 ᨺᑕᛶඖ⣲の༙ῶ期と安ᐃᛶを説明できる． 

8 週 中㛫ヨ㦂  
9 週 ᨺᑕ⥺ඖ⣲によるᖺ௦

 ᐃ 
ᖺ௦ ᐃのとして㸪13C による時௦⪃ドがで

きる． 

10 週 ᰾分と᰾⼥合 ᰾分と᰾⼥合のエࢿルࢠー⏝を説明でき

る． 

11 週 ⾲面ᙇ力 ࣖン̿ࢢラࣉラスのᘧ等を⏝いて⾲面ᙇ力を

理解し㸪説明できる． 

12 週 ẟ⟶現㇟ ẟ⟶現㇟を理解し㸪説明できる． 

13 週 ⾲面の⇕力学 ࢠブスのᘧを⏝いて⾲面の⇕力学を理解し㸪説

明できる． 
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14 週 ྾╔等 ᘧ ランࢢミュアの྾╔等 ᘧを理解し㸪説明でき

る． 

15 週 期ᮎヨ㦂 

16 週 テスト㏉༷と解説  

 
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合 100      100 

基礎的能力        

専門的能力 100      100 

分野横断的能力        
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教科名 分析学≉ㄽ 

 
科目基礎情報 

科目番号 5C014 科目区分 選択 

授業形式 授業 単位数 １（学修単位㸪30/45） 

開設学科 物質工学科 対象学年 ４ 

開設期 ๓期 週時限数 １ 

教科書／教材 2 ᖺḟに⏝していࡓ分析学のᩍ科書 
㓄ࣜࣉント 

担当者 ⏣中 Ὀᙪ 

 
到達目標 

１．⃰度のィ⟬ができる。 
２．⁐ᾮの pH ィ⟬ができる。 
３．㓟ሷ基ᖹ⾮㸪㘒ᙧᡂᖹ⾮㸪⁐解ᖹ⾮࠾よび㓟㑏ඖᖹ⾮からなる⁐ᾮෆ学ᖹ⾮を説明

できる。 

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ ⃰度のィ⟬ができ㸪単

位⟬なࡶ応⏝して

できる。 

⃰度のィ⟬ができる。 ⃰度のィ⟬ができな

い。 

評価項目㸰 ᙉ㟁解質・ᙅ㟁解質㸪

⦆⾪⁐ᾮ㸪ࢀࡒࢀࡑの

⁐ᾮの pH ィ⟬ができ

る。 

⁐ᾮの pH ィ⟬がで

きる。 
⁐ᾮの pH ィ⟬がで

きない。 

評価項目㸱 学応のをᣲࡆ

て㸪㓟ሷ基ᖹ⾮㸪㘒ᙧ

ᡂᖹ⾮㸪⁐解ᖹ⾮࠾よ

び㓟㑏ඖᖹ⾮からな

る⁐ᾮෆ学ᖹ⾮を説

明できる。 

㓟ሷ基ᖹ⾮㸪㘒ᙧᡂᖹ

⾮㸪⁐解ᖹ⾮࠾よび㓟

㑏ඖᖹ⾮からなる

⁐ᾮෆ学ᖹ⾮を説

明できる。 

㓟ሷ基ᖹ⾮㸪㘒ᙧᡂᖹ

⾮㸪⁐解ᖹ⾮࠾よび㓟

㑏ඖᖹ⾮からなる

⁐ᾮෆ学ᖹ⾮を説

明できない。 

 
学科の到達目標項目との関係 
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 ．B-2(d-1)：ᑓ㛛分野のෆᐜを理解していること۔

 
教育方法等 

概要 分析学の基♏となる㓟ሷ基ᖹ⾮、㘒ᙧᡂᖹ⾮、⁐解ᖹ⾮、㓟㑏ඖᖹ

⾮を応⏝して、学工業のࣉロࢭスタィに⏝し得る⁐ᾮෆ学ᖹ⾮につ

いて理解を῝める。ࡑこで㸪本授業で２ࡣᖺ生で学ࡔࢇ分析学を発ᒎさ

大学ࡓࡏ 1㸪2 生レベルの分析学を理解することを┠的とする。≉に⁐

ᾮෆ応に基࡙く分析ἲについて理解を῝める。すなࡕࢃ㸪⁐ᾮෆ学ᖹ

⾮のᴫᛕ㸪ྛ✀学ᖹ⾮とࡑの分析学の応⏝について理解を῝める。 

授業の進め方と 

授業内容・方法 
ィ⟬ၥ㢟を解くことで理解を῝めてࡶらいࡓい。ࡑのࡓめにレポートや₇

習ၥ㢟をㄢす。 

注意点 㛵ᩘ㟁卓をẖᅇᣢ参すること。 

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

๓期 

or 

後期 

1 週 㓟ሷ基ᖹ⾮の基♏ 㓟ሷ基ᖹ⾮の基♏を理解できる。 

2 週 Ỉ⁐ᾮ中の㓟ሷ基応 Ỉ⁐ᾮ中の㓟࠾よびሷ基の解㞳応を理解で

きる。 

3 週 pH による学✀の分ᕸ 㓟࠾よびሷ基の pH による学✀の分ᕸを理

解できる。 

4 週 ⁐解ᖹ⾮の基♏ ⁐解ᖹ⾮の基♏を理解できる。 

5 週 ⁐解ᖹ⾮の pH のຠ果 ⁐解ᖹ⾮に࠾ける pH のຠ果を理解できる。 

6 週 㓟㑏ඖᖹ⾮の基♏ 㓟㑏ඖᖹ⾮の基♏を理解できる 

7 週 㓟㑏ඖᖹ⾮の pHのຠ

果 
㓟㑏ඖᖹ⾮に࠾ける pH のຠ果を理解でき

る 

8 週 㓟㑏ඖᖹ⾮と⁐解ᖹ

⾮ 
㓟㑏ඖᖹ⾮と⁐解ᖹ⾮を理解できる 

9 週 㘒ᙧᡂᖹ⾮の基♏ 㘒ᙧᡂᖹ⾮の基♏を理解できる 

10 週 㓄位Ꮚ⃰度による㘒イ

 ンの分ᕸ࢜
㘒ᙧᡂᖹ⾮に࠾ける㓄位Ꮚ⃰度と㘒イ࢜ンの

⃰度分ᕸを理解できる 

11 週 応ಀᩘと᮲௳生ᡂ

ᐃᩘ 
㘒ᙧᡂᖹ⾮と⁐解ᖹ⾮を理解できる 

12 週 ࢟レートᐃ ࢟レートᐃを理解できる 

13 週 㓟㑏ඖᖹ⾮と㘒ᙧᡂ 㘒ᙧᡂᖹ⾮と㓟㑏ඖᖹ⾮を理解できる 

14 週 ⁐解ᖹ⾮と㘒ᙧᡂ 㘒ᙧᡂᖹ⾮に࠾ける pH ຠ果を理解できる 
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15 週 期ᮎヨ㦂 

16 週 テスト㏉༷と解説  

 
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合 80     20 100 

基礎的能力 40     10 50 

専門的能力 20     5 25 

分野横断的能力 20     5 25 
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教科名 学ᕤ学≉ㄽ 

 

科目基礎情報 

科目番号 5C015 科目区分 選択 

授業形式 授業 単位数 １（学修単位㸪30/45） 

開設学科 物質工学科 対象学年 ５ 

開設期 ๓期 週時限数 １ 

教科書／教材 ࢣࠕミ࢝ルエンジニアࣜンࢢ㸫ክを実現できる工学㸫 㸹ࠖ学工学┘修㸪

ᶫ本⦅㸭ᇵ㢼館 

学工学㸫解説と習ࠕ 㸹ࠖ学工学⦅㸭ᮅ書店 

ᶆ‽学工学ࠕ 㸹ࠖᯇ本㐨明㸪 4 ྡⴭ㸭学ྠே 

ス工学ࢭロࣉ学ࠕ 㸹ࠖᑠ野ᮌඞ明㸪 3 ྡඹⴭ㸭　⳹ᡣ 

担当者 ㏆⸨ ‶ 

 

到達目標 

１．྾╔㸪ゐ፹㸪ᬗ析㸪Ẽᾮ・ᅛᾮ分㞳等のྛ✀単位᧯సについて理解できる。 

２．ྛ✀単位᧯సを組ࡳ㎸ࡔࢇ工業ࣉロࢭスに࠾ける物質ᨭ㸪エࢿルࢠーᨭの基本的ᤊ

 。᪉について理解できる࠼

３．基本的ࣉロࢭスに࠾ける⤒῭的な視Ⅼでの評価について理解できる。 

 

評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベルの

目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１  ྾╔㸪ゐ፹㸪ᬗ析㸪Ẽ

ᾮ・ᅛᾮ分㞳等のྛ✀単

位᧯సについて理解で

き㸪ヲ⣽に説明すること

ができる 

 ྾╔㸪ゐ፹㸪ᬗ析㸪Ẽ

ᾮ・ᅛᾮ分㞳等のྛ✀単

位᧯సについて理解で

きる 

 ྾╔㸪ゐ፹㸪ᬗ析㸪Ẽ

ᾮ・ᅛᾮ分㞳等のྛ✀単

位᧯సについて理解で

きない 

評価項目㸰  ྛ✀単位᧯సを組ࡳ

㎸ࡔࢇ工業ࣉロࢭスに

ルࢿける物質ᨭ㸪エ࠾

࠼ーᨭの基本的ᤊࢠ

᪉について理解でき㸪ヲ

⣽に説明することがで

きる 

 ྛ✀単位᧯సを組ࡳ

㎸ࡔࢇ工業ࣉロࢭスに

ルࢿける物質ᨭ㸪エ࠾

࠼ーᨭの基本的ᤊࢠ

᪉について理解できる 

 ྛ✀単位᧯సを組ࡳ

㎸ࡔࢇ工業ࣉロࢭスに

ルࢿける物質ᨭ㸪エ࠾

࠼ーᨭの基本的ᤊࢠ

᪉について理解できな

い 

評価項目㸱  基本的ࣉロࢭスに࠾

ける⤒῭的な視Ⅼでの

評価について理解でき㸪

ヲ⣽に説明することが

できる 

 基本的ࣉロࢭスに࠾

ける⤒῭的な視Ⅼでの

評価について理解でき

る 

 基本的ࣉロࢭスに࠾

ける⤒῭的な視Ⅼでの

評価について理解でき

ない 
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学科の到達目標項目との関係 

 ．B-2(d-1)：ᑓ㛛分野のෆᐜを理解していること۔

 

教育方法等 

概要 ４ᖺḟࡲでに履修しࡓ学工学の▱㆑をより実践的なレベルࡲで高め㸪

実㝿の学工業の分野や⎔ቃಖ全技⾡分野㸪さらに᪥ᖖ生άで⏝してい

るྛ✀〇ရに࠾いて学工学の▱㆑がのようにά⏝さࢀているかを理

解する。≉に㸪物質ᨭ㸪エࢿルࢠーᨭのᤊ࠼᪉㸪ならびにᖹ⾮㛵ಀと

㏿度的ᤊ࠼᪉㸪さらに⤒῭的な視Ⅼでの解析ᡭἲの基本をしࡗかりと理解

する。ࡓࡲ㸪┠的とする〇ရをຠ率よく生⏘するࡓめにල体的な生⏘ࣉロ

ているかを理解する。さらに㸪┠的とするࢀのような工ኵがなさスでࢭ

ရ質の〇ရを生⏘する上で」ᩘの単位᧯సの組ࡳ合ࡏࢃの᪉によࡗて

生⏘ຠ率や⤒῭ᛶが␗なࡗてくることについてࡶ理解・認㆑する。 

授業の進め方と 

授業内容・方法 

ᯈ書によるㅮ⩏㸪₇習により授業を進めࡲす。全体を通して学工業分

野での学工学的▱㆑の重要ᛶを認㆑さࡏることに重Ⅼを⨨きࡲす。 

注意点 ４ᖺḟࡲでに履修しࡓ学工学Ϩ㸪ϩのෆᐜについてࡣ時㛫እにྛ自

習し㸪本授業のண習ととࡶに㸪明Ⅼを明確にして授業にฟᖍすること。 

 

授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

๓期 

1 週 
学工学のᴫ要 学工学の┠的と学ၥ的位⨨࡙け㸪ならびに

♫に࠾けるᙺを理解する。 

2 週 

学応᧯సに࠾ける

 応 ჾ と ゐ ፹ の ᙺ 

（１） 

ᅛ体ゐ፹を⏝いるᅛᐃᒙᆺ応ჾとὶ動ᒙᆺ

応ჾならびにᵴᆺ応ჾの㐪いと≉ᚩにつ

いて理解する。 

3 週 

学応᧯సに࠾ける

 応 ჾ と ゐ ፹ の ᙺ 

（２） 

ྛ応ჾの௦⾲的ල体とࡑの≉ᚩを理解す

る。 

4 週 

物質の分㞳（１） 学工業ࣉロࢭスに࠾いて⏝さࢀている௦

⾲的な分㞳᧯సのᙺと分㞳᧯సの基本を理

解する。 

5 週 

物質の分㞳（２） ⎔ቃಖ全技⾡に࠾いて⏝さࢀている௦⾲的

な分㞳᧯సのᙺと分㞳᧯సのヲ⣽を理解す

る。 

6 週 
エࢿルࢠーのὶࢀと᭷

ຠ⏝（１） 

を理解すࢀーのὶࢠルࢿスの中のエࢭロࣉ

る。 
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7 週 
エࢿルࢠーのὶࢀと᭷

ຠ⏝（２） 

基本的なエࢿルࢠーᨭのィ⟬ἲについて理

解する。 

8 週 ࠙๓期中㛫ヨ㦂ࠚ  

9 週 学ࣉロࢭス（１） 学ࣉロࢭスのᵓᡂを理解する。 

10 週 
学ࣉロࢭス（２） ࣉロࢭスタィと運㌿⟶理の基本を理解・ά⏝

できるようになる。 

11 週 
事⤂（１） ◊✲ᐊでのᡂ果を実♫に㐺⏝できる技⾡に

発ᒎさࡏていく㐣⛬について理解する。 

12 週 
事⤂（２） 㐺⏝ẁ㝵で重要となる技⾡的ならびに⤒῭的

視Ⅼでの᳨ウ㡯┠について理解する。 

13 週 
 学 工 学の ᑗ ᮶ᒎ ᮃ

（１） 

ே㢮♫のᮍ᮶にᑐして必要となる㡯┠につ

いて理解する。 

14 週 
 学 工 学 の ᑗ ᮶ ᒎ ᮃ

（２） 

ᑗ᮶㸪学工学がのような㈉⊩をできるか

について理解する。 

15 週 ࠙๓期ᮎヨ㦂ࠚ  

16 週 テスト㏉༷と解説 

 

評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合 100      100 

基礎的能力        

専門的能力 100      100 

分野横断的能力        
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教科名 㣗ရ工学 

 

科目基礎情報 

科目番号 5C016 科目区分 選択 

授業形式 授業 単位数 １（学修単位㸪30/45） 

開設学科 物質工学科 対象学年 ５ 

開設期 ๓期 週時限数 １ 

教科書／教材 ࣜࣉント㓄 

担当者 ฟཱྀ ᬛ 

 

到達目標 

１．㣗ရのᰤ㣴及び生体の機能について理解する． 

２．㣗ရ加工のཎ理（学的㸪物理的㸪生学的な᧯స）について理解する． 

３．㣗ရのᝏኚ㸪ಖᏑἲのཎ理について理解する． 

 

評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベル

の目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ 㣗ရのᰤ㣴及び生体

の機能についてヲ

⣽に説明できること． 

㣗ရのᰤ㣴及び生体

の機能について説

明できること． 

㣗ရのᰤ㣴及び生体

の機能について説

明できない． 

評価項目㸰 㣗ရ加工のཎ理につ

いて学と㛵㐃け

ヲ⣽に説明できるこ

と． 

㣗ရ加工のཎ理につ

いて説明できること． 

㣗ရ加工のཎ理につ

いて説明できない． 

評価項目㸱 㣗ရのᝏኚ㸪ಖᏑἲの

ཎ理についてヲ⣽に

説明できること． 

㣗ရのᝏኚ㸪ಖᏑἲの

ཎ理について説明で

きること． 

㣗ရのᝏኚ㸪ಖᏑἲの

ཎ理について説明で

きない． 

 

学科の到達目標項目との関係 

 ．B-2(d-1)：ᑓ㛛分野のෆᐜを理解していること۔

 

教育方法等 

概要  生物が生きていくう࠼でࠕ㣗ࠖࡣ重要で࠶る．ே㛫ࡣእ㒊から㣗物を㣗

事として体ෆに取りධࢀ㸪エࢿルࢠーやᰤ㣴ᡂ分を得ている．加工㣗ရ࠾

よびࡑの㣗ရ⣲ᮦࡣ加工㸪ὶ通㸪㈍なの㛫にᚤ生物㸪自らのᣢつ㓝⣲

άᛶ㸪ᡂ分㛫による学応等によࡗてရ質ຎが㉳こるࡓめ㸪〇ရの安

全で安ᐃしࡓ౪⤥のࡓめにࡣ加工ἲやಖᏑἲが重要となる．㣗ရ〇㐀でࡣ
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さࡲࡊࡲな学分㞳やᢳฟなのᡭἲࡶ取りධࢀらࢀている．㣗ရ工学で

㸪㣗ရのᣢつᰤ㣴やస⏝について理解でき㸪࠼⪄㣗ရを加工する意⩏をࡣ

ே㛫の生άをᨭ࠼る㣗ရの加工の᧯స・技⾡ࡓࡲ㸪安全ᛶの高い㣗ရをస

りฟすࡓめ技⾡や理ㄽが理解できることが重要で࠶る．ࡓࡲ㸪㣗の安全を

Ᏺるࡓめのἲつไやシステムについてࡶ理解できるようにする． 

授業の進め方と 

授業内容・方法 

ㅮ⩏を中心に授業を進める。 

注意点 㣗ရ工学でࡣこࡲࢀでにの科┠で習得しࡓ学や生物の▱㆑や技⾡が

応⏝さࢀているࡓめ㸪こࡲࢀでに履修しࡓ科┠について理解度を高めて࠾

くこと． 

 

授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

後期 

1 週 
シラバス説明 

㣗ရ工学の┠的 

㣗ရが本᮶ᣢࡗている意⩏㸪≉ᛶを理解し㸪

㣗ရを加工する┠的を理解する． 

2 週 
㣗ရの୍ḟ機能 㣗ရの୍ḟ機能（ᰤ㣴ᡂ分）について理解す

る． 

3 週 
㣗ရのḟ機能 㣗ရのḟ機能（Ⴔዲᡂ分）について理解す

る． 

4 週 
㣗ရの୕ḟ機能 㣗ရの୕ḟ機能（生体ㄪ⠇機能ᛶᡂ分）につ

いて理解する． 

5 週 
ಖ機能㣗ရについて ಖ機能㣗ရについて㸪✀㢮㸪ไ度を理解す

る． 

6 週 
ရ質のつ᱁と⾲♧ไ

度 

JASや㣗ရ⾨生ἲなの㣗ရのရ質に㛵する

つ᱁や⾲♧について理解する． 

7 週 
HACCP 及び ISO HACCP 及び ISOのไ度を基に㣗ရの安全⟶理

について理解する． 

8 週 
㣗ရ加工の᧯సϨ 㣗ရ加工の᧯స（学的᧯స㸪物理的᧯స）

について理解する． 

9 週 後期中㛫ヨ㦂  

10 週 

テスト㏉༷ 

㣗ရ加工の᧯సϩ 

中㛫テストの⠊ᅖのෆᐜで理解㊊でࡓࡗ࠶

とこࢁ（テストで明確さࡓࢀとこࢁ）のෆ

ᐜをṇ確に理解する． 

㣗ရ加工の᧯స（生物的᧯స㸪ໟ技⾡）に

ついて理解する． 

11 週 㣗ရのရ質ຎとࡑの 㣗ရのရ質ຎの✀㢮とཎᅉと理解する． 
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ཎᅉ 

12 週 
ᚤ生物による㣗ရのᝏ

ኚ 

ᚤ生物の生育≉ᛶを理解し㸪⭉ᩋや㣗中ẘに

ついて理解する． 

13 週 
㣗ရのẅ⳦ἲ ⇕㸪pHなᵝࠎな᧯సを応⏝しࡓᚤ生物のẅ

⳦᪉ἲについて理解する． 

14 週 
㣗ရのಖᏑ ᵝࠎなᡭẁによる㣗ရのಖᏑ᪉ἲについて理

解する． 

15 週 期ᮎヨ㦂 

16 週 テスト㏉༷と解説 期ᮎテストの⠊ᅖのෆᐜで理解㊊でࡓࡗ࠶

とこࢁ（テストで明確さࡓࢀとこࢁ）のෆ

ᐜをṇ確に理解する． 

 

評価割合 

 ヨ㦂 発⾲ ┦互評価 態度 ポート 

フ࢛࢜ࣜ 

 の 合ィࡑ

総合評価合 100      100 

基♏的能力        

ᑓ㛛的能力 100      100 

分野ᶓ᩿的能力        
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教科名 生物㈨※工学 

 
科目基礎情報 

科目番号 5C017 科目区分 選択 

授業形式 授業 単位数 １（学修単位㸪30/45） 

開設学科 物質工学科 対象学年 ５ 

開設期 後期 週時限数 ２ 

教科書／教材 ࣜࣉント㓄 

担当者 ᑠᯘ ṇᖾ 

 
到達目標 

１．生物をᵓᡂする分ᏊとỈの基本的ᛶ質について説明できる． 
２．㓝⣲をྵむ応機ᵓを理解し㸪説明できる． 
３．ᮌ質バイ࢜マスについて理解し㸪説明できる． 

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ 生物をᵓᡂする分Ꮚの

基本的ᛶ質について説

明でき㸪Ỉ分Ꮚのᙺ

を説明できる． 

生物をᵓᡂする分Ꮚ

の基本的ᛶ質につい

て説明できる． 

生物をᵓᡂする分Ꮚ

の基本的ᛶ質につい

て説明できない． 

評価項目㸰 ࣜンࢹマンの基本的

応機ᵓと㜼ᐖをྵむ

㓝⣲の応機ᵓを理解

し㸪説明できる． 

ࣜンࢹマンの基本的

応機ᵓと㓝⣲をྵ

む応機ᵓを理解し㸪

説明できる． 

ࣜンࢹマンの基本的

応機ᵓを説明でき

ない．ࡶしくࡣ㓝⣲を

ྵむ応機ᵓを説明

でない． 

評価項目㸱 ᮌ質バイ࢜マスについ

て基本的ᛶ質を理解

し㸪説明できる．ࡓࡲ㸪

の応⏝について説明ࡑ

できる． 

ᮌ質バイ࢜マスにつ

いて基本的ᛶ質を理

解し㸪説明できる． 

ᮌ質バイ࢜マスの基

本的ᛶ質を説明でき

ない． 

 
学科の到達目標項目との関係 

 ．B-2(d-1)：ᑓ㛛分野のෆᐜを理解していること۔
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教育方法等 

概要 学と工業の発ᒎにより㸪ே㢮ࡣ生άやᩥ等の分野で大きなᜠᜨをཷ

けてきࡓ．しかし㸪学と工業の発ᒎをᨭ࠼てきࡓエࢿルࢠー※で࠶り㸪

多くの〇ရのཎᩱとなる▼Ἔ㈨※について㸪⎔ቃ◚ቯや地球 ᬮ等の㈇

のഃ面や㸪⏘ฟ㔞のῶᑡな㸪ᵝࠎなၥ㢟が㢧在しつつ࠶る．このよう

な⫼ᬒの中で㸪生⏘ྍ能な㈨※で࠶る生物㈨※の重要ᛶࡣ後ࡲすࡲす

大きくなるとᛮࢀࢃる． 

 生物㈨※とࡣᮌ質㈨※やἜ⣊㈨※㸪ᵝࠎな生体⏤᮶のᢠ生物質なが࠶

り㸪こࢀらを⏝いࡓ新ࡓな技⾡や⏘業が᳨ウさࢀている．ここでࡣ㸪生物

㈨※を⏝いࡓ新⣲ᮦ㸪新⣲ᮦ㸪新技⾡の㛤発のᴫ␎を学び㸪ࡑの重要ᛶ

を理解することを┠ᶆとする． 

授業の進め方と 

授業内容・方法 
授業ࡣ基本的にㅮ⩏のᙧᘧをとるが㸪授業ෆᐜࡣ授業ィ⏬に♧す通りで

 ．る࠶

注意点 こࡲࢀでの生物工学㛵㐃の科┠をよく理解して࠾くことが重要で࠶る． 

 
授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

๓期 

1 週 生の分Ꮚㄽ理 生物ࠎ✀ࡣの分Ꮚが௵意に㞟合することによ

ている．こࡗࡶない≉ูのᛶ質をࢀさ♧ࡣてࡗ

 ．らの生物のㅖᛶ質について説明できるࢀ

2 週 生体分Ꮚ 生体分Ꮚをᨭ㓄している主な学ཎ理を理解

し㸪説明できる． 

3 週 Ỉと生体分Ꮚとの㛵ಀ Ỉ分Ꮚとࡑのイ࢜ン生ᡂ物ࡣ㸪㓝⣲やのࢱ

ンࣃク質㸪᰾㓟㸪⬡質をྵむすての⣽⬊ᡂ分

のᵓ㐀やᛶ質に大きくᙳ㡪することを説明で

きる． 

4 週 ࣜンࢹマン機ᵓ 学応に࠾けるࣜンࢹマンの応機ᵓを理

解し㸪説明できる． 

5 週 㓝⣲応 㓝⣲応機ᵓを理解し㸪説明できる． 

6 週 㓝⣲応と㜼ᐖ 㓝⣲応に㜼ᐖがᏑ在するሙ合の応機ᵓ

を説明できる 

7 週 バイ࢜マス バイ࢜マスの分㢮㸪≉ᚩ㸪ᵓᡂᡂ分について説

明できる． 

8 週 中㛫ヨ㦂  
9 週 Ⅳ⣲ᅛᐃ バイ࢜マスのⅣ⣲ᅛᐃ㔞や発⇕㔞をィ⟬する

ことができる． 
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10 週 ᮌ質バイ࢜マス ᮌᮦのᮌ質バイ࢜マスとしての⏝を理解し㸪

説明できる． 

11 週 ᮌᮦᡂ分の分㞳 ᮌᮦᵓᡂᡂ分の分㞳ࣉロࢭスについて説明で

きる． 

12 週 㓟によるᮌᮦ⢾ 㓟を⏝いࡓᮌᮦ⢾技⾡について説明できる 

13 週 㓝⣲によるᮌᮦ⢾ 㓝⣲を⏝いࡓᮌᮦ⢾技⾡について説明でき

る． 

14 週 ᮌᮦ学工業 ᳃ᯘ㈨※による▼㈨※௦᭰について説明で

きる 

15 週 期ᮎヨ㦂 

16 週 テスト㏉༷と解説  

 
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合 100      100 

基礎的能力        

専門的能力 100      100 

分野横断的能力        
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教科名 エࢿルࢠー工学 

 
科目基礎情報 

科目番号 5C018 科目区分 選択 

授業形式 授業 単位数 １（学修単位㸪30/45）  

開設学科 物質工学科 対象学年 ５ 

開設期 ๓期 週時限数 １ 

教科書／教材 ㈨※・エࢿルࢠー工学要ㄽ㸹ୡⰋ 力ⴭ㸭ᮾி学ྠே 

担当者 ᐑ本 ಙ明 

 
到達目標 

１．エࢿルࢠーに㛵する基♏▱㆑を理解できる． 
２．エࢿルࢠーに㛵する現状とၥ㢟Ⅼについて説明できる．  

 
評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ エࢿルࢠーに㛵する基

♏▱㆑を༑分に理解で

きる． 

エࢿルࢠーに㛵する

基♏▱㆑を理解でき

る． 

エࢿルࢠーに㛵する

基♏▱㆑を理解でき

ない． 

評価項目㸰 エࢿルࢠーに㛵する現

状とၥ㢟Ⅼについてヲ

⣽に説明できる． 

エࢿルࢠーに㛵する

現状とၥ㢟Ⅼについ

て説明できる． 

エࢿルࢠーに㛵する

現状とၥ㢟Ⅼについ

て説明できない． 

 
学科の到達目標項目との関係 

 ．B-2(㹢-1)：ᑓ㛛分野のෆᐜを理解していること۔

 
教育方法等 

概要 現௦♫に࠾ける,エࢿルࢠー※の確ಖとಖ全について理解を῝め,㈨

※・エࢿルࢠー・⎔ቃの㛵㐃ᛶについて学ࡪ． 

授業の進め方と 

授業内容・方法 
ᩍ科書に㍕ࡗている基本的なෆᐜを説明しࡓ後㸪最新の新⪺グ事やニュー

スなを⤂する．必要に応じて㸪ཷㅮ⪅に意ぢをゝࡗてࡶらう．⯆や

㛵心をᣢࡗてࡶらう授業にする． 

注意点 新⪺や㞧ㄅ、TVのニュースで取り上ࡆらࢀるエࢿルࢠーに㛵するሗに㛵

心をᣢࡕ㸪エࢿルࢠーと♫の㛵ࢃりについて༑分ὀ意をᡶうことが大ษ

で࠶る．最⤊ᡂ⦼ࡣ後期2ᅇのヨ㦂のᖹᆒⅬࡔけで⟬ฟする． 
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授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

๓期 

1 週 エࢿルࢠーの基♏１ 
エࢿルࢠーに㛵する基♏的事㡯を説明できる． 

エࢿルࢠー㈨※のᴫἣについて理解できる． 

2 週 
エࢿルࢠーの基♏２ 

ୡ⏺のエࢿルࢠーၥ㢟の現状࠾よびᑗ᮶につ

いて説明できる． 

᪥本のエࢿルࢠーၥ㢟について説明できる． 

3 週 
▼エࢿルࢠー１ 

▼エࢿルࢠーの基本事㡯を説明できる． 

▼Ⅳと▼Ἔの▼エࢿルࢠーの実態について

理解できる． 

4 週 
▼エࢿルࢠー２ 

天↛࢞ス㸪シ࢙ール࢜イルなの▼エࢿルࢠ

ーの実態について説明できる． 

▼エࢿルࢠーのၥ㢟Ⅼを理解できる． 

5 週 㟁Ẽエࢿルࢠー１ 
発㟁システムの基本事㡯を理解できる． 

ྛᅜの㟁力事について理解できる． 

6 週 㟁Ẽエࢿルࢠー２ 
⇞ᩱ㟁ụの現状とၥ㢟Ⅼを理解できる． 

㟁力自⏤について説明できる． 

7 週 習と₇習 
ࡲでの習と㐣ཤのヨ㦂ၥ㢟を解⟅し㸪ࡲ

でのෆᐜを理解できる． 

8 週 ࠙後期中㛫ヨ㦂ࠚ  

9 週 
自↛エࢿルࢠー１ 

自↛エࢿルࢠーの基本事㡯を理解できる． 

Ỉ力㸪地⇕㸪ኴ㝧エࢿルࢠーの現状とၥ㢟Ⅼを

説明できる． 

10 週 
自↛エࢿルࢠー２ 

㢼力㸪バイ࢜マス㸪ࡑの新エࢿルࢠーの現状

とၥ㢟Ⅼを説明できる． 

自↛エࢿルࢠーのᑗ᮶を説明できる． 

11 週 ᰾エࢿルࢠー１ 
ཎᏊ力発㟁の基本事㡯を理解できる． 

ཎᏊ力発㟁の現状とㄢ㢟について説明できる． 

12 週 
᰾エࢿルࢠー２ 

᰾⇞ᩱサイクルと᰾ᗫᲠ物ฎ理の現状とၥ㢟

Ⅼを理解できる． 

᰾の最⤊ฎ分について説明できる． 

13 週 
┬エࢿルࢠー１ 

┬エࢿの基本事㡯を理解できる． 

エࢿルࢠー生⏘ຠ率の向上㸪エࢿルࢠーのᅇ

⏝について現状とㄢ㢟を説明できる． 

14 週 
┬エࢿルࢠー２ 

ᡃがᅜの┬エࢿの実⦼とၥ㢟Ⅼを理解できる． 

身㏆なとこࢁでの┬エࢿの必要ᛶなを説明

できる．  

15 週 期ᮎヨ㦂 

16 週 テスト㏉༷と解説  

 
評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合 100      100 

基礎的能力        

100



専門的能力 100      100 

分野横断的能力        
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ᩍ⛉ྡ 機能材料工学Ⅱ 

 

科目基礎情報 

科目番号 5C019 ⛉┠༊ศ 選択 

授業形式 授業 ༢ᩘ ２（学修単位㸪15/45） 

開設学科 物質工学科（物質ࢥース） ᑐ㇟Ꮫᖺ ５ 

開設期 ๓期 㐌㝈ᩘ １ 

教科書／教材 新⣲ᮦ１(㔠ᒓᮦᩱ)㸹ᨺ㏦ᩍ育㛤発ࢭンࢱー㸭ビ࢜ࢹᩍᮦ㸹全ᅜ高ᑓのᮦᩱ

⣔ᩍဨでసᡂ 

担当者 ᕝ℩ Ⰻ୍ 

 

到達目標 

１ 物理や学の▱㆑をࡶとに㸪機能ᮦᩱの≉ᛶとࡑの機能の発現ཎ理について説明できる。 

２ いくつかの機能ᮦᩱの⏝᪉ἲについて説明できる。 

３ 機能ᮦᩱの≉ᛶを㋃࠼ࡲ㸪〇ရの応⏝を⪃できる。 

 

評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベル

の目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ 学習しࡓ機能ᮦᩱの

≉ᛶとࡑの機能の発

現ཎ理についてヲ⣽

に説明できる。 

いくつかの機能ᮦᩱ

の≉ᛶとࡑの機能の

発現ཎ理について説

明できる。 

機能ᮦᩱの≉ᛶとࡑ

の機能の発現ཎ理に

ついて説明できない。 

評価項目㸰 いくつかの機能ᮦᩱ

の⏝᪉ἲについて

ၥ㢟Ⅼやᑗ᮶ᒎᮃを

ྵめて説明できる。 

いくつかの機能ᮦᩱ

の⏝᪉ἲについて

説明できる。 

機能ᮦᩱの⏝᪉ἲ

について説明できな

い。 

評価項目㸱 機能ᮦᩱの≉ᛶを㋃

〇ရの応⏝ࡓ࠼ࡲ

を⪃でき、応⏝に࠶

のࡑ、てのၥ㢟Ⅼࡗࡓ

ၥ㢟Ⅼを解Ỵするࡓ

めに必要な事㡯をᣦ

できる。 

機能ᮦᩱの≉ᛶを㋃

〇ရの応⏝ࡓ࠼ࡲ

を⪃できる。 

機能ᮦᩱを⏝いࡓ〇

ရの応⏝を⪃で

きない。 

 

学科の到達目標項目との関係 

 ．B-2(d-1)：ᑓ㛛分野のෆᐜを理解していること۔

○A-3(f)：㐺ษかつにㄞ解・⾲現ができること． 

○B-4(d-1)：ᵝࠎな分野の▱㆑と技⾡を理解し㸪」合的にά⏝するࡓめの視野をᣢࡗている

こと． 
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教育方法等 

概要  ᮦᩱࡣ㔠ᒓᮦᩱ、ࢭラミックᮦᩱ、高分Ꮚᮦᩱ࠾よびࢀࡑらの」合ᮦᩱ

に大ูさࢀる。≉に、㔠ᒓᮦᩱࡣ㖡の⢭⦎からጞࡲり、㕲の⢭㘐なによ

り自↛⏺からసりฟさࢀ、ே㢮の進Ṍにⴭしく㈉⊩してきࡓ。すなࡕࢃ、

㔠ᒓᮦᩱࡣのᮦᩱに比て加工ᛶがⰋく、㟁Ẽや⇕のⰋᑟ体で࠶り、合

㔠にすることによࡗてⴭしくᛶ質が向上することなの≉ᚩをᣢࡗて࠾

り、ே㢮の最ࡶ⏝し᫆いᮦᩱで࠶る。物質工学⣔技⾡⪅にࡣ㔠ᒓᮦᩱを

㛤発࠾よび生⏘する能力、࠶るいࡣ、㔠ᒓᮦᩱを応⏝して物質を〇㐀する

能力が要ồさࢀる。本授業で㔠ᒓᮦᩱの基♏的な▱㆑࠾よび先➃機能ᮦᩱ

をビ࢜ࢹᩍᮦで学び、༞業後、物質工学⣔技⾡⪅として事をしていく上

で必要な基♏能力を㣴う。  

授業の進め方と 

授業内容・方法 

 学生ࡣ授業中にビ࢜ࢹᩍᮦ࠾よびᩍဨの⿵㊊説明によりࣀートをసᡂ

し、ࡑのࣀートࡣ授業ẖにᅇ・㓄し、ヨ㦂にᣢࡕ㎸ࡳをチྍする。ᩍ

科書ࡣ授業እのண習࠾よび習に⏝し、授業中ࡣᣢࡕ㎸ࡲない。この授

業᪉ἲにより、ண習の重要ᛶと重要な㒊分をすࡤやく࣓ࣔする能力を修得

する。こࢀより、♫に࠾いて事を進めて行く上にࡣ、ண習が最ࡶ重要

で࠶ることを認㆑する。ࡓࡲ、学ࡔࢇ先➃機能ᮦᩱを応⏝しࡓ〇ရを⪃

し、ࣉレࢮンテーシࣙンを行うことによࡗて、᪥本ㄒによるࢥミュニࢣー

シࣙン・発⾲能力を㣴ࡗてࡶらう。 

注意点 ᮦᩱ工学の基♏▱㆑を᭷することがᮃࡲしい。 

 

授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

前期 

1 週 㔠ᒓの基♏１ 㔠ᒓ結合と結ᬗを説明できる。 

2 週 㔠ᒓの基♏２ 㔠ᒓの物ᛶについて説明できる。 

3 週 合㔠１ 合㔠によるᙉついて説明できる 

4 週 
合㔠２ 合㔠による物ᛶのᨵၿについて説明でき

る。 

5 週 ㉸ረᛶ合㔠１ ㉸ረᛶ合㔠のᛶ質について説明できる。 

6 週 ㉸ረᛶ合㔠２ ㉸ረᛶ合㔠の加工と応⏝を説明できる 

7 週 アࣔルフス合㔠１ アࣔルフス合㔠のᵓ㐀を説明できる。 

8 週 ࠙後期中㛫ヨ㦂ࠚ  

9 週 アࣔルフス合㔠２ アࣔルフス合㔠のᛶ質を説明できる。 

10 週 ᙧ状グ᠈合㔠１ ᙧ状グ᠈合㔠のᛶ質を説明できる 

11 週 ᙧ状グ᠈合㔠２ ᙧ状グ᠈合㔠の≉ᛶと応⏝を説明できる。 
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12 週 Ỉ⣲㈓ⶶ合㔠１ Ỉ⣲㈓ⶶ合㔠の≉ᚩを説明できる。 

13 週 Ỉ⣲㈓ⶶ合㔠２ Ỉ⣲㈓ⶶ合㔠の〇㐀ἲと応⏝を説明できる 

14 週 
⪄て、新しいၟရを࠼ࡲンテーシࣙン 機能ᮦᩱの≉ᛶを㋃ࢮレࣉ

し、説明できる 

15 週 期ᮎヨ㦂 

16 週 テスト㏉༷と解説  

 

評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合 85 15     100 

基礎的能力        

専門的能力 85 10     95 

分野横断的能力  5     5 
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教科名 応工学 

 

科目基礎情報 

科目番号 5C020 科目区分 選択 

授業形式 授業 単位数 ２（学修単位㸪15/45） 

開設学科 物質工学科（物質ࢥース） 対象学年 ５ 

開設期 後期 週時限数 １ 

教科書／教材 ࠕ応工学 ᨵゞ∧ࠖᶫ本 ⴭ㸭ᇵ㢼館 

担当者 ㏆⸨ ‶ 

 

到達目標 

１．応の分㢮㸪ᅇ分᧯సと㐃⥆᧯స㸪応ჾのᙧᘧ㸪応⨨ෆ物質のὶࢀなについて

理解できている。 

２．応㏿度の⾲ᘧに࠾ける㸪応機ᵓと㏿度ᘧの㛵ಀについて理解できている。 

３．ྛ✀応ჾについてᐃ㔞的にᤊ࠼ることができ㸪タィ᪉⛬ᘧを理解できている。 

 

評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベルの

目安（可） 

未到達レベルの目安（不

可） 

評価項目１  応の分㢮㸪ᅇ分᧯స

と㐃⥆᧯స㸪応ჾのᙧ

ᘧ㸪応⨨ෆ物質のὶ

について理解でなࢀ

き㸪ヲ⣽に説明すること

ができる 

 応の分㢮㸪ᅇ分᧯స

と㐃⥆᧯స㸪応ჾのᙧ

ᘧ㸪応⨨ෆ物質のὶ

について理解でなࢀ

きている 

 応の分㢮㸪ᅇ分᧯స

と㐃⥆᧯స㸪応ჾのᙧ

ᘧ㸪応⨨ෆ物質のὶ

について理解でなࢀ

きていない 

評価項目㸰  応㏿度の⾲ᘧに

ける㸪応機ᵓと㏿度࠾

ᘧの㛵ಀについて理解

でき㸪ヲ⣽に説明するこ

とができる 

 応㏿度の⾲ᘧに

ける㸪応機ᵓと㏿度࠾

ᘧの㛵ಀについて理解

できている 

 応㏿度の⾲ᘧに

ける㸪応機ᵓと㏿度࠾

ᘧの㛵ಀについて理解

できていない 

評価項目㸱  ྛ✀応ჾについて

ᐃ㔞的にᤊ࠼ることが

でき㸪タィ᪉⛬ᘧを理解

でき㸪さらにヲ⣽に説明

することができる 

 ྛ✀応ჾについて

≉ᚩを▱ࡗて࠾り㸪タィ

᪉⛬ᘧを理解できてい

る 

 ྛ✀応ჾの≉ᚩ㸪࠾

よびタィ᪉⛬ᘧについ

て説明ができない 

 

学科の到達目標項目との関係 

 ．B-1(c)：ᑓ㛛分野の基♏となるෆᐜを理解していること۔

۵B-4(d-1)：ᵝࠎな分野の▱㆑と技⾡を理解し㸪」合的にά⏝するࡓめの視野をᣢࡗている

こと． 
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教育方法等 

概要 ᩘ学や物理・学で習得しࡓ▱㆑を組ࡳ合ࡏࢃて㸪学応を⏝いる工

業応⨨に࠾ける応᧯సの基本事㡯を理解する。さらに㸪図解ἲによ

る応⨨タィについて習得する。 

授業の進め方と 

授業内容・方法 

ᯈ書によるㅮ⩏を中心に㸪₇習ၥ㢟を解きながら理解を῝めࡲす。図解

ἲでࡣ実㝿にస図を行ない㸪௦ᩘ的解ἲとの比㍑を行いࡲす。 

注意点 物質工学科４ᖺ後期での応工学実㦂に࠾いてᅇ分ᘧ応な実㝿の

現㇟を⤒㦂して࠾り㸪解析᪉ἲ等を理解していることがᮃࡲしい。 

 

授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

後期 

1 週 
応工学のᴫ要 ᅇ分᧯సと㐃⥆᧯స㸪応ჾのᙧᘧについて

理解できている。 

2 週 
応の分㢮（１） 単୍応と」合応㸪⣲応と㠀⣲応につ

いて理解できている。 

3 週 
応の分㢮（２） ᆒ୍応とᆒ୍応について理解できてい

る。 

4 週 
応㏿度の⾲ᘧ（１） 単୍応࠾よび」合応の応㏿度ᘧや応

㏿度ᐃᩘについて理解できている。 

5 週 
応㏿度の⾲ᘧ（２） άᛶ中㛫体の取ᢅいやᐃᖖ状態㏆ఝについ

て㸪理解できている。 

6 週 
応㏿度の⾲ᘧ（３） 㐃㙐応や㓝⣲応の応㏿度ᘧについて理

解できている。 

7 週 
応㏿度の⾲ᘧ（４） ᚊ㏿ẁ㝵㏆ఝἲや自ゐ፹応について理解で

きている。 

8 週 ࠙後期中㛫ヨ㦂ࠚ  

9 週 
 応 ჾ のタ ィ ᪉⛬ ᘧ

（１） 

㝈ᐃ応ᡂ分の応率㸪ྛᡂ分の⃰度や分ᅽ

を⾲すᘧについて理解できている。 

10 週 
 応 ჾ のタ ィ ᪉⛬ ᘧ

（２） 

ྛ応ჾの≉ᚩを把握し㸪物質ᨭについて

理解できている。 

11 週 
 応 ჾ のタ ィ ᪉⛬ ᘧ

（３） 

㐃⥆ᵴᆺ応ჾ࠾よび⟶ᆺ応ჾのタィ᪉⛬

ᘧを基に㸪応ჾのᛶ能を理解できている。 

12 週 
応⨨のタィと᧯స

（１） 

㐃⥆ᵴᆺ応ჾのタィに࠾いて㸪௦ᩘ的解ἲ

を理解できている。 

13 週 応⨨のタィと᧯స 㐃⥆ᵴᆺ応ჾのタィに࠾いて㸪図解ἲを理
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（２） 解できている。 

14 週 
応⨨のタィと᧯స

（３） 

⟶ᆺ応ჾのタィに࠾けるᚠ⎔ὶࢀを理解で

きている。 

15 週 ࠙学ᖺᮎヨ㦂ࠚ  

16 週 テスト㏉༷と解説 

 

評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合 80    20  100 

基礎的能力 10      10 

専門的能力 70    20  90 

分野横断的能力        
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教科名 物質工学₇習 

 

⛉┠ᇶ♏ሗ 

科目番号 5C021 科目区分 選択 

授業形式 ₇習 単位数 ２（学修単位㸪30/45） 

開設学科 物質工学科（物質ࢥース） 対象学年 ５ 

開設期 通ᖺ 週時限数 １ 

教科書／教材 ᢸᙜᩍဨ㓄ࣜࣉント 

担当者 ๓期：⏣中 Ὀᙪ㸪後期：⏣中ᗣᚨ 

 

到達目標 

１．物質工学ࢥースのいくつかの科┠、主として↓機学、分析学、物理学、᭷機学、

学工学࠾よびࡑのの学に㛵㐃し₇ࡓ習ၥ㢟を解き㸪₇習を通して基♏的な理ㄽ・ཎ理

を習得する。 

２．学⣔科┠の基♏的な理ㄽ・ཎ理を㥑して、ࢹーࢱを解析し、工学的に⪃ᐹし、かつ

説明できる。 

３． 実㦂から得らࢀるᩘ್ࢹーࢱのᐃᛶ的࠶るいࡣᐃ㔞的取りᢅい᪉ἲを説明できる。 

 

評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベル

の目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ 物質工学ࢥースのい

くつかの科┠に㛵㐃

しࡓ応⏝的₇習ၥ㢟

を 80％解くことがで

きる。 

物質工学ࢥースのい

くつかの科┠に㛵㐃

しࡓ基♏的₇習ၥ㢟

を 60％解くことがで

きる。 

物質工学ࢥースのい

くつかの科┠に㛵㐃

しࡓ基♏的₇習ၥ㢟

を 60％ᮍ‶しか解く

ことができない。 

評価項目㸰 学⣔科┠の基♏的

な理ㄽ・ཎ理ࢀࡑらを

㥑して、ࢹーࢱをṇ

確に解析し、工学的に

⪃ᐹし、かつ説明でき

る。 

学⣔科┠の基♏的

な理ㄽ・ཎ理を㥑し

て、ࢹーࢱを解析し、

工学的に⪃ᐹし、かつ

説明できる。 

学⣔科┠の基♏的

な理ㄽ・ཎ理ࢀࡑらを

㥑して、ࢹーࢱをṇ

確に解析し、工学的に

⪃ᐹし、かつ説明でき

ない。 

評価項目㸱 実㦂から得らࢀるᩘ

࠶のᐃᛶ的ࢱーࢹ್

るいࡣᐃ㔞的取りᢅ

い᪉ἲを説明ができ㸪

ᩘ್をṇしく取りᢅ

うことができる。 

実㦂から得らࢀるᩘ

࠶のᐃᛶ的ࢱーࢹ್

るいࡣᐃ㔞的取りᢅ

い᪉ἲを説明できる。 

実㦂から得らࢀるᩘ

࠶のᐃᛶ的ࢱーࢹ್

るいࡣᐃ㔞的取りᢅ

い᪉ἲを説明できな

い。 

 

Ꮫ⛉䛾฿㐩┠ᶆ㡯┠䛸䛾㛵ಀ 
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  ．B-3(d-2)：実㦂・実習等のෆᐜを理解・実行・⪃ᐹできること۔

 

教育方法等 

概要  物質工学ࢥースのいくつかの科┠、主として↓機学、分析学、物理

学、᭷機学、学工学࠾よびࡑのの学に㛵㐃し₇ࡓ習ၥ㢟を取り

上ࡆる。✀ࠎの₇習ၥ㢟をᩘ多く解くことによࡗて、ࡲで学ࢇできてⰋ

く理解していないか、࠶るいࡣすでにᛀࢀてしࡓࡗࡲ分野の習とࡶな

る。₇習を通して基♏的な理ㄽ・ཎ理が習得さࢀることを┠ᶆとする。 

授業の進め方と 

授業内容・方法 

࠙๓期ࠚㅮ⩏と₇習を行う。₇習でࡣ㛵ᩘ㟁卓を⏝いること࠶ࡶるので㸪

ẖᅇᣢ参すること。 

࠙後期₇ࠚ習を中心とし㸪ணめᣦᐃさࡓࢀၥ㢟をᙜ᪥ࡲでに解いて࠾くこ

と。4 ྡ⛬度の⌜を⦅ᡂし㸪ᙜ᪥ྛࡣၥ㢟について⌜から 1 ྡᣦྡし㸪解

説してࡶらうので㸪ࢃからないၥ㢟についてࡣ㸪⌜でᩍ࠼合ࡗて理解して

ンテーシࣙンࢮレࣉとのࡈ⌜ーク㸪࣡ࣉルーࢢの授業中にࡑ。くこと࠾

 。実するࡶ

注意点 ↓機学、分析学、物理学と᭷機学、学工学なの基本的事㡯の

理解が必要で࠶る。レポートや₇習ၥ㢟をㄢすので㸪授業時㛫እに解⟅し

て࠾くこと。 

࠙๓期ࠚヨ㦂ᡂ⦼ 80％㸪₇習ㄢ㢟 20％で評価する。 

࠙後期ࠚヨ㦂ᡂ⦼ 80％㸪ண習ㄢ㢟 10％㸪ࣉレࢮンテーシࣙン 10％で評価

する。 

 

授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

๓期 

1 週 ࣜ࢜エンテーシࣙン  

2 週 
物理㔞と単位 ᕥグについての₇習ၥ㢟を解くことができ

る。 

3 週 
᭷ຠᩘᏐ ᕥグについての₇習ၥ㢟を解くことができ

る。 

4 週 
ᩘ್のめ᪉ ᕥグについての₇習ၥ㢟を解くことができ

る。 

5 週 
᳨ฟ㝈⏺とᐃ㔞㝈⏺ ᕥグについての₇習ၥ㢟を解くことができ

る。 

6 週 
 ᐃ್とㄗᕪ ᕥグについての₇習ၥ㢟を解くことができ

る。 

7 週 ⧞り㏉し ᐃに࠾ける ᕥグについての₇習ၥ㢟を解くことができ
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ᩘ್の取りᢅい る。 

8 週 ࠙๓期中㛫ヨ㦂ࠚ  

9 週 
ಙ㢗ᛶに㛵ࢃる⏝ㄒ 

 

ᕥグについての₇習ၥ㢟を解くことができ

る。 

10 週 
確かさのᴫᛕとぢ✚

 りࡶ

ᕥグについての₇習ၥ㢟を解くことができ

る。 

11 週 
⃰度の単位（１）：分率 ᕥグについての₇習ၥ㢟を解くことができ

る。 

12 週 
⃰度の単位（２）：ࣔル

⃰度 

ᕥグについての₇習ၥ㢟を解くことができ

る。 

13 週 
⃰度単位の⟬ ᕥグについての₇習ၥ㢟を解くことができ

る。 

14 週 
実㦂結果のࢢラフ ᕥグについての₇習ၥ㢟を解くことができ

る。 

15 週 ๓期期ᮎヨ㦂 

16 週 テスト㏉༷と解説  

後期 

1 週 ࣜ࢜エンテーシࣙン  

2 週 
ཎᏊのᵓ㐀 ᕥグについての₇習ၥ㢟を解くことができ

る。 

3 週 
分Ꮚと学結合 ᕥグについての₇習ၥ㢟を解くことができ

る。 

4 週 
ᅛ体・ᾮ体・Ẽ体 ᕥグについての₇習ၥ㢟を解くことができ

る。 

5 週 
⁐ᾮ ᕥグについての₇習ၥ㢟を解くことができ

る。 

6 週 
学応（1） ᕥグについての₇習ၥ㢟を解くことができ

る。 

7 週 
学応（2） ᕥグについての₇習ၥ㢟を解くことができ

る。 

8 週 ࠙後期中㛫ヨ㦂ࠚ  

9 週 
㓟とሷ基 ᕥグについての₇習ၥ㢟を解くことができ

る。 

10 週 
pH と中（1） ᕥグについての₇習ၥ㢟を解くことができ

る。 

11 週 
pH と中（2） ᕥグについての₇習ၥ㢟を解くことができ

る。 

12 週 
㓟㑏ඖ ᕥグについての₇習ၥ㢟を解くことができ

る。 

13 週 
の分野 ᕥグについての₇習ၥ㢟を解くことができࡑ

る。 

14 週 
⌜ンテーシࣙンをࢮレࣉࡓンテーシࣙン ㄢ㢟について㐺しࢮレࣉ

で協力し実できる。 
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15 週 ࠙学ᖺᮎヨ㦂ࠚ 

16 週 テスト㏉༷と解説  

 

評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合 80 10   10  100 

基礎的能力        

専門的能力 80    10  90 

分野横断的能力  10     10 
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教科名 ᚤ生物工学 

 

科目基礎情報 

科目番号 5C022 科目区分 選択 

授業形式 授業 単位数 ２（学修単位㸪15/45） 

開設学科 物質工学科 対象学年 ５ 

開設期 ๓期 週時限数 １ 

教科書／教材 ᚤ生物学㸹㟷ᮌᘓḟ ⦅ⴭ㸭学ྠே 

担当者 ฟཱྀ ᬛ 

 

到達目標 

１．ᚤ生物の୍⯡的なᛶ質を理解する． 

２．ᚤ生物のᇵ㣴ἲや取りᢅいἲを理解する． 

３．ᚤ生物を⏝する工業技⾡について理解する．  

 

評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベル

の目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ ᚤ生物の୍⯡的なᛶ

質を理解しヲ⣽に説

明できること． 

ᚤ生物の୍⯡的なᛶ

質を理解し説明でき

ること． 

ᚤ生物の୍⯡的なᛶ

質を理解し説明でき

ない． 

評価項目㸰 ᚤ生物のᇵ㣴ἲや取

りᢅいἲについてヲ

⣽に説明できること． 

ᚤ生物のᇵ㣴ἲや取

りᢅいἲについて説

明できること． 

ᚤ生物のᇵ㣴ἲや取

りᢅいἲについて説

明できない． 

評価項目㸱 ᚤ生物を⏝する工

業技⾡についてヲ⣽

に説明できること． 

ᚤ生物を⏝する工

業技⾡について説明

できること． 

ᚤ生物を⏝する工

業技⾡について説明

できない． 

 

学科の到達目標項目との関係 

 ．B-2(d-1)：ᑓ㛛分野のෆᐜを理解していること۔

 

ᩍ育᪉ἲ等 

概要  ே㢮ࡣᚤ生物を⏝しᵝࠎなᜠᜨをཷけて᮶ࡓ．現在でࡶ㣗ရ生⏘㸪་

⸆ရ生⏘㸪⎔ቃίなᵝࠎな分野に࠾いてᚤ生物が⏝さࢀている．ࡲ

必要ྍࡶいて࠾㑇ఏᏊ᧯స等の基♏◊✲にࡣᚤ生物ࡣいて࠾㸪㏆ᖺにࡓ

Ḟなࡶのとなࡗている．しかしながら㸪ᚤ生物ࡣே㛫にᑐしてᖖに᭷┈な

ᚤ生物にࡣいて࠾り㸪生体ෆにࡓࡗなく㸪㣗ရの⭉ᩋのཎᅉとなࡣのでࡶ

よࡗてẼになり㸪ሙ合によࡗてࡣᚤ生物の⏘ฟするẘ⣲等によࡗて生
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をዣࢀࢃること࠶ࡶる．このࡓめにᚤ生物をᵝࠎな工学的分野で᭷ຠに

⏝するࡓめにࡣᚤ生物について理解することࡣ重要で࠶る． 本科┠の┠

ᶆࡣ生物工学の基本となるᚤ生物についてᚤ生物の生物⏺に࠾ける位⨨

け㸪ᚤ生物の分㢮㸪ᚤ生物のᇵ㣴㸪取りᢅい᪉ἲ等の基♏的なᚤ生物学

が༑分理解できること．⥆いてᚤ生物に㛵して基♏的なᛶ質について理解

しࡓ上で㸪ᚤ生物工業の実を取り上ࡆᚤ生物の工業的⏝や技⾡㸪◊✲

ἲついて理解できることで࠶る．  

授業の進め方と 

授業内容・方法 

ㅮ⩏を中心に授業を進める。 

理解度を高めるࡓめにいくつかのㄢ㢟ࣜࣉントを㓄ᕸする． 

注意点 生物学㸪生物工学基♏㸪生体ゐ፹工学な生物⣔のᑓ㛛科┠と㛵㐃が῝

いࡓめ㸪㛵㐃科┠の理解度を高めて࠾くこと． 

 

授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

後期 

1 週 
シラバス説明 

ᚤ生物学の⫼ᬒ 

ᚤ生物の発ぢからᚤ生物⏝の主なṔྐつい

て理解する． 

2 週 ᚤ生物の✀㢮と≉ᛶϨ ཎ᰾ᚤ生物の✀㢮と≉ᚩについて理解する． 

3 週 
ᚤ生物の✀㢮と≉ᛶϩ ┿᰾ᚤ生物（࢝ビ、㓝ẕ）の✀㢮と≉ᚩにつ

いて理解する． 

4 週 
ᚤ生物の取りᢅい ᚤ生物の↓⳦᧯స及び安全ᑐ⟇についてࡶ理

解する． 

5 週 
ᚤ生物のᰤ㣴 ᇵ地のᰤ㣴ᡂ分㸪ᇵ地の≉ᛶについて理解す

る． 

6 週 
ᚤ生物のᇵ㣴 ᇵ㣴᮲௳㸪ᇵ㣴᪉ἲにつて理解する．自↛⏺

からのᚤ生物の分㞳ἲについて理解する． 

7 週 
ᚤ生物のቑṪ ᚤ生物のቑṪ（ቑṪ᭤⥺）㸪ቑṪの ᐃἲにつ

いて理解する． 

8 週 
ᚤ生物のᨵⰋ ᚤ生物の育✀᪉ἲ（✺↛ኚ␗㸪ᙧ質㌿㸪⣽

⬊⼥合）について説明できる 

9 週 後期中㛫ヨ㦂  

10 週 

テスト㏉༷ 

ኚ␗ᰴの分㞳ἲ 

中㛫テストの⠊ᅖのෆᐜで理解㊊でࡓࡗ࠶

とこࢁ（テストで明確さࡓࢀとこࢁ）のෆ

ᐜをṇ確に理解する． 

ኚ␗ᰴの分㞳ἲについて理解する． 

11 週 
ᚤ生物による㔊㐀 アルࢥール発㓝について説明でき㸪ࡑの㔊㐀

 ．の⏝について理解する
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12 週 㣗ရ加工とᚤ生物 㣗ရ加工とᚤ生物の㛵ಀについて理解する． 

13 週 
ᚤ生物による生理άᛶ

物質の生⏘ 

ᢠ生物質や生理άᛶ物質とࡑのᚤ生物による

生⏘について理解する． 

14 週 
ᚤ生物による⎔ቃί ᚤ生物を⏝いࡓᗫỈฎ理・バイ࢜レ࣓ࢹエ

ーシࣙンについて理解する． 

15 週 期ᮎヨ㦂 

16 週 テスト㏉༷と解説 期ᮎテストの⠊ᅖのෆᐜで理解㊊でࡓࡗ࠶

とこࢁ（テストで明確さࡓࢀとこࢁ）のෆ

ᐜをṇ確に理解する． 

 

評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合 80    20  100 

基礎的能力        

専門的能力 80    20  100 

分野横断的能力        

 

 

114



教科名 生体高分Ꮚ工学 

 

科目基礎情報 

科目番号 5C023 科目区分 選択 

授業形式 授業 単位数 ２（学修単位㸪15/45） 

開設学科 物質工学科（生物ࢥース） 対象学年 ５ 

開設期 後期 週時限数 １ 

教科書／教材 Essential ⣽⬊生物学㸭༡Ụᇽ 

ブルース᭷機学ᴫ説➨２∧㸭学ྠே 

担当者 ᑠᯘ ṇᖾ 

 

到達目標 

１ ⅣỈ物、ࢱンࣃク質、᰾㓟、⬡質について、生体ෆでの機能と学ᵓ㐀・ᛶ質を結び

つけて理解できる。 

２ 㓝⣲のᙺ・ᛶ質・ᵓ㐀、生体ෆに࠾けるᙺを理解できる。 

３ 物質のኚとエࢿルࢠーのฟධりを結びつけて理解できる。 

４ 生体のᜏᖖᛶを⥔ᣢするしくࡳを理解できる。 

 

評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベル

の目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ ⅣỈ物、ࢱンࣃク

質、᰾㓟、⬡質につい

て、生体ෆでの機能と

学ᵓ㐀・ᛶ質を結び

つけて理解し、説明で

きる。 

ⅣỈ物、ࢱンࣃク

質、᰾㓟、⬡質につい

て、生体ෆでの機能と

学ᵓ㐀・ᛶ質を結び

つけてᴫࡡ理解して

いる。 

ⅣỈ物、ࢱンࣃク

質、᰾㓟、⬡質につい

て、生体ෆでの機能と

学ᵓ㐀・ᛶ質を結び

つけて理解できてい

ない。 

評価項目㸰 㓝⣲のᙺ・ᛶ質・ᵓ

㐀、生体ෆに࠾けるᙺ

を理解し、説明でき

る。 

㓝⣲のᙺ・ᛶ質・ᵓ

㐀、生体ෆに࠾けるᙺ

をᴫࡡ理解してい

る。 

㓝⣲のᙺ・ᛶ質・ᵓ

㐀、生体ෆに࠾けるᙺ

を理解していない。 

評価項目㸱 物質のኚとエࢿル

ーのฟධりを結びࢠ

つけて理解し、説明で

きる。 

物質のኚとエࢿル

ーのฟධりを結びࢠ

つけてᴫࡡ理解して

いる。 

物質のኚとエࢿル

ーのฟධりを結びࢠ

つけて理解していな

い。 

評価項目㸲 生体のᜏᖖᛶを⥔ᣢ

するしくࡳを理解し、

説明できる。 

生体のᜏᖖᛶを⥔ᣢ

するしくࡳをᴫࡡ理

解している。 

生体のᜏᖖᛶを⥔ᣢ

するしくࡳを理解し

ていない。 

 

学科の到達目標項目との関係 
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 ．B-2(d-1)：ᑓ㛛分野のෆᐜを理解していること۔

 

教育方法等 

概要 生現㇟を⪃࠼るう࠼で、生物をᵓᡂしている物質のᵓ㐀と機能、生体

ᡂ分の合ᡂとኚ、ሗఏ㐩、こࢀらの㐣⛬にྵࢀࡲる生学的応ไᚚ

機ᵓ等を明らかにすることࡣ生現㇟の本質を▱るう࠼で㠀ᖖに重要で

り、アミ࠶ての生物にඹ通ですࡣる。生物体をᵓᡂする基本的な⣲ᮦ࠶

らを基ࢀり、こ࠶る生体分Ꮚでࢀࡤドとよࢳ࢜クレࢾ、㓟、⢾質、⬡質ࣀ

本単位として生体高分Ꮚをᙧᡂしている。 

本科┠でࡣ、こࢀら生体高分Ꮚとࢀࡑらのᵓᡂ要⣲の学ᵓ㐀やᛶ質に

ついて理解しࡓう࠼で、生体ෆでこࢀらの生体高分Ꮚが分Ꮚレベルでの

ようにస⏝し、機能しているかを理解し、生体に࠾ける生体高分Ꮚの意⩏、

重要ᛶについて῝く⪃࠼る▱㆑を得ること┠ᶆとする。 

授業の進め方と 

授業内容・方法 

 中㛫ヨ㦂ࡲで２ࡣᖺ生の生物、３ᖺ生の生物学、生物工学基♏、４ᖺ

生の生体ゐ፹工学、生物工学と重」する㒊分࠶ࡶることからࢢルー࣡ࣉー

クとㅮ⩏とで進める。中㛫ヨ㦂௨㝆ࡣㅮ⩏を中心に授業を進める。 

 シラバスに授業ෆᐜ、฿㐩┠ᶆがグ㍕して࠶るので、ヱᙜ⟠ᡤࡣண習し

て授業に⮫むこと。 

 ᩍ科書にࡣヱᙜ⟠ᡤのၥ㢟が࠶るので、ྛேで解き進めて、ෆᐜの理解

のᐃ╔をࡣかること。時ᢡ、ヱᙜ⟠ᡤのၥ㢟を㓄ᕸするので、ྛேで解き

進めて、ෆᐜの理解のᐃ╔をࡣかること。 

注意点  ２ᖺ生の生物、３ᖺ生の生物学、生物工学基♏、４ᖺ生の生体ゐ፹工

学、生物工学を基♏とする科┠で࠶ることから、こࢀらの科┠の理解度が

పい学生ࡣ、こࢀらの科┠の理解度を༑分にࡆ࠶て࠾くこと。３、ࡓࡲᖺ

生の᭷機学１、物理学１、４ᖺ生の᭷機学２、物理学２の理解度

こ、ࡣらの科┠の理解度がపい学生ࢀ本科┠修得の基♏となるので、こࡶ

 。くこと࠾てࡆ࠶༑分にࡶらの科┠の理解度ࢀ

 

授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

後期 

1 週 ࣜ࢜エンテーシࣙン 

⣽⬊の学ᡂ分（学結

合） 

 

生体物質に重要なᙅい学結合（Ỉ⣲結合、

イ࢜ン結合、Ỉᛶ┦互స⏝等）の学を理

解している。 

2 週 ⣽⬊の学ᡂ分（⣽⬊ෆ

の分Ꮚ：⢾質、⣽⬊ෆの

ྛ✀単⢾の学ᵓ㐀、ྛ✀␗ᛶ体について理

解している。 

116



ᕧ大分Ꮚ：多⢾㢮） 単⢾のᵓ㐀とࢥࣜࢢシド結合のᙧᡂについて

理解し、ᵓ㐀ᘧを⏝いて説明できる。 

多⢾のᵓ㐀、機能を説明できる。 

3 週 ⣽⬊の学ᡂ分（⣽⬊ෆ

の分Ꮚ：᰾㓟、⣽⬊ෆの

ᕧ大分Ꮚ：ポࣜࢾクレ࢜

 （ドࢳ

ྛ✀᰾㓟の学ᵓ㐀を理解している。 

ジエステル結合࣍ス࣍ドのᵓ㐀とࢳ࢜クレࢾ

のᙧᡂについて理解し、ᵓ㐀ᘧを⏝いて説明

できる。 

ポࣜࢾクレࢳ࢜ドのᵓ㐀、機能を説明できる。 

4 週 ⣽⬊の学ᡂ分（⣽⬊ෆ

の分Ꮚ：アミࣀ㓟、⣽⬊

ෆのᕧ大分Ꮚ：ࢱンࣃク

質） 

ク質の機能とᵓࣃンࢱ

㐀（ࢱンࣃク質のᙧとᵓ

㐀） 

ྛ✀アミࣀ㓟の学ᵓ㐀、ྛ✀␗ᛶ体につい

て理解している。 

アミࣀ㓟のᵓ㐀とࢳࣉ࣌ド結合のᙧᡂについ

て理解し、ᵓ㐀ᘧを⏝いて説明できる。 

・ク質の❧体ᵓ㐀（୍ḟ・ḟ・୕ḟࣃンࢱ

ᅄḟᵓ㐀）について理解し、説明できる。 

5 週 ࢱンࣃク質の機能とᵓ

㐀（ࢱンࣃク質のࡓࡣら

くしくࢱ、ࡳンࣃク質を

ㄪᩚするしくࡳ） 

 。ク質の機能について理解しているࣃンࢱ

㓝⣲のᵓ㐀と㓝⣲㸫基質」合体について理解

し、㓝⣲のࡓࡣらき᪉についてをࡆ࠶て説

明できる。 

について理解しࡳク質をㄪᩚするしくࣃンࢱ

ている。 

6 週 ࢱンࣃク質の機能とᵓ

㐀（ࢱンࣃク質の◊✲᪉

ἲ） 

⣽⬊の学ᡂ分（⣽⬊ෆ

の分Ꮚ：⬡⫫㓟） 

⭷のᵓ㐀（⬡質重ᒙ、

 （クࣃンࢱ⭷

ク質のᵓ㐀機能┦㛵、解析についてࣃンࢱ

をࡆ࠶て説明できる。 

 

ྛ✀⬡⫫㓟の学ᵓ㐀を理解している。 

トࣜアシルࢭࣜࢢロールのᵓ㐀、エステル結

合のᙧᡂ、ࢣンについて理解し、ᵓ㐀ᘧを

⏝いて説明できる。 

ࣜン⬡質のᵓ㐀、⬡質重ᒙを説明できる。 

ク質のᵓ㐀についࣃンࢱク質と球状ࣃンࢱ⭷

てࢀࡒࢀࡑ理解し、ࢀࡑらの㐪いを説明でき

る。 

7 週 ⣽⬊のエࢿルࢠー⏝ 

自⏤エࢿルࢠーとゐ፹

స⏝ 

⇕力学➨１ἲ๎、➨２ἲ๎と⣽⬊ෆの応の

㛵ಀを理解し、説明できる。 

生体ෆの応と自⏤エࢿルࢠーኚ（Ǽ㹅）

について理解し、説明できる。 
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8 週 中㛫ヨ㦂  

9 週 ⭷㍺㏦（⭷㍺㏦のཎ理、

㍺㏦体とࡑの機能） 

⣽⬊⭷を通しての物質㍺㏦による⣽⬊のᜏᖖ

ᛶについて理解している。 

ポンࣉとࢿࣕࢳルの㍺㏦ཎ理を理解する。 

ポンࣉの機能について理解し、ࢀࡑらをࣕࢳ

 。ルのᵓ㐀と㛵㐃けて説明できるࢿ

10 週 ⭷㍺㏦（イ࢜ンࢿࣕࢳル

と⭷㟁位） 

イ࢜ンࢿࣕࢳルの機能について理解し、ࢀࡑ

らをࢿࣕࢳルのᵓ㐀と㛵㐃けて説明でき

る。 

 。ἲのཎ理を理解しているࣉクランࢳッࣃ

⭷㟁位とエࢿルࢠーの㛵ಀを理解している。 

11 週 ⭷㍺㏦（⚄⤒⣽⬊のイ࢜

ンࢿࣕࢳルとシࢼࢢル

ఏ㐩） 

⚄⤒⣽⬊のイ࢜ンࢿࣕࢳルとシࢼࢢルఏ㐩に

ついて理解している。 

12 週 ⣽⬊のሗఏ㐩（⣽⬊㛫

シࢼࢢルఏ㐩の୍⯡ཎ

理） 

ሗఏ㐩物質とࡑのཷᐜ体のࡓࡣらきを理解

している。 

⣽⬊㛫シࢼࢢルఏ㐩（ෆ分Ἢᆺ・ࣃラクࣜン

ᆺ・⚄⤒ᆺ・᥋ゐᆺ）について理解している。 

13 週 ⣽⬊のሗఏ㐩（㹅ࢱン

 （クඹᙺᆺཷᐜ体ࣃ

ሗఏ㐩物質とࡑのཷᐜ体のࡓࡣらきを理解

している。 

㹅ࢱンࣃクඹᙺᆺཷᐜ体のࡓࡣらきとሗఏ

㐩物質を理解している。 

14 週 ⣽⬊のሗఏ㐩（㓝⣲ඹ

ᙺᆺཷᐜ体） 

ሗఏ㐩物質とࡑのཷᐜ体のࡓࡣらきを理解

している。 

㓝⣲ඹᙺᆺཷᐜ体のࡓࡣらきとሗఏ㐩物質

を理解している。 

15 週 期ᮎヨ㦂 

16 週 テスト㏉༷と解説  

 

評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合 100      100 

基礎的能力        

専門的能力 100      100 

分野横断的能力        
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教科名 生物工学₇習 

 

科目基礎情報 

科目番号 5C024 科目区分 選択 

授業形式 授業 単位数 ２（学修単位㸪30/45） 

開設学科 物質工学科（生物ࢥース） 対象学年 ５ 

開設期 通ᖺ 週時限数 １ 

教科書／教材 The Biology Coloring Book/Harper Collins 

担当者 Ọ ఙ明 

 

到達目標 

１ 生体物質の生物学を基本的なᑓ㛛⏝ㄒによるⱥㄒで理解していること。 

２ 㓝⣲のᛶ質࠾よび௦ㅰを基本的なᑓ㛛⏝ㄒによるⱥㄒで理解していること。 

よび⣽⬊・⣽⬊ᑠჾᐁ基本的なᑓ㛛⏝ㄒによるⱥㄒで理解している࠾マࢢントラルドࢭ ３

こと。 

 

評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベル

の目安（優） 

標準的な到達レベル

の目安（可） 

未到達レベルの目安

（不可） 

評価項目１ 生体物質の生物学

を基本的なᑓ㛛⏝ㄒ

によるⱥㄒで理解し、

基本的なᑓ㛛⏝ㄒを

⏝いࡓⱥㄒで説明で

きる。 

生体物質の生物学

を基本的なᑓ㛛⏝ㄒ

によるⱥㄒで理解で

きる。 

生体物質の生物学

を基本的なᑓ㛛⏝ㄒ

によるⱥㄒで理解で

きない。 

評価項目㸰 㓝⣲のᛶ質࠾よび௦

ㅰを基本的なᑓ㛛⏝

ㄒによるⱥㄒで理解

し、基本的なᑓ㛛⏝ㄒ

を⏝いࡓⱥㄒで説明

できる 

㓝⣲のᛶ質࠾よび௦

ㅰを基本的なᑓ㛛⏝

ㄒによるⱥㄒで理解

できる。 

㓝⣲のᛶ質࠾よび௦

ㅰを基本的なᑓ㛛⏝

ㄒによるⱥㄒで理解

できない。 

評価項目㸱 ࢭントラルドࢢマ࠾

よび⣽⬊・⣽⬊ᑠჾᐁ

基本的なᑓ㛛⏝ㄒに

よるⱥㄒで理解し、基

本的なᑓ㛛⏝ㄒを⏝

いࡓⱥㄒで説明でき

る 

࠾マࢢントラルドࢭ

よび⣽⬊・⣽⬊ᑠჾᐁ

基本的なᑓ㛛⏝ㄒに

よるⱥㄒで理解でき

る。 

࠾マࢢントラルドࢭ

よび⣽⬊・⣽⬊ᑠჾᐁ

基本的なᑓ㛛⏝ㄒに

よるⱥㄒで理解でき

ない。 

 

学科の到達目標項目との関係 

 ．B-3(d-2)：実㦂・実習等のෆᐜを理解・実行・⪃ᐹできること۔
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教育方法等 

概要  生物工学の基本的なෆᐜの理解を῝めるととࡶに、ⱥㄒでのᑓ㛛⏝ㄒを

習得する。ⱥㄒのཎⴭを⏝い⏝ㄒの᪥本ㄒ࠾よびⱥㄒで理解する。 

授業の進め方と 

授業内容・方法 

ⱥᩥのヂとㅮ⩏を中心に進める。 

ẖᅇの授業にࡗࡓ࠶てࡣヂを行うことから、事๓にᩍ科書をண習し、分

からない単ㄒ等についてࡣㄪて࠾くこと。授業に合ࡏࢃて、単ㄒ・⏝ㄒ

のᑠテストを行い理解のᐃ╔をࡣかるので、授業後にᩍ科書の図をᡂ

し、ぢ比て習ࡶ行うこと。 

注意点 4 ᖺ時ࡲでの㛵㐃科┠の理解がపいሙ合ࡣ、理解度を高めて࠾くこと。 

 

授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

๓期 

1 週 
Carbohydrates I ⢾のᛶ質・基本ᵓ㐀を᪥本ㄒ・ⱥㄒで理解す

る。 

2 週 Carbohydrates II ⢾の❧体ᵓ㐀を᪥本ㄒ・ⱥㄒで理解する。 

3 週 Carbohydrates III 多⢾のᛶ質・ᵓ㐀を᪥本ㄒ・ⱥㄒで理解する。 

4 週 Lipids ⬡質のᛶ質・ᵓ㐀を᪥本ㄒ・ⱥㄒで理解する。 

5 週 

Amino acids  

Introduction to 

Protein 

アミࣀ㓟のᛶ質・ᵓ㐀࠾よびࢳࣉ࣌ドのᵓ㐀

を᪥本ㄒ・ⱥㄒで理解する。 

6 週 
Protein structure I ࢱンࣃク質の１ḟ・２ḟᵓ㐀を᪥本ㄒ・ⱥㄒ

で理解する。 

7 週 
Protein structure II ࢱンࣃク質の３ḟ・４ḟᵓ㐀を᪥本ㄒ・ⱥㄒ

で理解する。 

8 週 中㛫ヨ㦂  

9 週 Enzyme properties 㓝⣲のᛶ質を᪥本ㄒ・ⱥㄒで理解する。 

10 週 Enzyme action 㓝⣲のస⏝を᪥本ㄒ・ⱥㄒで理解する。 

11 週 Enzyme cofactors ⿵㓝⣲について᪥本ㄒ・ⱥㄒで理解する。 

12 週 Metabolism ௦ㅰについて᪥本ㄒ・ⱥㄒで理解する。 

13 週 Metabolic pathways ௦ㅰの進行について᪥本ㄒ・ⱥㄒで理解する。 

14 週 Glycolysis 解⢾⣔を᪥本ㄒ・ⱥㄒで理解する。 

15 週 期ᮎヨ㦂 

16 週 テスト㏉༷と解説  

後期 1 週 DNA base pairing DNA のᵓ㐀・┦⿵ᛶを᪥本ㄒ・ⱥㄒで理解す
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る。 

2 週 The double helix 重らࢇࡏᵓ㐀を᪥本ㄒ・ⱥㄒで理解する。 

3 週 DNA replication 」〇を᪥本ㄒ・ⱥㄒで理解する。 

4 週 DNA transcription ㌿を᪥本ㄒ・ⱥㄒで理解する。 

5 週 Protein synthesis ࢱンࣃク質合ᡂを᪥本ㄒ・ⱥㄒで理解する。 

6 週 The genetic code 㑇ఏࢥードを᪥本ㄒ・ⱥㄒで理解する。 

7 週 Gene function 㑇ఏᏊの機能について᪥本ㄒ・ⱥㄒで理解す

る。 

8 週 中㛫ヨ㦂  

9 週 Animal cell 動物⣽⬊のᵓ㐀を᪥本ㄒ・ⱥㄒで理解する。 

10 週 Plant cell ᳜物⣽⬊のᵓ㐀を᪥本ㄒ・ⱥㄒで理解する。 

11 週 Prokaryotic cells ཎ᰾⣽⬊のᵓ㐀を᪥本ㄒ・ⱥㄒで理解する。 

12 週 The fluid mosaic model 生体⭷のᵓ㐀・機能を᪥本ㄒ・ⱥㄒで理解す

る。 

13 週 Nucleus and 

endoplasmic reticulum 

᰾・ᑠ⬊体のᵓ㐀・機能を᪥本ㄒ・ⱥㄒで理

解する。 

14 週 Mitochondria and 

Chloroplast 

ミトࢥンドࣜア・ⴥ⥳体のᵓ㐀・機能を᪥本

ㄒ・ⱥㄒで理解する。 

15 週 期ᮎヨ㦂 

16 週 テスト㏉༷と解説  

 

評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合 80     20 100 

基礎的能力        

専門的能力 80     20 100 

分野横断的能力        
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教科名 学እ実習 

 

科目基礎情報 

科目番号 5C025 科目区分 選択 

授業形式 実習 単位数 1-2 

開設学科 物質工学科 対象学年 ５ 

開設期 通ᖺ 週時限数  

教科書／教材  

担当者 5C ᢸ௵ 

 

到達目標 

１．実習現ሙに࠾いて㸪現ሙᢸᙜ⪅から࠼らࡓࢀㄢ㢟にᑐし、ࡑの本質を理解できること． 

２．実習現ሙに࠾いて㸪現ሙᢸᙜ⪅から࠼らࡓࢀㄢ㢟にᑐし㸪自ら取り組ࡳ㸪実習現ሙに

 ．いて⤒㦂する実ົ上のㄢ㢟を解Ỵし、㐺ษにᑐ応することができること࠾

３．実習のᡂ果をཱྀ㢌発⾲࠾よびレポートで説明できる． 

 

評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベルの

目安（可） 

未到達レベルの目安（不

可） 

評価項目１ 実習現ሙに࠾いて㸪現ሙ

ᢸᙜ⪅から࠼らࡓࢀ

ㄢ㢟にᑐし、ࡑの本質を

明確に理解できること． 

実習現ሙに࠾いて㸪現ሙ

ᢸᙜ⪅から࠼らࡓࢀ

ㄢ㢟にᑐし、ࡑの本質を

理解できること． 

実習現ሙに࠾いて㸪現ሙ

ᢸᙜ⪅から࠼らࡓࢀ

ㄢ㢟にᑐし、ࡑの本質を

理解できない． 

評価項目㸰 実習現ሙに࠾いて㸪現ሙ

ᢸᙜ⪅から࠼らࡓࢀ

ㄢ㢟にᑐし㸪主体的に取

り組むことができ㸪実習

現ሙに࠾いて⤒㦂する

実ົ上のㄢ㢟を解Ỵす

るࡓめの㐺ษなᑐ応が

できること． 

実習現ሙに࠾いて㸪現ሙ

ᢸᙜ⪅から࠼らࡓࢀ

ㄢ㢟にᑐし㸪取り組むこ

とができ㸪実習現ሙに࠾

いて⤒㦂する実ົ上の

ㄢ㢟を解Ỵするࡓめの

ᑐ応ができること． 

実習現ሙに࠾いて㸪現ሙ

ᢸᙜ⪅から࠼らࡓࢀ

ㄢ㢟にᑐし㸪自ら取り組

むことができない． 

評価項目㸱 実習のᡂ果をཱྀ㢌発⾲

よびレポートでヲ⣽࠾

に説明できること． 

実習のᡂ果をཱྀ㢌発⾲

よびレポートで説明࠾

できること． 

実習のᡂ果をཱྀ㢌発⾲

よびレポートで説明࠾

できない． 

 

学科の到達目標項目との関係 

 .の本質を理解できることࡑC-1(d-4)：自らㄢ㢟を発ぢし㸪۔

۵A-3(f)：㐺ษかつにㄞ解・⾲現ができること.  

۵B-2(d-1)：ᑓ㛛分野のෆᐜを理解していること. 

 

教育方法等 
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概要 ኟఇࡳ中の 1 週㛫⛬度㸪業やᐁබᗇに࠾けるᣦᑟ⪅のࡶとで㸪テーマ

をࡶらい㸪実㦂や分析㸪◊✲を行う．ᑵ⫋する๓に実♫での体㦂を✚む

ことにより㸪ࡲで学ࡔࢇ学力をヨすととࡶにᑵ⫋先を選ࡪときの選⪃ᮦ

ᩱとする． 

授業の進め方と 

授業内容・方法 

ὴ㐵先にて実習を行う．ὴ㐵先にて実習を行う． 

ẖ᪥の実習にࡣ㸪しࡗかり‽ഛをして⮫むこと． 

注意点 実習期㛫 5᪥で 1単位㸪10᪥で 2単位とする． 

評価᪉ἲࡣ実習ሗ࿌書࠾よび学እ実習ሗ࿌での発⾲により㸪௨ୗの㡯

┠について総合的に評価する．ࡔࡓし㸪必要に応じてཷけධࢀ先からの評

価ࡶ加する． 

ձ実習で࠼らࡓࢀㄢ㢟にᑐして㸪ࡑの本質が♧さࡓࢀか． 

ղ実習で࠼らࡓࢀㄢ㢟にᑐして㸪自ら取り組ࡔࢇことが♧さࢀていࡓ

か． 

 

授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

後期 

1 週 
ὴ㐵先での実習 実習現ሙに࠾いて㸪現ሙᢸᙜ⪅から࠼らࢀ

 ．ㄢ㢟を理解㸪取り組むことができることࡓ

2 週 
ὴ㐵先での実習 実習現ሙに࠾いて㸪現ሙᢸᙜ⪅から࠼らࢀ

 ．ㄢ㢟を理解㸪取り組むことができることࡓ

3 週 
ὴ㐵先での実習 実習現ሙに࠾いて㸪現ሙᢸᙜ⪅から࠼らࢀ

 ．ㄢ㢟を理解㸪取り組むことができることࡓ

4 週 
ὴ㐵先での実習 実習現ሙに࠾いて㸪現ሙᢸᙜ⪅から࠼らࢀ

 ．ㄢ㢟を理解㸪取り組むことができることࡓ

5 週 
ὴ㐵先での実習 実習現ሙに࠾いて㸪現ሙᢸᙜ⪅から࠼らࢀ

 ．ㄢ㢟を理解㸪取り組むことができることࡓ

6 週 
ὴ㐵先での実習 実習現ሙに࠾いて㸪現ሙᢸᙜ⪅から࠼らࢀ

 ．ㄢ㢟を理解㸪取り組むことができることࡓ

7 週 
ὴ㐵先での実習 実習現ሙに࠾いて㸪現ሙᢸᙜ⪅から࠼らࢀ

 ．ㄢ㢟を理解㸪取り組むことができることࡓ

8 週 
ὴ㐵先での実習 実習現ሙに࠾いて㸪現ሙᢸᙜ⪅から࠼らࢀ

 ．ㄢ㢟を理解㸪取り組むことができることࡓ

9 週 
ὴ㐵先での実習 実習現ሙに࠾いて㸪現ሙᢸᙜ⪅から࠼らࢀ

 ．ㄢ㢟を理解㸪取り組むことができることࡓ

10 週 
ὴ㐵先での実習 実習現ሙに࠾いて㸪現ሙᢸᙜ⪅から࠼らࢀ

 ．ㄢ㢟を理解㸪取り組むことができることࡓ
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11 週 
ሗ࿌書సᡂ 行ࡓࡗ実習についてレポートにࡲとめること

ができる． 

12 週 
ሗ࿌書సᡂ 行ࡓࡗ実習についてレポートにࡲとめること

ができる． 

13 週 
発⾲㈨ᩱసᡂ 実習ෆᐜについて発⾲のࡓめの㈨ᩱがసᡂで

きる 

14 週 
発⾲㈨ᩱసᡂ 実習ෆᐜについて発⾲のࡓめの㈨ᩱがసᡂで

きる 

15 週 発⾲ 実習ෆᐜをཱྀ㢌で説明でき㸪質にᑐして応

ᑐできること． 

 

評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合  50   50  100 

基礎的能力        

専門的能力  50   50  100 

分野横断的能力        
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教科名 ㄢ㢟◊✲ 

 

科目基礎情報 

科目番号 5C026 科目区分 選択 

授業形式 ₇習 単位数 １ 

開設学科 物質工学科 対象学年 ５ 

開設期 通期 週時限数 １ 

教科書／教材  

担当者 㹁科ᩍဨ 

 

到達目標 

１．◊✲テーマに㛵する⫼ᬒ㸪┠的を把握し㸪取り組むㄢ㢟のၥ㢟を理解できる． 
２．◊✲テーマに㛵するㄢ㢟を解Ỵするࡓめにィ⏬を❧て㸪実㦂等を行い㸪◊✲を進めるこ

とができる． 
３．得らࡓࢀ◊✲ᡂ果をཱྀ㢌発⾲࠾よびレポートで説明できる． 

 

評価（ルーブリック） 

 理想的な到達レベルの

目安（優） 

標準的な到達レベルの

目安（可） 

未到達レベルの目安（不

可） 

評価項目１ ㄢ㢟に㛵する◊✲ㄽ

ᩥ・ᩥ⊩をㄞࡳ㸪テーマ

に㛵する⫼ᬒ㸪┠的を把

握し㸪取り組むㄢ㢟のၥ

㢟を明確に理解できる． 

ㄢ㢟に㛵する⫼ᬒ㸪┠的

を把握し㸪取り組むㄢ㢟

のၥ㢟を理解できる． 

ㄢ㢟に㛵する⫼ᬒ㸪┠的

を把握し㸪取り組むㄢ㢟

のၥ㢟を理解できる． 

評価項目㸰 ㄢ㢟を解Ỵするࡓめ㸪主

体的にィ⏬を❧て㸪実㦂

等を行い㸪◊✲を進める

ことができる． 

ㄢ㢟を解Ỵするࡓめに

ィ⏬を❧て㸪実㦂等を行

い㸪◊✲を進めることが

できる． 

ㄢ㢟を解Ỵするࡓめの

ィ⏬を❧てることがで

きࡎ㸪◊✲を進めること

ができない． 

評価項目㸱 得らࡓࢀ◊✲ᡂ果をཱྀ

㢌発⾲及びレポートで

分かりやすく㸪ṇしく説

明できる． 

得らࡓࢀ◊✲ᡂ果をཱྀ

㢌発⾲及びレポートで

説明できる． 

 

得らࡓࢀ◊✲ᡂ果をཱྀ

㢌発⾲及びレポートで

説明できない． 

 

 

学科の到達目標項目との関係 

 ．ᩍ㣴と実践力をά⏝し㸪ㄢ㢟を解ỴできることࡓC-2(e)：身につけ۔

○C-1(d-3)：自らㄢ㢟を発ぢし㸪ࡑの本質を理解できること． 

○C-2(h)：身につけࡓᩍ㣴と実践力をά⏝し㸪ㄢ㢟を解Ỵできること． 
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教育方法等 

概要 自らが⯆をᣢࡓࡗテーマについて◊✲を行う． 

主にኟఇࡳ中に自らテーマをỴめて㸪㛵㐃するᩍဨにアドバイスをࡶら

い㸪実㦂や分析㸪◊✲を行う．ࡲで学ࡔࢇ学力や技⾡をヨすととࡶに新

 ．のᑓ㛛について学習し㸪ၥ㢟解Ỵ能力や◊✲技⾡を身につけるࡑにࡓ

授業の進め方と 

授業内容・方法 

自らテーマをタᐃして実㦂やᩥ⊩等をㄪ進める． 

注意点 ㄢ㢟◊✲発⾲での発⾲のෆᐜ࠾よび要᪨㸪レポートで総合評価する。 

評価基‽について㸪単位修得ࡣ合ྰによる．評価ࡣ 5 ẁ㝵評価で行い㸪3 ௨

上を合᱁とする．  

 

授業計画 

 週 授業内容・方法 到達目標 

๓期 

1 週 テーマのタᐃ ㄢ㢟◊✲を行うࡓめのテーマがタᐃできる 

2 週 
ㄢ㢟の⫼ᬒ ㄢ㢟の⫼ᬒについてㄪ㸪ㄢ㢟の本質が理解

できる． 

3 週 
実㦂ィ⏬ ㄢ㢟を⣔Ỵするࡓめの◊✲ィ⏬がỴᐃでき

る． 

4 週 実㦂の実 ィ⏬を基に実㦂を行うことができる． 

5 週 実㦂の実 ィ⏬を基に実㦂を行うことができる． 

6 週 実㦂の実 ィ⏬を基に実㦂を行うことができる． 

7 週 実㦂の実 ィ⏬を基に実㦂を行うことができる． 

8 週 実㦂の実 ィ⏬を基に実㦂を行うことができる． 

9 週 
実㦂結果の᳨ウ 得らࡓࢀᡂ果をᩚ理し㸪⪃ᐹすることができ

る． 

10 週 
実㦂結果の᳨ウ 得らࡓࢀᡂ果をᩚ理し㸪⪃ᐹすることができ

る． 

11 週 
ሗ࿌書のసᡂ 得らࡓࢀᡂ果をレポートにࡲとめることがで

きる． 

12 週 
ሗ࿌書のసᡂ 得らࡓࢀᡂ果をレポートにࡲとめることがで

きる． 

13 週 
発⾲㈨ᩱのసᡂ 得らࡓࢀᡂ果を基に発⾲⏝の㈨ᩱと発⾲ཎ✏

をసることができる． 

14 週 
発⾲㈨ᩱのసᡂ 得らࡓࢀᡂ果を基に発⾲⏝の㈨ᩱと発⾲ཎ✏

をసることができる． 
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15 週 発⾲ 得らࡓࢀᡂ果を発⾲し㸪質にᑐして応ᑐで

きる． 

 

評価割合 

 試験 発表 相互評価 態度 ポート 

フォリオ 

その他 合計 

総合評価割合  50   50  100 

基礎的能力        

専門的能力  50   50  100 

分野横断的能力        
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